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《僕ぼくがここでこうして今も幸せな気持ちでいられるのは君のおかげ。

　あの時の〝約束〟

　それが僕を支えてる。

　だから今度は僕が君を幸せにする番。

　君のことが好きだよ。

　────大好き》







＃01【フレンドリストが最底辺でヤバイ】







　◆　オンライン　◆

　これだけは言える。

　二次元の世界は最高だ。

　己おのれの体に封ふう印いんされていた力がある日突とつ然ぜん覚かく醒せいして、俺おれＴＵＥＥＥＥ！　になったり、

　唐とう突とつに降ふって湧わいたように女の子の囲まれて、ハーレム状態になったり、

　現実ではありえない甘あま酸ずっぱい青春グラフティを書かき綴つづったり、

　アニメでもマンガでも、そんな主人公達たちに自己投とう影えいして浸ひたることができるんだから。

　そう、二次元の世界には夢が満みち溢あふれているのだ。

　中でもゲーム。特に昨今のＭＭＯＲＰＧにおける成り切り度合いといったらハンパない。

　まるで本物のように作り込まれた世界。

　俺はこの異世界に生まれ、育ってきた。そんな錯さつ覚かくに陥おちいることさえある。

　それも神経伝アーテイフイ導体シヤルセンスを搭とう載さいしたヘッドギア型次世代ゲームデバイス【ＥＳＧ】だからこそ為なせる業わざ。

　緑豊かなフィールドに立てば不思議と空気が美味おいしく感じられたり、忙せわしなく街中を行く人々や露店バザーでの喧けん騒そうからは生活の匂においが漂ただよう。

　買い物をしたり、おしゃべりをしたり、日がな一日釣つりをしたり、草原に寝ねそべって青すぎる空を見上げ気ままな時間を過ごしたりする。

　でも時には魔ま物ものや怪かい物ぶつと命をかけた緊きん張ちよう感かん溢れる戦いを繰くり広ひろげることも────

　まあ、たまにある。

　ここでの生活はある意味、現実リアルよりもリアルだ。

　ことこの【ゼクスヴェルトオンライン】に至っては非常に居い心地ごこちが良い。

　相あい性しよう？　それがいいんだと思う。

「やっぱゼクスは落ち着くなあー」

　俺、鷺さぎ宮みや慧けい太たは、馴な染じみのアバター【リエル】の姿でしみじみと頷うなずいた。

　傍そばにあった噴ふん水すいの水面みなもに映るのは、ふむふむと感心する清せい楚そな印象の少女。修道服に身を包つつんだその聖職者クレリツクがこの世界での俺の姿だ。

　いわゆる〝ネカマ〟ってやつ。

　この前ギルドメンバーとの間でちょっとした騒そう動どうがあって、オフ会で【騎き士し様さま】なんていういかさま臭くさいキャラを操あやつってる人物と間ま違ちがえられたり、このリエルのアバターがアカウントごと奪うばわれてしまったり、俺が書いた恥はずかしいポエムを人ひと質じちに取られてしまったり、はたまたその騎士様を操ることになったり……。

　そんなことがあって色々大変だったんだけど、

　今はこうして元通り、ネカマを続けることができていた。

　ま、全すべてが終わってみれば全部彼かの女じよらギルメンの手の内だったんだけどね。

　それはさておき、このリエルの体である。

　俺としてはやっぱこっちのアバターの方が扱あつかいやすいなーと改めて思う。なんか良く分かんないけどしっくりくるんだよね。

　今日もその姿でいつものようにギルメンと他た愛あいもない会話をする為ため、みんなが集まるギルドハウスにやってきたところだった。

　俺は目の前にある見慣れた木製扉とびらに手を掛かけ、普ふ段だんの調子で開けたんだが……

「ばんわー……って、ふおぉぉぉぉぉぉぉっ!?」

　ある程度は予測していたけれど、やっぱり反射的に驚おどろきの声を上げてしまった。

　だって、俺が扉を開けたら吐と息いきがかかりそうなほどの眼前に────

　花はな嫁よめがいたんだから。
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　前にもこんなことあったよね？

　なんなのこの既視感デジヤヴー。

　俺がオロオロしてると目の前でベールが持ち上がる。

　下から現れたのは大きくて円つぶらな瞳ひとみ。

　すらっとした目鼻立ちと、ぷっくりとしたピンクの唇くちびる。

　彼女が一歩だけ身を引いて背筋を伸のばすと、長い黒くろ髪かみが純白のＡラインドレスの上でさらさらと揺ゆれる。

「おっ、おいっ！　なんなんだその格好は!!」

　思わず男としての素すの口調になっていた。

　たまーにいきり立つと出ちゃうんだけどその辺はご勘かん弁べんを。

　すでに俺がネカマだってことはメンバーにバレてるし別に気にすることはないんだけど、今までの慣れとか癖くせとかあってこのアバターだと妙みような違い和わ感かんを感じる。

　なので咳せき払ばらいをして一いつ旦たん仕切り直した。

「な、なんなのかなー……？　その格好は」

　尋たずねながらも花嫁の美しさに目を奪われ、俺の意識はどこかぼんやりとしてしまっていた。

　その反応を見て花嫁の口元がニヤリとほくそ笑えむ。

　合わせるように彼女の肩かたに乗った毛玉のような使し役えきモンスター【すあま】が「ふきゅ」と可か愛わいらしい声で鳴いた。

　いつもの獣使いビーストテイマーの装備ではないが、彼女は我わがギルドのリーダーである人物、【雫しずく】だ。

　彼女は白い長なが手て袋ぶくろをした手を腰こしに当て得意気に胸を張る。

「おや、これが分からないと？　ウェディングドレスに決まってるだろ」

「うん、それは分かる。聞きたいのは何な故ぜそんなものをここで着てるのかってこと」

「すまない、言っている意味が分からない」

「ええええっ!?　なんか難しいこと聞いた!?」

「ふむ、なぜこのようなものを着ているのか？　その質問への答えはすごく簡単なことかもしれない。だがしかし、物事を多角的に捉とらえればそれはとても複雑で難解なものになるやもしれない。でも結局最後に現れる真実は案外シンプルなものかもしれないし、そうでないのかもしれない」

「雫の言ってることの方が意味分かんないんだけど……」

　普段から妙に理り屈くつっぽい性格の彼女だが、これでオフラインでは無口のひきこもり少女ってんだから世の中分からない。

　そんな俺の反応が不満なのか、雫は呆あきれたように深い溜ため息いきを吐ついて見せた。

「ウェディングドレスといえば結けつ婚こん式しき。その為の衣装合わせをしていただけだが？」

「け、けっこん!?　結けつ婚こんって雫が？」

　彼女は静かに頷く。

　ちょっと驚いてしまったが、彼女が言ってるのは恐おそらく現実リアルの結婚のことではなくて、このゼクスヴェルトでのヴァーチャルな結婚のことだろう。

　ゼクスの世界には他のＭＭＯＲＰＧにも良く見られる結婚システムが採用されている。

　結婚すれば夫ふう婦ふとなるプレイヤーにはペアの指輪と二人だけしか出入りできないマイホームが支給される。

　まあようするにイチャイチャし放題ってことだな。

　あとはネームの横やステータスに○○の夫とか△△の妻とかの表記が付加される。

　ちなみに結婚後に色々とトラブルが起きて、そのままゼクス引退しちゃったーって人の話もたまに聞く。

　世の中にはヴァーチャルとリアルを混同してしまう人がいて、オフでも同様の関係を迫せまられて困ったとか、オフ会後にストーカーに狙ねらわれるようになったとか、そんな事があって止やめてしまうのだ。

　それは結婚システムには大変な事もつきまとうよ？　という一例。

　だから雫みたいな性格の人間と結婚しようなんて思う人の気が知れないし、実際その相手が気になるのは当然の流れ。

　なんで興味本位で聞いてみた。

「で、誰だれと結婚するの？」

「それを私に言わせるのか？　まったく野や暮ぼにもほどがある。騎士様だ」

「なんか今さらっと重要なことを言ったように聞こえたんだけど？」

　これはまさか……と思うが、んなわけない。あるわけないよね。うん。

「騎士様と結婚すると言ったのだ」

　雫ははっきりとそう述べた。

　えーと……騎士様と言えばもちろん俺のことだよな？　俺はリエルでもあるけれど、騎士様でもあるのだから。

　そもそも騎士様ってのはネカマである俺がオフ会に参加する際、ギルドの中で居づらくならないようにーっていう気き遣づかいで彼女らが用意してくれたアバターだったんだけど、それがいつの間にか騎士様を続けないとリエルのアバター返さないぞーって脅おどされる方向にシフトしていって…………そのままなし崩くずしに承しよう諾だく。いつの間にやら２アカウントを操る事態になっちゃったんだよね。

　んで…………そんな騎士様と、雫が、

　結婚??

　どうやら近ちか頃ごろの異常気象がもたらす猛もう暑しよによって思考が上手うまく働かなくなってしまってるみたいだ。ちょっとログアウトして冷たいものでも飲んで一息入れよう。

　そう思ってステータスウインドウを開こうと宙に手を伸ばした時だった。

　ギルドハウスの奥おくでログインを示すエフェクト光が輝かがやいた。

　霧む散さんする緑光の中から現れたのは────

　なぜかこれまた花嫁だった！

　スカートがふんわりと広がったプリンセスラインのウェディングドレス。それに身を包んでいたのは吊つり目がちでツンとした感じのエルフの子。

　ギルドメンバーの一人、【白しろうさ姫ひめ】こと【姫】だった。

　いつもの盗賊シーフスタイルとは違ちがって、まさにお姫様らしい格好で登場した彼女は俺と雫の姿を捕ほ捉そくするや否いなや、物もの凄すごい勢いで詰つめ寄よってきた。

「ちょっと雫!?　あんたなに抜ぬけ駆がけしてんのよ！」

　長いエルフ耳が逆立ち、透すき通とおるような金きん髪ぱつが翻ひるがえる。

　だが雫の方はやれやれといった感じで、まるで相手にする気が無い。だから代わりに俺が姫に尋ねた。

「抜け駆けって？　何が？」

「なっ、ななんでもないわよ！　あんたには全然、一いつ切さい、まったく、関係ないんだから！」

「そう徹てつ底てい的てきに否定されると逆に関係あるように聞こえるけど……」

「へ!?」

　姫は顔を真っ赤にして狼狽うろたえ始める。

　これは…………なんだかすごーく嫌いやな予感がしてきたぞ……。

「それにしても何で姫までそんな格好なの。まさか姫も誰かと結婚する予定なの？」

「そりゃ……す、するわよ。と、当然でしょ。あたしが雫より後なんてありえないもの」

「へー……ちなみにそれは誰と？」

「そ、それは……きっ、き……」

　姫は恥ずかしそうにしながら言いい淀よどむ。

「騎士様にゃー!!」

「ふぼっ!?」

　姫とは別のあらぬ場所から声が上がったと思ったら、俺の首周りに何かがしがみついてきた。這はわされた細ほそ腕うでが背中側から前側に回ると視界の中にふるふると震ふるえる猫ねこ耳みみと鮮あざやかな銀ぎん髪ぱつが入ってくる。

「リコッタ!?」

「ふっふー、正解にゃー」

「いやいや正解もなにも、そもそもなんも隠かくしてないでしょ！」

「リエルたん、するどいにゃ」

　純じゆん粋すい無む垢くな笑え顔がおで答える彼女は【リコッタ】。ゼクスの中では獣人族の錬金術士アルケミストであり、リアルでは俺の妹、鷺さぎ宮みや理り央おだ。

　そんな彼女はこんなのもあるのかー、と思わず感心してしまうミニスカタイプのウェディングドレスを着ていた。

　それはそうと、先ほど不ふ穏おんな名が彼女の口から飛び出したことを俺が聞きき逃のがすはずもない。

「まさかとは思うけどリコッタも……？」

「もちろん騎士様と結婚するにゃ」

　リコッタは満面の笑みでそう答えた。

　めまいがした。

「というわけにゃので、今すぐ電でん撃げき的てきにそこの教会でリコッタと式を挙げようぎにゃああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっっ!?」

　突とつ然ぜん彼かの女じよは仰のけ反ぞって、踏ふん付づけられた猫みたいな声を上げた。

　原因はリコッタの足あし下もと。爪つま先さきから数センチと離はなれていない地面に一本の矢が突つき刺ささっていたのだ。

「な、なにするにゃん！　いくらゲームでも当たったら痛いにゃりよ!?」

「ふんっ、あんたまで抜け駆けしようとするからでしょ！」

　リコッタが怒いかり散ちらした先には弓を構えて不ふ機き嫌げんそうにしている姫の姿があった。

「にゃんにゃんにゃー！　リコッタは抜け駆けなんてしてないにゃ。ただ騎士様と結婚するだけにゃん」

「するだけって、それが抜け駆けって言うの！　まったく……雫といい、あんたといい、勝手すぎるのよ。あたしだって〝騎士様と結婚〟するんだから」

「あー…………そうくるのね」

「えっ!?」

　俺がげんなりしていると、姫は自分の発言に今さら気づいたようで、エルフ耳を赤く染めながらアワアワし始める。

「そ、それは、あのそのちがっ……ちょｇおｆごｗっｔほきょーっ◎☆!?」

「落ち着けっ」

　沸ふつ騰とうしたやかんのようになっている姫に言い聞かせる俺。そこへ雫の冷めた視線が向けられる。

「だから前から言ってるじゃないか、そんなふうになるなら首を突っ込まなければいいのだと」

「べ、べつになんにもなっちゃいないわよ。ちょっと噛かんだだけ。ふん、結婚って言っても？　ちょ、ちょっとどんなもんなのかなーって感じなだけなんだから。深い意味は無いんだからね」

　とかなんとか言いながらも動どう揺ようが隠しきれない姫。そんな彼女を横目に俺は溜息を吐く。

「いや、そもそも結婚を承諾した覚えが無いんだけど？」

　そう言うと、雫が心底不思議そうな目でこちらを見み据すえた。

「さて、挙式に向けての段取りを決めようか」

「無視か！　こっちの意志は丸無視か！」

　はなからこのギルドにおいて俺の人権なんて無いことは分かっていたが、こうもあからさま過ぎると逆に清すが々すがしくもあるなあ。

　俺が肩を落として脱だつ力りよくしていると、雫の眉まゆ根ねがピクリと動いた。

「そんなことより、もっと根本的なことで肝かん心じんなことなのだが、リエルはなんで今日も騎士様じゃないんだ？」

「え……？」

「その姿では結婚できないではないか。女性アバター同士ではシステム的にそれが不可能である事は無論理解しているだろ。何なに故ゆえに私を困らせるのだ？」

「そうにゃん、そうにゃん、困るにゃん！」

「ほんと空気ってものが読めてないわよね」

　酷ひどい言われようだった。

　みんながみんな俺の姿をなじるように下から上へとジロジロ見ている。

　つーか、ログインしてるだけでなぜこうも言われなくちゃならないんだよ！

　そこで雫が詰きつ問もん口調で詰め寄る。

「せっかく騎士様という最強アバターを用意してやったのに。あのスペックをもってもまだ何か不満があるのか？」

「いや不満ってわけじゃあないけど……」

「ではどういう理由があってのことか？　今後は騎士様でいるならば──という条件でリエルを返してやったはずだが？　そういう態度を続けるならこちらにも考えがある」

「……考え？」

「私わたし達たちに切り札があることを忘れたわけではあるまい？　なんならあの恥ずかしいポエム日記をここで音読してもいいのだぞ？」

「おわーわーわーっ!!　それだけはやめて！」

　それは俺の憧あこがれのプレイヤー【メルルーナ】ちゃんへの思いを綴ったポエム日記のこと。読み返されるだけで悶もん絶ぜつ死し確実の恥ずかしい代しろ物ものだ。それは今や彼かの女じよ達たちの手にある。

「ならば今すぐ騎士様でログインしなおしてくるがいい」

「そ、それは……」

　こうなるとどうにも誤ご魔ま化かせなくなってくる。

　レベル99の聖騎士パラデイン、騎士様は能力値の高さもさることながら、所持アイテムや装備品、スキルも規格外のものばかりでまさに廃はい人じんプレイヤーの見本みたいな存在だ。それは熱心なゼクスユーザーなら喉のどから手が出るほど欲ほしくなるキャラ────のはずなんだけど、なかなか俺はそのアバターでログインすることに対して気が進まなかった。

　何でかってーと、俺が騎士様でログインする度たびに彼女らの行動がエスカレートしていったから。

　たとえばこの前なんか騎士様の姿で今日みたくギルドハウスにやってきたら、メンバー全員が水着姿で俺のことを待ち構えていて、そりゃもう……大変だったんだ。

　俺は現実リアルでは女性耐性不全症候群ＦＥＤＳなんていう特異な体質持ちで、異性に対して極度の興奮を覚えると失神してしまうという厄やつ介かいな体。

　でもそれは現実でのことだけでオンライン上では反応することは今まで無かったんだけど、最近そんなことばかり続いてたのがいけなかったのか、ヴァーチャルでも少し特異体質が反応しかけちゃったんだ。あの時はマジでやばかった。

　オンラインで失神でもしてみろ、まるで寝ね落おちのようになっちまう。そんなことになったら残された俺のアバターはどうなると思う？

　いい晒さらし者ものだ。

　それに彼女らにどんな悪いた戯ずらをされるか分かったもんじゃない。

　考えただけで空そら恐おそろしい。

　しかもこんな事を繰くり返していて決して体に良いわけがない。いずれ失神したままあちらの世界から帰ってこない……なんてことにもなりかねない。

　女性耐性不全症候群ＦＥＤＳのせいでリアルに居場所の無い俺おれはその代だい替がえをゼクスに求めた。でもネカマがバレてしまっている今、以前と全く同じように……とはなかなかいかない。

　多分このままこんな状態がずっと続くようなら、ゼクス上でも現実リアルのように特異体質が発はつ症しようするようになっちゃうかもしれない。これ以上症しよう状じようが酷くなったら俺にとっての唯ゆい一いつの平へい穏おんの場が完全に無くなってしまう。

　リアルもオンラインも落ち着ける場所がなくなったら俺はどこに行けばいいんだ？

　なんとかそんなふうになるのだけは避さけなくちゃいけない。

　幸い俺がリエルでいる時は彼女らの接し方が多少マイルドなような気がする。

　あくまでマイルドなだけね？

　それでもまあ、この程度ならまだなんとかやっていける。

　だからできるだけ騎士様にはなりたくないのだ。

　ふと俺は思った。

　俺をギルドに引き止める目的で押おし付つけられた騎士様。その目的が達成された今、これ以上俺が騎士様である必要は無いのだ。なのに彼女らはいまだ執しつ拗ように騎士様でいることを迫せまってくる。

　一体なんの目的があって??

「あ、あのさあ……そのことでずっと気になってたんだけど、なんでそんなに騎士様にこだわるわけ？　しかも急に結婚だなんて……」

「それはあれだ。私達はみな〝お姫ひめ様さま症しよう候こう群ぐん〟に感かん染せんしてしまっているからな」

「お、おひめ……さま、しょーこう……ぐん??」

　雫は妙に誇ほこらしげだったが、俺は聞き慣れない用語に首を傾かしげる。

「女子ならば強くて格好かつこいい白馬の王子様的存在に守まもって貰もらいたいという願望は誰しもが持っている夢。それは心が満たされる瞬しゆん間かん。そこから得られる快感を中毒的に求め続ける症状のことを〝お姫様症候群〟というのだ。他ほかにもプリンセスシンドロームともいうな」

「そんな病名聞いたことないよ？」

「当たり前だ。今私が作ったのだからな」

「でっちあげかいっ！」

「名めい称しようはでっちあげでも中毒なのは本当。騎士様にはいつまでも理想の騎士様であり続けて欲しいのだ。それと結婚といえばイチャイチャラブラブ。もちろんそっち方面も期待してくれていいぞ？」

「なんの期待!?　遠えん慮りよします！　遠慮させていただきます!!」

　この状じよう況きよう……ようはメンバー全員が結婚という形でその快感を〝独どく占せん〟したいというだけの事だった！

「ではとりあえず白馬を用意するか」

「馬とかいらないからー！　てか意外と形から入るのね」

「形は大事だろ。私達がなんの為に騎士様を与あたえたと思ってるんだ」

「え、それは……リエルがギルドに居づらくならないようにっていうんで……って、違うの!?　まさか最初からそれ狙いだったの!?」

「「「ぬふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふ……」」」

　雫、姫、リコッタは三人揃そろって不気味な笑いを見せる。

　ヤバイ……なんかとてつもない危機を感じる……。

　そもそもヒロインを守るヒーロー的な存在なんて俺には向いちゃいない。それに……

「ささリエル、早く騎士様になってリコッタを守ってにゃん♡　そしたらお礼に何でもしてあげるにゃりよ？　にゅふふふふふふふふ」

「ほ、ほら、姫の横には必ず王子か騎士がいるもんじゃない？　だからその、当然あたしの隣となりにもいないと格好がつかないでしょ？　そ、それだけなんだから。でもタダでというわけじゃないのよ？　報ほう酬しゆうはほら、あの……あ、あたし……とか？」

「私だけの騎士様になってくれればもれなく豪ごう華か特典が付いてくるぞ。たとえば全く底が見えないほどの深い愛とか、銀河系を覆おおい尽つくすほどの大きな愛とか、ガンガリウム合金が溶とけるほどの熱い愛とか、愛とか愛とか愛とか！」

……こんなの相手にしてたら……まず身が持たない。

　どんな顔をされるのか非常に心配な部分があるが、ここはいい加減真実を伝えるべきだろう。俺は一旦深呼吸して気持ちを落ち着かせた。

「えっと、そうしたいのはやまやまなんだけど……今はその……騎士様は使えないというか……なんというか……」

「使えない？　それはどういうことだ？」

　雫ははなから疑いの目を向けてくる。他の二名もその横で説明しろと言わんばかりの表情だ。

「つい最近のことなんだけど、アカウント入力しても拒きよ否ひられるっていうか、騎士様でログイン自体ができなくて。《このアカウントはメンテナンス中です》とか出ちゃってそこから先に進めないんだよね」

「はい？　嘘うそをつくならもっとマシな嘘をついたらどうだ？」

　雫の疑念に満ちた態度は強くなるばかりだった。

「いやいや、ほんとなんだって。騎士様を正式に預かって一週間位は普ふ通つうにログインできたんだけどさ、その後はずっとそんな感じで。運営側にも問い合わせたけど返事来ないんだよ」

　切実に訴うつたえる俺の姿に彼かの女じよは信用とまではいかないが、それとなく理解してくれたようだった。

　もう一度言うけど俺の言ってることは嘘じゃないからね？　マジで。

　事を告げた後の三人はというと、みんなで固まってヒソヒソ話をしている。といっても全部聞こえちゃってるんだけど。

「どういうことにゃん。そんなの予定に無いにゃりよ？」

「やはりあの女は信用すべきではなかったのかもしれないな」

「だからあたしが言ったじゃない。きっとおかしなもの掴つかまされたのよ」

　そんな会話が漏もれ聞きこえてくるが、なんのことだかさっぱり分からない。

　でも俺からするとこの状態は嬉うれしいハプニングだった。堂々と正当な理由で騎士様を避けることができるんだから。

　これからは快適なネカマライフが待っている！

　やはり彼女らとは女の子友達みたいな関係でいるのが一番落ち着くしね。

　ここは何が何でもリエルをやり通すぞ。

　そんなふうに決意を固めた時だった。

　ギルドハウスの扉とびらが開く音がしたのだ。

　もちろんメンバーの三人もそれに気づいて、自然と目をやったのだが、

　入口の所に立っていたのは────

　ゾンビだった！

「ぐぅぉんぶぉんぼぉぁぁあああっ」

　ゾンビが口を開くと獣けもののような雄お叫たけびが室内に響ひびいた。

「「「「ぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」」」」

　俺おれ達たちは闖ちん入にゆうしてきたゾンビを目にした途と端たん、恐きよう怖ふのあまり悲鳴を上げた。それはもう向こうが発した叫さけびすら掻かき消けすくらいの大だい音おん声じよう。

　そりゃ俺がいくらビビりだからって、ただのゾンビでこんな大声出したりしない。フィールド上のモンスターで見慣れてるからね。

　じゃあなんでかって？

　だってまんま見た目が怖こわかったんだもん。今まで見たモンスター中で一番気持ちが悪い。

　闖ちん入にゆう者しやは〝鳥〟だった。

　正確には頭だけが鳥で体は人間。いうなれば鳥人間とでも表現すべきだろうか。

　その鳥がスズメなのかジュウシマツなのか種類は分からない。でもそんな感じの顔立ちで、体毛の所々が抜け落おちて鳥とり肌はだが露あらわになっている所もあるし、片目はたらりと眼がん窩かから落ちてぶら下がっているし、くちばしからは舌がだらしなく垂れていた。

　それだけでもグロいのに体は女性のもので、なぜかマーメイドラインのウェディングドレスを着ていて、純白の生き地じは血けつ痕こんで斑まだらに穢けがされていたりする。

　極きわめつけはその手に血ち塗ぬられた斧おのがあったことだ。

　そんなんだから誰だって悲鳴の一つも上げるってもんだ。

　でもってそのゾンビ鳥人間は覚おぼ束つか無ない足取りでハウス内に入り込んでくると、

「びぃんなぁぶぉうぎぃでだぁぁんどぅぇぇずぬぇぇぇ」

　と言葉にもならない不快な声をくちばしから発した。何かしゃべる度にどこ知れぬ場所から血が滴したたり落ちて板張りの床ゆかを濡ぬらしている。

「ぎょぉえええ!?　こっ、こっちこないでぇぇぇぇぇぇぇぇっ!!」

　グロいものが人一倍苦手な姫は、真っ先に最さい奥おうの壁かべまで下がってそこにぴったりと背中を押しつけて震えている。

「うにゃぁぁっ!?　リコッタは食べてもおいしくないにゃりよー！　ひいぃぃっ!?」

　リコッタは手にするものを手て当あたり次し第だい鳥人間に投げつけてるけど、的を直視できていないので当たるものも当たらない。

　冷静沈ちん着ちやくな雫も顔が引きつっている。これにはさすがに動揺しているようだ。

　そうしている間も鳥人間はぴちゃりぴちゃりと血に濡れた足で一歩一歩迫ってくる。

　なんなんだこれは？　新種のモンスターなのか？

　なら、なんとかしなくちゃ。

　非力な聖職者クレリツクがどこまでやれるか分からないけど、ここはやるしかない。戦うといっても攻こう撃げき魔ま法ほうは浄じよう化か系しかないし、あとは直接殴なぐりつけるしか手段はないんだけど……。

　俺は銀色の杖ワンドを構える。だがそこで違い和わ感かんを感じた。

　そもそもシステム的にギルドハウスにモンスターが入り込んでくるなんて有り得ない。それどころかギルドハウスにはギルドに登録されているメンバーしか入室できない仕組みになっている。ということは…………

　俺は杖ワンドを持った手を降ろした。

　同時に鳥人間の足も止まる。

　血が滴る両手が鳥頭に持っていかれ、そのままマスクのようにスポッと抜ける。

「ふぅー……」

　可か愛わいらしい息いき遣づかいと共にマスクの下から現れたのはふんわりとした長い髪かみ。醜しゆう悪あくなマスクとは正反対の穏おだやかな表情を持った少女だった。

「これ被かぶってるとうまく伝わらないみたいですねー。えへへ」

「ま、ましゅー??」

　俺が目を丸くしていると、にこやかな笑えみが返ってくる。

　彼女はオンでは暗殺者アサシン、リアルでは主婦という女の子。

【ましゅまろ】こと【ましゅー】だ。

　彼女もギルドメンバーの一人。どうりでハウスに簡単に入れるはずだ。

　鳥マスクはジョークアイテム的な装備なのだろう。外した途端にウェディングドレスに付着していた血ち糊のりのエフェクトも消え去っていた。声もマスクをしている間はそれっぽい効果がかかるらしい。

　さて彼女以外の他のメンバーはというと、三人共いまだ恐怖が抜け切れていないのか壁かべ際ぎわに貼はり付ついている状態。

　ましゅーはそんなメンバーのことを穢れのない瞳ひとみで見み渡わたした後、不思議そうに首を傾げた。

「はらら？　そんなになるほどこの鳥さんマスク〝面おも白しろかった〟ですかー？」

「お、面白い??　そんなわけないでしょ！」

「きっ、気持ち悪いだけにゃん！」

　ようやく怯おびえから回復した姫ひめとリコッタがましゅーに向かって怒り散らす。

「ええっ!?　面白くない……ですか？　むしろ、き、気持ち……悪い？　おかしいですね……そんなことはないと思うのですが……。バザーを開いていたお兄さんに「これ絶対ウケるよー」って勧すすめられたのに……でもそうですか……面白くないですか……」

　ましゅーは心底残念そうに肩かたを落とした。

　多分ウケるでも違ちがう意味のウケるだと思うんだが……。それでもそこは疑うことを知らない彼女。素す直なおに受け入れちゃったんだろう。斧までセットで買わされてしまったっぽいし。

「というか、それのどの辺が面白いと思ったのかを問いたい」

　立腹気味な雫がましゅーの手にあるマスクを指差し言う。

「たとえばこの飛び出した目玉とか、斑に生えた羽とか面白かわいいじゃないですかー」

「……」

　さすがの雫もその感覚は分からないらしく、言葉が出ない。

「でも困りましたー。これが面白くないとなると何をしたらいいのでしょう。このままではフレンドが増えないのですー」

「フ、フレンド？」

　突とつ然ぜん何を言い出したのかと俺は目を丸くした。

　でもそのフレンドというのは無論ゲーム上のフレンドだということは分かる。リアルの友達をフレンドとか呼ぶ人はあんまいないからね。

「ええ、ほら小学校や中学校の時の卒業文集とかでクラスの面白い人ランキングとかあったりしませんでした？　それで一位取ってる人って大たい概がいクラスの中で人気者で友達が多かったじゃないですかー。だったらゲームでも面白い人の所に人が集まるのではと思ったのですー」

　彼女の不器用なフレンド作りにこっちも辛つらい過去を色々思い出して胸が痛くなってくる。

　あ、ちなみに俺は〝存在が空気な人ベスト５〟で２位でした。１位じゃないところが妙みようにリアルすぎて凹へこむ……。

「ましゅーはフレンドを増やしたいの？　なんでまた急にそんなこと……」

「ええと、正確にはフレンドになってもらった後、ギルドメンバーに入ってもらいたいんですけどねー。そうしないと騎士様との結けつ婚こんに支障が出てしまうのですー」

「はい？」

　まあそのウェディングドレス姿からして不ふ穏おんな感じはしていたが、それにしたって間が色々と抜ぬけすぎだ。

「あのー意味が分かんないんだけれど……。なんでギルド勧かん誘ゆうが結婚と関係あるの？」

「リエルちゃんはゼクスの公式ページ見ました？」

　そういえば今日は週に一度の更こう新しん日びだったなーと思い出す。

「いや今日はまだ……それが何か？」

「今トップページにも出てるんですけど、大聖堂での挙式プランっていうのが発表されたんですよ。〝愛し合う二人の心に残る特別な挙式を是ぜ非ひ〟って紹しよう介かいされてて──」

「なに、それ本当なの!?」

「その〝特別な挙式〟ってのに興味あるにゃん」

　さっそく姫とリコッタが食い付いた。

　通常プレイヤー同士の結けつ婚こん式しきとなると運営側に日時予約を入れて街の教会や酒場などを貸し切って行われるのが普通だ。

　しかし大聖堂は大陸各地にある教会の総本山的場所で、本来挙式などには開放していない。

　一度クエストで訪おとずれたことがあったが、外観も内部も荘そう厳ごんで清せい浄じような空気に満ちていて。

　尊とうとく侵おかしがたい雰ふん囲い気きというのだろうか？　気軽にそこで宴うたげを行えるような感じじゃなかったのを覚えている。

　通常の挙式がみんなでワイワイ楽しく二人の門かど出でを祝う形ならば、大聖堂は神の前で真の愛を誓ちかい合あう神聖なる儀ぎ式しきという感じだ。

　女の子は好きそうだよね、そーゆうの。

「式場としては最高のロケーションじゃないか」

　雫も納なつ得とくして頷うなずいている。ほらね？

「「「「騎士様との〝特別な挙式〟かぁ～……」」」」

　四人が四人共、何があるわけでもないのに天てん井じようを虚うつろな目で見上げ、ぽやや～んとそんなことを呟つぶやく。

　なんなんだ、この状況は。

　どこかの幻げん想そう世界にトリップしてしまっている彼女達の中でいち早く我に返ったましゅーは、話の続きをし始める。

「それでですね。その〝特別な挙式〟を挙げる為ための条件というのが、《婚こん姻いんを結ぶ同士がギルド内のメンバーであること》《ギルドランクがＣ以上であること》という決まりがあるのです」

　そこでようやくましゅーがギルドメンバーを増やそうとしていた理由が分かった。

　ギルドの格付けである〝ギルドランク〟というものは単純にギルドメンバーの人数で決まる仕組みになっている。Ｃランクといえば三十人クラスの中規模ギルドだ。ちなみにＤランクは二十人、Ｅランクは十人、それ以下はＦランクとなっている。俺達のギルドは言うまでもなくＦランク。最底辺規模のギルドだ。

　挙式の条件としてランクが必要とされているのは多分、活動が活発なギルドに対してご褒ほう美び的な？　良く分からんけどそんな感じだろう。

「なるほど、それは由ゆ々ゆしき事態だな」

　雫は真しん剣けんに何かを考えている。すでに本気モードだ。

「いやいや、ほら、せっかくそんな豪華な式場を予約しても肝心の騎士様が使えないんだし意味ないよ？」

「それはいずれどうにかなるだろ？」

　やる気に火が点ついてしまった雫はもう止められなかった。もちろん彼女だけでなく姫ひめ達たちも同様にそのプランに積極的になっていた。

「でも結局、騎士様と結婚できるのはこの中で一人だけでしょ？　その辺のところはどうすんのよ」

「ゼクスのシステムでは重じゆう婚こんはできませんからねー」

　一番大切なことを口にした姫に対し、ましゅーが答えた。

　そこへリコッタが入り込んできて、ふっふーんと得意気に鼻を鳴らす。

「そこはみんなに遠慮してもらって、リコッタが騎士様と結婚するにゃん」

「はあ!?　なに言ってんの。それはあたしに決まってるでしょ！　ま、どうしてもって言うんなら？　土下座すれば末席に座すわらせてあげなくもないわよ？　床にダンボール敷しいた上だけど」

「あっ、あっ、リコッタちゃんも姫ちゃんもずるいですー。騎士様にとって最良の結婚を考えるとわたしの方がいいと思うのですー」

「の方がってなによ！」

「それどういう意味にゃん！」

　壮そう絶ぜつに修しゆ羅ら場ばってきたなー……と傍ぼう観かん者しや的立場で見ている場合じゃなかった。俺は最初からその爆ばく心しん地ちの真ん中に立っているわけだから。

「まったく見苦しくて見てられないな」

　唐とう突とつに呟いたのは雫だった。彼女は争あらそう三人を蔑さげすむような目で見ていた。

「なによ、そんなことを言うってことは、あんたは辞退する方向で考えていいのかしら？」

「そうは言ってない」

　真顔で答える雫に対して、姫はチッと舌を鳴らした。

　雫はそれに構わずましゅーへ視線を送る。

「その〝特別な挙式〟というやつはどうせ限定何組とか決まってるんだろ？」

「はい、えーと何組かは忘れちゃいましたけど、確かに数に限りがありましたー」

「となると、今はごちゃごちゃ争っているよりもその枠わくを確保する方が先決。その為には一刻も早くギルドメンバーを三十人に増やし、ランクＣを目指すべきだろう」

　珍めずらしくギルドリーダー的なことを言い出した雫。

　一いつ致ち団結！　ギルドっぽくなって参りましたー。でも最終目的がアレなので俺的には乗り気にはなれないけどね！

「それはそうかもしれないけど……でも結局最後には誰だれが騎士様の結婚相手になるか決めなきゃならないのよ？　その時にどうするつもり？」

　いつもの姫とは違い真剣な眼まな差ざし。

　しかし雫は逆に笑みを浮うかべていた。それは僅わずか先の未来に期待するような含ふくみ笑わらい。

「ふふふふふ……まったく私は天才だな。ギルドランクＣを目指しながら同時に騎士様との婚姻権利の所在を決める。こんな合理的な方法を思いついてしまうなんて」

「なっ、なに？　自画自賛してないで早く言いなさいよ！」

「勧誘した人数だ」

「え？」

「勧誘して実際にギルドに入会させた人数が一番多かった奴やつが騎士様との婚姻権を得られる。これが後あと腐くされなくて一番良い方法だろう」

　確かに数字でハッキリと表れるものだから分かり易やすい。

　にしても雫は妙に自信ありげにしているが、何か勝算でもあるのだろうか？

　というか、全員がコミュニケーション不全者の集まりみたいなこのギルドで勧誘なんてまともにできる奴がいるのか？

　三十人なんてまず無理臭くさい。

　これは俺、安心しちゃってもいいのか？

「へ、へー……い、いんじゃない？　まああたしが当然一番だろうけどっ」

　姫は胸を張って言うが、顔は完全に引きつっている。

「おーし、リコッタがんばっちゃうにゃん（棒読み）」

　耳と尻尾しつぽをピンと立て、気合いを入れているように見えるが体は小刻みに震ふるえている。思いっ切り虚きよ勢せいだった。

「ど、どうしましょう……鳥さんマスクは気持ち悪いって言われちゃいましたしー……」

　ましゅーに至ってはすでに方向性が間ま違ちがっていた。

　それにしたって、普ふ段だんから人付き合いが苦手な彼女ら（俺も含む）がそこまでしてやることじゃーないだろ。いくらお姫ひめ様さま症しよう候こう群ぐんだなんだのと言ったって、どのくらいのメリットがあるっていうんだ？

　騎士様だって今は使えない状態だし、今後もし使えるようになったとしても俺に白馬の王子様とか無理だから！

　やらないよ？

　ほんとに。

　そういえば〝結婚〟って単語で思い出した。

　前にもこんな事で迫せまられたことがあったよね？

　俺はちょっと前の過去を思い返した。

　あれはそう、まだ騎士様が【ユーグ】っていう男性プレイヤーだとばかり思っていた時のことだ。港の見える広場でリエルだった俺に奴が告白してきたんだよな。

「君のことが好きだ」ってね。

　その流れで結婚しようって迫ってきたんだっけ。

　それから色々あって、ユーグが実在しない人物で、メンバー全員が操あやつっていたプレイヤーだってことが判明した後、あのメールが届いたんだ。




《君はもう過去のことだと思っているようだけど、僕ぼくからの〝あの告白〟

────あれは本気だからね？》




　あれはどうゆう意味だろう？

　普通に考えれば好意を寄せられているってことだけど……。

　いや、まてよ？

　それもお姫様症候群の一いつ環かんってことも考えられる。

　うん、そうだ。そうに違いない。

　というかそうでないと困る。

　俺おれは結局二次元しか愛せない体なんだし。なによりそんな事になったら生死に関かかわってくる。

　恐おそろしい想像をしてブルっていると突然背中を押おされた。

「ほら、なにぼーっとしてんの。さっさと行くわよ？」

「うえっ」

　後ろを向くとそこには顔を赤らめながら俺の背中を押している姫がいた。聞き返す間もなく、今度は両手が引っ張られる。右手がましゅーで左手がリコッタだった。

「さっそくメンバー勧誘に向かいましょう」

「リエルたんも手伝うにゃん」

「な・ん・で・す・と？」

　なにが悲しくて自分で自分の首を絞しめるようなことをしなくちゃならんのだ。

「絶対手伝ったりしないんだからってうわなにをするやめｑあｗせｄｒｆｔｇｙふじこｌｐ!?」

　ギルドハウスを出て街路をずるずると引きずられてゆく俺。いくら抵てい抗こうしたところで最軽量級なリエルのアバターじゃ三人に引っ張られれば為なす術すべが無い。

　半泣き状態でしばらく行くとさすがに見かねたのか、先頭を歩いていた雫が立ち止まり、言ってきた。

「まあそこまで無む理り強じいする必要も無いだろ。この勝負でリエルの勧誘数はカウントされないわけだしな。ここは私のやることをゆっくり見ておくがいい。人徳がある人間のところには自然と人が集まってくるということを目まの当あたりにできるはずだ」

　その自信はどこからくるものなのか？　俺は逆に興味が出てしまった。




　　　　　×　×　×




　俺達ギルド一行は【王都フィルムス】の中央広場にやってきていた。

　リアルでは夜も更ふけてきた頃ころ合あい。サーバー内のプレイヤー数もグッと増えてくる時間帯だ。現に中央広場は多くの人で賑にぎわっている。

　広場に降りる階段の上。周りよりも少し高いその場所から全体を見渡すと、色々なものが目に飛び込んでくる。

　プレイヤー向けに露店バザーを開いている人。

　クエストパーティへの呼びかけをしている人。

　極ごく普ふ通つうの世間話をしている人。

　どこかへと早足で急ぐ人。

　このごった返した感じの雰囲気がまたＭＭＯＲＰＧの心地ここちよさの一つでもある。

　そんなたくさんの人々が行き交う中に、まるで人ひと混ごみの中に判を押したようにぽっかりと空いた空間があった。

　どうやらその場所だけをみんなが避さけて通っているようで、わざとらしい円がそこに出来上がっている。

　それがなんなのか？

　まあ考えるまでもないだろう。

　その円の中心に立っている人物のことはよーく知っているわけだから。

　俺達は中央広場に着くなり、雫の指示で一人ずつ順番に人混みの中に入っていって勧誘をしてくる、という事になった。

　そこで早さつ速そく、言い出しっぺの雫が先せん陣じんを切って向かったわけだが────

　当の彼女は円の中心で特に何をするわけでもなくただポツーンと突つっ立たっていた。

　片手にはこの世界の共通通貨であるＧグラン紙し幣へいが数枚。もう片方の手には頭よりも高い位置に掲かかげられた看板があった。その看板に書かれている文字は少し離はなれているここからでもうかがい知ることができる。




『ギルドメンバー　一名あたり一万Ｇから』




　すでに意味不明である。

　なにかこう色々言葉足らずというか、すごく残念な臭においがプンプンする。

　本人も何か周りに呼びかけるわけでもないし、ただ怪あやしさだけが彼女の周囲に漂ただよっている。

　あれじゃあまるで人身売買のブローカーみたいじゃないか。百グラムあたり九十九円とか肉屋みたいなふうにも見えるし、買いたいのか売りたいのかさえ分からない。なにより激しく犯罪の香かおりがする。そりゃあ誰だって近寄りたくはないだろう。

　あ、ほら、言ってるそばから誰かが通報したのだろう、ＧＭゲームマスターがやってきて職務質問っぽいことを雫に行っている。

　何やらもめているようだが、しばらくすると雫はむくれた顔をしながら看板を引きずって俺達の所へと帰ってきた。

「まったく、これだから公こう僕ぼくは頭が堅かたくてかなわん」

「公僕って……なんか違う気がするけど……」

「どちらにしても奴らには言葉が通じない。ＲＭリアルマネＴートレードの疑いまでかけられたし」

「……ていうか、なにやってたの？　あそこで」

「あん？」

　睨にらまれた。

「なぜわからん。人徳の高さ＝資産力だろ？　一人一万出せばギルドに入れてやるって言ってるんだ」

「まさかのお金もらう側!?」

「当たり前だろ。なんで私が見ず知らずの人間に金を払はらわねばならない」

「いやいやだったら、手に持ってるそれは何だったの？」

「金は金を呼ぶと言うだろ」

「……」

　もちろん勧誘なんて無理とは思っていた。

　だって彼かの女じよには人とコミュニケーションを取るという能力が最初から欠けつ如じよしているんだから。

　それにしたってこのトンデモっぷりは俺の予想の遥はるか斜ななめ上うえを行っていた。

「あれだけ豪ごう語ごしていたのに、口ほどにもないのね」

　蔑さげすむような視線を雫に向けているのは姫だった。言われた雫の方も言い返す言葉が見つからないようで口元をへの字に曲げてぐぬぬぬ……としている。

「まあ見てなさい。あたしが三十人くらいぱぱーっと勧誘してきてみせるから」

　まるで婚姻権は私がもらったと言わんばかりに意い気き揚よう々ようと人混みの中に消えて行く姫。

　あの雫の後でこの発言だし、あんまり自信たっぷりに言うもんだから本当に三十人くらい引き連れて帰ってくるんじゃないかと俺はマジで不安になった。

　して結果は────

　少しでも不安に思った俺はなんだったんだと思うほどの内容だった。

　姫は一応声をかける努力はしているものの、「あのっ」とか「そのっ」とか言葉にならない言葉を呟いてるだけで行き交う人は誰も気づいていない。たまーに向こうから姫に声をかけてきてくれるプレイヤーもいたが、

「う、うるさいわねっ！　あっ、ああ、あたしに話しかけるなんて、いっ、いち、一億年早いのよっ！」とか、

「な、なあに？　あたしの奴ど隷れいになるっていうなら、か、か、考えてあげなくもないわよ!?」とか言って、

　自分自身でせっかくのチャンスを無む駄だにしていた。

　一体何がしたいんだか……。声をかけてくれた人ひと達たちが不ふ憫びんすぎるだろ。

　結局姫の勧誘数はゼロで終わった。

「三十人くらいぱぱーっと？　ぷっくく……」

　戻もどってきた姫を見ながら雫は笑いを堪こらえていた。

「……むっ！　あ、あんたに言われたくないわよ！」

　二人がこんな状態だから、残りの二人はどうなのか？　と思ったが、やっぱり似たようなもんだった。

　次に勧誘に向かったのはリコッタ。

　彼女は普段は良くしゃべるくせに、いざ広場の真ん中に立ったらガチガチに緊きん張ちようしてしまって何一つ言葉を発することができなくなっていたし、誰かに声をかけられても「にゃん」しか返さないおかしな人になってしまっていた。

　リコッタと入いれ替かわりで向かったましゅーは……

　もうあれだね、オチ担当というかそんな感じ。

　彼女は道化師クラウン用のジョークアイテムなのか、突然シルクハットを取り出して広場の真ん中で手品を始めてしまっていた。

　思いの外ほか、周囲から注目を浴びていたが、それだけ。

　ギルド勧誘とは全く関係無く、ただ拍はく手しゆ喝かつ采さいを受けて帰ってきただけだった。

「〝ウケた〟みたいですが、お友達はできなかったのですー」

　口では落らく胆たんしてるけど顔は満足げ。いいんだか悪いんだか……。

「まったく使えない奴らばかりだな」

　散々な結果を前に雫は腕うでを組んでプリプリとしていた。その態度に姫はカチンときたようで、眉み間けんにしわを寄せる。

「一番ダメダメだったあんたが言う台詞せりふじゃないでしょ！」

「は？　そのだらしない色いろ香かを振ふりまいて一人も連れてこれなかったうさっころの方が最低だろ」

「そ、そんなもの振りまいてないわよ！　しかも最低とか言われたくない。一番最悪って言うんならリコッタでしょ！」

「にゃっ!?　にゃんで??」

「当たり前でしょ！　ぼーっと突っ立ってるだけで何もしてなかったじゃない」

「そ、それでもリコッタはがんばったにゃりよ！　それよりも全然勧誘の意志すら見せなかったましゅーの方がダメダメにゃん」

「わっ、わたしですか？　わたしはみなさんが楽しんでくれたからいいかなーなんて思ってたんですが、そうですよね、わたしが一番ダメですよね…………えへへ、そうかダメかあ……どうせわたしはダメ人間なんですよね。そう、いつもそう……。

　最後に心残りがあるとすれば、もう一度だけ騎士様の姿が見たかったってこと……でもそれももう…………あれ？　ああ……なんだか寒い……とてもさむいです……」

　ましゅーは口だけは動いているが、アバターは虚こ空くうを見み詰つめたまま棒立ちの状態。明らかにどこかがおかしい。話を振ったリコッタもさることながら雫と姫も彼女の異変に気づいたようだ。

　これはまさか……

　リアルでの彼女が今どんなことになってるのか非常に心配なんですが！

　俺はすかさず彼女に駆かけ寄よって両りよう肩かたを揺ゆさぶる。

「ちょっと!?　ましゅーさん？　なにしてんの、ねえ？　変な気起こさないでよ？」

「…………」

　反応が無い。

「は、はやまらないで!!　うおーい、もしもーし！　帰ってこーい！」

「あ、脱ぬぎすぎちゃいました。てへ」

「ぬぶっ!?」

　唐突にましゅーのアバターに生気が戻ってくる。ついでに気になる単語も飛び出して思わず吹ふいてしまった。

「ぬ、ぬぬぬぬ脱いで??」

「ええ暑かったんで。でも寒くなっちゃって今また着てたところです。まだ途中なんで、ちょっと行ってきます」

　そう言い残すとましゅーのアバターはまた虚うつろな目になって固まった。

　怖っ！

　どうやらログインしたままＥＳＧを頭から外して着き替がえていたらしい。そういうのやめて欲ほしいなー……心臓に悪いから。

　雫達もそれぞれに心配して損したーみたいな顔をしていた。

　そんな事があってすぐ、なんだか広場がにわかに騒さわがしくなってきた。

　見ればある一部に人ひと集だかりができている。

「なんだろ？　あそこでなんかやってるのかな？」

　そんなふうに気になるのは人の性さが。俺はやったからといって見えるわけでもないのに、その場で背せ伸のびをしてみたり。

　すると隣となりにいた雫が、

「場所を変えるぞ」

　とか突とつ然ぜん言い出した。

　それはまるであの人集りから俺を遠ざけようとしているかのよう。

　そんなことがあってすぐに俺の耳に歓かん声せいの一部が聞こえてくる。

「メルルーナちゃんだー」

「か、かわいいなー」

「きゃーこっち向いてー」
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　なに??

　メルルーナちゃんですと!?

　俺は自分でも顔付きが変わるのを感じた。

　メルルーナ。彼女はゼクスのアイドル的プレイヤーで、俺がこのＭＭＯを始めた切きっ掛かけになった人だ。

　といっても彼女のスクリーンショットを見た俺が一方的に一ひと目め惚ぼれしちゃっただけなんだけどね。

「さすがメルルーナちゃん。すごい人気だなー。でも全然見えないやっておわ!?　ちょちょちょちょっと!?」

　雫が俺の腕を取り無む理り矢や理り引っ張り始めたのだ。

　そのまま人集りから離されてゆき、とうとう騒ぎすら聞こえない広場の端はしっこまで連れてこられてしまっていた。

「あーん、ちらっとでも見たかったのに」

「あんなゲスな女の顔を見ても目が腐くさるだけだ」

「そ、それはちょっと酷ひどいんじゃないかなあ」

　と言ったら姫ひめとリコッタとましゅーの三人も雫に同意と頷いた。

　みんなでそんなこと言うと俺、なんも言えなくなっちゃうじゃない。

「そんな事より今は勧かん誘ゆうの方が大切ということだ」

「で、どうすんのよ？」

　姫が雫に尋たずねた。雫も雫で聞かれるのが分かっていたようで。

「とにかくこのままでは勧誘数を競きそい合あうどころかＣランクすらままならない状じよう況きようだ。ここは一つランクアップまでは協力し合うというのはどうだろうか？　騎士様の結婚相手はそこで改めて別の方法で決めるということで」

「それでいいんじゃない？」

「リコッタもそれでいいにゃ」

「あ、はい。わたしもそれに賛成ですー」

　姫やリコッタに続いてオンに復帰したましゅーもそれに答えた。

　俺は思う。コミュ力皆かい無むな彼かの女じよ達たちが一つになっても、やはり結果は同じなんじゃないかと。

　そもそも人を敬うやまうというか、話を聞こうという姿勢が感じられないのが致ち命めい的てきだ。原因はそれだけじゃーないと思うが、とりあえずそのくらいはしないと会話が成り立たない。

　だからといって俺がコミュ力抜ばつ群ぐんか？　と問われると……いうまでもない。

「とりあえずギルドハウスに戻って今後の作戦を立てよう」

　そう提言した雫にメンバーは従い、彼女の後について行く。

　俺は協力する気はさらさら無いのだが、他ほかに行く所もないし……まあ、彼女らは何をしでかすか分からないからな。一応それを把は握あくしておいた方が自身の為でもあるだろう。

　そう思って後に続いた。そんな時だ。

　なんだか妙みような視線を背中に感じたのだ。

　振ふり向むくと露店バザーテントの陰かげで足を止め、こちらをじーっと見詰めている少女がいた。

　ピンク髪がみを左右のお団子にしている彼女は、短いスカートの上にロングパーカーのようなローブをまとっていた。手にはトゲトゲの生えた戦棍メイスがあり、それを石いし畳だたみの上で引きずっている。

　見た目から伝わってくるのは、彼女はゼクスの初心者だろうということ。

　だってそれはゲームを始めた時に渡わたされる初期装備だから。

　恐らく職業ジヨブもまだ確定していない段階のレベルだろう。

　無職ワークレスというやつである。

　その無職ワークレス少女はどう考えても俺おれ達たちのことを見ていた。

　あどけなさの中にも色っぽさが宿るその瞳ひとみが俺の視線と合わさると、彼女はなぜだかものっすごーく嬉うれしそうな顔をした。

　なんだ？　誰だ？　どこかで会ったことあったっけ？

　それともギルメンの誰かと知り合い？

　記き憶おくを辿たどるが何も思い当たらない。そもそも新参者なわけだから面識があるわけないか。

　それで当の彼女はというと、こちらに来たかったのだろうか？　慌あわてて走り出したのだが、それと同時に豪ごう快かいにすっ転んだ。

　しかもあろうことか綺き麗れいに並べられている露店バザー品のド真ん中にダイブ！

　大きな音がして売り物のアイテムや武器が辺りに散乱し、手にしていた戦棍メイスがどこかにすっ飛んで行く。

「す、すみませんすみません！　ごめんなさいごめんなさい！」

　あわあわしながら立ち上がった彼女は謝あやまりながらも更さらに店の物を薙なぎ倒たおして行く。

　言葉と行動が伴ともなってないのは、初心者でまだ操作に慣れてないのだろうと推察。

　そうはいっても店主からしたら「おまっ、なにすんの？」って感じだろうし、実際そうなっていた。

「おい！　なんのつもりだ!?」

「いえ、これはちがうんですいたっ。そうじゃなくてうへっ」

「お前……わざとやってるだろ？」

　そろそろ店主の額に青筋が立ち始めた頃ころ、突然少女の周囲に緑色に燐りん光こうが立たち籠こめ始めた。それはゼクスをやっている者なら誰でも知っているログアウト時に発生するエフェクトだ。

　でも彼女はそれも初めてのようで……

「えっ……なにこれ？」

「おいおい、こんなにしておいて逃にげる気か！」

「いや、そういうつもりじゃなくて！」

「待てこら！」

「あ、いや、その、あっ……」

　そんな事をしているうちに彼女は光と共に消きえ失うせてしまった。どうやらまたもや操作ミスで意図せずログアウトしてしまったらしい。

　今までのゲーム機とは一線を画すＥＳＧ。それ故ゆえログインしたての頃は神経伝アーテイフイ導体シヤルセンスが伝えてくる擬ぎ似じ感覚に慣れるまで多少戸と惑まどうプレイヤーも多い。それにしたってあれほどのゲーム下手はそうはいないだろう。

　消えてゆく最中、彼女は俺に助けを求めるような視線を送ってきていたようにも思えたが気のせいだろうか？

　それにしてもなんだったんだろうね？　あの子。

　ギルドメンバー以外に知り合いなんてほとんどいないし。

　彼女の頭上にはアバターネームが表示されていたけれど…………

　えーと、確か【まり緒お（笑）】とか？

　やっぱ知らんわ。

　ていうか、（笑）ってなんだよ。いらんだろ。

　……。

　気を取り直して、俺はギルドメンバーの後を追った。




　　　　　×　×　×




　◇　オフライン　◇

　あの後、ギルドハウスで作戦を練るもメンバー勧誘に関しての良い案が出ず、結局暗あん礁しように乗り上げてしまっていた。仕方ないのでまた後日話し合う事になり、その晩はそのままお開き。俺としてはこのまま諦あきらめてくれることを願うばかりだが。

　ログアウトしてＥＳＧを頭から外すと携けい帯たいにメールの着信があった。

　友達のいない俺は今までメールをもらうなんてことは皆無だったんだけど、この前のオフ会でギルドメンバーとアドレスを交こう換かんしていた。だから着信があるとすれば彼女達くらいしか考えられないんだけど……。

　で、誰からだ？

　そう思って指を動かす。




［件　名］再さい確かく認にん

［差出人］ユーグ［kishisama666@motmail.co.jp］

［宛　先］慧太［wan_U-x-U@pocomo.co.jp］

《やあ、僕だよ。とは言っても君にとっての僕はどの僕なのか分からないだろ？

　だから手っ取り早く教えるね。

　今の僕はあの時、港の見える広場で君に愛の告白をした僕さ。

　この前もメールで言ったけど、あの時の告白は本気だからね？

　どう本気かって言うと、リアルで君と結婚したいくらい本気なんだ。

　そんな訳だからいくらゼクスの上での結けつ婚こんとはいえ、他ほかのみんなに君を取られると嫉しつ妬としちゃうんだよ？　それに一番初めに結婚しようって言ったの僕だしね。

　約束はちゃんと守らないと。

　それ故、今回のこの〝特別な挙式〟については僕は全力で勝ち取りに行こうと考えている。だから楽しみに待っていてね》




　俺は携帯画面を見たまま、しばし放心状態だった。

　えっと……これは……？

　前に世の中にはヴァーチャルとリアルを分けて考えられない人がいて、オフでも結婚関係を強要されて困ったとか、オフ会後にストーカーに狙ねらわれるようになったとか、そんなようなことを言ったと思うが、そのトラブルの例────

　まんまじゃねえかぁぁぁぁぁっ!!

　ギルドメンバーの中に一人、

　お姫様症候群とは関係無く、

　本気で俺に好意を向けてきている人物がいる。

　リアルでの結婚を前提に。

　一高校生として普ふ通つうに考えれば、女の子から好きだと言われて嫌いやな気はしないはずだ。

　むしろ嬉しい限りだろう。

　でも女性耐性不全症候群ＦＥＤＳを持つ俺にとっては、これは死活問題だ。

　ど、どどどどどどどうしよう!?







＃02【現実リアルが生きづらくてヤバイ】







　◇　オフライン　◇

　今日はバイトの日。

　俺はいつものように商店街にあるひなびた喫きつ茶さ店てん【ロープレ】へと出勤する。

　正面入口から入ると────

　ポニーテールの女性がカウンター越ごしにイヤーな笑え顔がおをこちらに向けて座すわっていた。

　年ねん齢れいよりもだいぶ若く見える彼女はこの店の店主で、俺はマスターと呼んでいる。

　どうせその不気味な笑えみは早さつ速そく俺おれに仕事を押おし付つけようって腹積もりからくるものだろう。毎度のことだからすぐ分かる。

　重度のＲＰＧオタなマスターは、なにかと理由を付けては奥おく座ざ敷しきのゲーム部屋にこもる習性があるのだ。

　ほんと仕事してくれよ。いい大人なんだから。

「なんすか、その笑顔は。今日はちゃんと店頭に立ってもらいますからね」

　奥おくにひきこもられる前に俺は先手を打った。

「あら、あらあらあら、こーわーいー」

　マスターは両手を顎あごの前に持ってきて潤うるんだ瞳をぱちくりして見せる。しかも目線は上うわ目め遣づかいだ。おえっ。

「そんなことしても、ちっとも可か愛わいくありませんから！」

「なによぉーひどーい！　しかもまだ何も言ってないじゃない」

「言わなくても分かりますよ。また俺に店を任せてゲーム三ざん昧まいと決め込むつもりでしょ」

「だって働きたくないんだもん」

「あっさり本ほん性しようを現したな」

「あーあ、宝くじでも当たらないかしら？　そしたら人生セミリタイアするのに」

「いますよね、そういうこと言う人。ってか、それならなんで喫茶店始めたんすか？　働きたくないんでしょ？」

「なんかー楽そうだと思ったから」

「うわ、駄だ目めな人の見本みたいな台詞せりふだなあ」

「でもまあいいバイトが見つかって良かったわ。これで心置き無くゲー」

「仕事しろ!!」

　もうこんなんだから、どっちが雇やとい主ぬしだか分からなくなってくる。常連さん相手のたいして忙いそがしくもない仕事なんだから頑がん張ばってくれよと思う。

「じゃあ三十分だけ」

　マスターは俺に向かって指を三本立てた。

「……三十分ですか。……仕方ないですね、不本意だけど。それくらいなら一人で店番してますよ、不本意だけど」

　まあゲーム時間として三十分くらいは譲じよう歩ほしてやろう。彼女に借りがないわけではないからな。不本意だけど。

「わっほい！　少年は良い奴やつだね。だいちゅき♡」

「うおっ!?　き、気持ち悪いから！　や、やめい！」

　俺はマスターを突つき飛とばした。

　彼女は唇くちびるを尖とがらせ、まるで幼い少女みたいに無む邪じや気きに抱だきついてきたからだ。

　おかしい。

　今まで彼女の対しては俺の女性耐性不全症候群ＦＥＤＳが反応しなかったはずなのに、なんだか少しだけぞわぞわっと来ちゃったぞ？　これもここ最近ギルドやリアルでの無理が祟たたって結構症しよう状じようが進行しちゃってるのか??

　まだ少し動どう揺ようしている俺。そんな事に気づきもしない彼女はすでに素すに戻っていて、今はいそいそとエプロンを付け始めている。

　おや？　あれだけ三十分だけってせがんでたのに急に仕事する気になったわけ？

「あ、あれ？　ゲームしないんすか？」

「ん？　なにが？」

「…………まさか三十分だけって…………」

　満面の笑みでそう答える彼女を見て俺はピンときた。

「三十分だけ仕事するって意味かぁぁぁっ！　くぅぉぉのぉぉ腐れぇ店主めぇぇぇっ!!」

　彼女は「きゃうぅん」とか妙に可愛らしい声を上げたが、

　ゆるさん、ゆるさんぞぉぉっ！

　俺はそこにあったパンナイフを右手に掲かかげ彼女に振りかざす。

「や、やめてぇぇ、ら、らめぇぇぇ！　そ、それだけは堪かん忍にんしてぇぇぇぇ」

　彼女の悲痛の叫さけびが厨ちゆう房ぼうに響ひびき渡わたる。

　だが構わない。

　俺は彼女の襟えり元もとを掴つかみ上あげ、そのまま着ているブラウスを引き千切る────

　なんて事が俺にできるはずもなく、ただ肩かたで息をするだけだった。

「…………ゼェハァゼェハァ」

「なに興奮してるの？」

「あんたのせいでしょが」

　もうダメだ、この店。

　なんとなくバイト先の将来に諦めがついたその時。

　マスターが俺おれの手にトレイを載のせてきた。トレイ上にはティーポットとカップ＆ソーサーがあって、芳かぐわしい香かおりを立てている。

「何すかこれ？」

「何って、お客さんのオーダー品よ。それもあなたのお客さんよ」

　俺の？

　最初意味が分からなかったが、ティーポットから立ち上ってくるミルク混じりの紅茶の香りが俺の記憶をはっきりとさせた。

　窓まど際ぎわの席に目をやると小こ柄がらな少女が一人、ぽつんと座ってこちらを見ていた。少女の手にはＡ４サイズのホワイトボードがあってそこに何か文字が書かれている。

『お嫁よめに来ました』

「ぶっ!?」

　俺は慌てて彼女のもとに駆け寄り、ボードを叩たたき伏ふせた。

「なっ、なに書いてんだよ!!」

　声を荒あららげても彼女は悪びれる様子もなく、頬ほおを紅潮させてモジモジとしている。

　彼女は綾あや羽はね梓月しずく。雫しずくのリアルでの姿だ。

　性格のギャップもさることながら、ゼクスでのすらっとした姿と正反対なそのちんまりとした体型には毎度の事ながらちょっと戸惑う。

　長い黒くろ髪かみとか大きな瞳とかちょっとした所に重なる部分はあるんだけどね。

　彼女はこの喫茶店があるビルの最上階に住んでいて、店の常連客でもあり、ちょくちょくこうしてやってくるのだ。

　で、なに？

　出会って早々に『お嫁に来ました』だと？

　こんなタイミングでそんな事言い出すなんて……。

　途と端たんにあのメールの言葉が脳のう裏りに思い起こされる。

《リアルで君と結婚したいくらい本気なんだ》

　てことは雫が────ユーグなのか!?

　いやいや待て待てそんなことはない。これは多分あれだ。

　他ほかのギルメンより先に〝騎士様との結婚〟をリアルでもアピールしとこうって考えなんだろう。いわゆるツバつけておこうとかそういう感じ。

　そこでふと彼女と目が合う。

　いくらそう思おうとしても現実を目の前にすると妙に意識してしまう。

「あ、あのさ……もしかして雫……俺にメー」

『お婿むこをもらいに来ました』

「逆ならいいってわけじゃねえぇぇぇ！」

　すっかりペースを乱される。

※業務連れん絡らく※　あ、遅おそくなりましたが今回も雫さんのボード発言は『』でお届けしますね。

　とか言ってる間に、「じゃあ」という感じで文字が書かき換かわっていた。

『寝ね取とりに来ました』

「もっとやべーよ！」

『ねっとり来ました』

「なんかこうねばーっとした感じで這はいつくばってやって来た感じ？」

『熱湯かき回した』

「うわっ、あっち！　すごっ、あっち！　か、かき回すなんて無理だって！」

『納なつ豆とうかき回した』

「ねばねばーって、また粘ねばり系か！　でも美味おいしいからついつい手が出ちゃうね！」

『結ゆい納のうしますか』

「ほうほう納豆に微び妙みように字じ面づらが似ていて、これまた思わず手を出しそうになっちゃうけどって、ちげえぇよ！　こっそり婚こん約やくさせようとすな！」

　はぁはぁはぁ……あー危なかった。

　気を抜ぬくといつやり込められるか分かったもんじゃない。それにこんな所をマスターに見られたら……

「ってうわあっ!?」

　気づいたらすぐ近くにマスターが立っていて思わず声を上げてしまった。それもそのはず、こっそり何かできるほど店内は広くない。

　さすがというかなんというか彼女は早さつ速そくボードに書かれている文字に食い付いていた。

「なあに？　婚約とかもうそんな所まで話が進んでんの？」

「い、いやこれはそうじゃなくって」

「何言ってんの。しちゃいなさい、しちゃいなさい、どーんと結婚しちゃいなさいよ」

「え、うおっ、えっ!?」
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　マスターは後ろから腕うでを回して俺と雫の肩を引き寄せる。

　隣を見たら物もの凄すごい近くに雫の顔があって心臓が止まりそうになった。だってその透すき通とおるような白い頬とか、小さくてつやつやしているピンク色の唇とかが触ふれてしまいそうなほどの距きよ離りにあったんだから。

　俺はマジで危険を感じてマスターの腕から逃のがれ出でた。

「いい加減にして下さいよ。知ってるでしょ？　俺が三次元リアル女子が苦手なの」

「あら、そんな事言ってたらいつまでたっても女の子とちゅっちゅっできないわよ？　いい機会だからショック療りよう法ほうで治しちゃえば？　ゾードオブゾダンをクリアするよりは楽だと思うわよ？」

「いやいやアレをクリアするには血吐はきながら精神崩ほう壊かい覚かく悟ごで頑張らないと無理でしょ！　それにきょうびの高校生はクソゲー四天王と言われたゾダンのシュールっぷりなんか誰だれも知りませんて！　何でもゲームにたとえるのはいい加減やめて欲しいんですが！」

　毎度微び妙みようなたとえで突っ込む俺の方も大変だって分かってるのか？　この人は。

「てか、そんな事よりいいんですか？」

「ん？　なにが？」

「ゲームですよゲーム。やりたいんでしょ？　なら今日は特別に今から店番してますからこもっていいですよ」

「え、ほんとに!?　冗じよう談だんでしたーとか今さら言わないでよ？」

「いいませんよ」

「わーい！　じゃあ頼たのむわー」

　目を見張るような反応の早さだった。いい大人が心からはしゃいでカウンター裏へと消えて行ったのだ。

　俺も大たい概がい駄だ目めな人間の部類だけど、あーゆう大人だけにはなりたくない。そう思った瞬しゆん間かんだった。

　それでも面めん倒どうな人間をこの場から遠ざけることには成功したわけだ。その代だい償しようとして店番を全部任されちゃったけれど、あのままここに居られるよりはずっといい。今は客も雫だけだし。

　そこで俺はずっと持ったままだったトレイをようやくテーブルに置いた。載っているのは雫の注文品であるロイヤルミルクティー。ま、いつものやつである。

　席にぽちょんと座り直した彼かの女じよの前にカップを置いてやると、テーブル上にあった一冊の本に目が行く。

【毎日10分から始めるボイストレーニング　初級編】

　表紙にはそう大きく書かれていた。

「これって……雫の？」

　と尋ねても返事が返ってくるはずもない。なぜならリアルでの雫はまったくしゃべらないから。本人曰いわくキンキンのロリアニメ声にコンプレックスがあるらしく、普ふ段だんはさっきのようにボードでしか語らないのだ。

　そんな彼女がボイトレ？　これが気にならないわけがない。

『簡単なのから始めてみた』

　彼女は恥はずかしそうにテーブルの下からボードを掲げる。

「それはいい事だと思うけど、ボイトレなんかしなくても全然問題無さそうに見えたけどなー」

　この前ギルメンのみんなとカラオケに行った時、ちょっとした事件が起きて彼女の肉声を聞く機会があったんだけど、想像以上にイイ声だった。

　でもあれか、一応コンプレックスでもあるわけだし、本人にしか分からないような苦く悩のうがあるんだろうな、きっと。

『声優になる』

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　俺はボードに書かれた二文字に目を疑った。

「せ、せいゆう？」

　コクコク。

　雫は無言で頷うなずく。

「雫が？」

　コクコク。

　何言い出すんだ!?　とか言いそうになったがなんとか堪こらえる。

　でも今まで一言もしゃべらなかった人間が、突とつ然ぜん十段飛ばしくらいで声のお仕事を目指すとか言うんだから目が点になるのは当然のことだろう。

『声、ほめてくれたから』

　雫はポッと頬を染めた。

　あれ？　もしかして声優になるとか言い出したのは俺のせい？

　この前カラオケで、雫のロリアニメ声の事を嘲あざ笑わらった奴らに「声優になれる才能があるかもしれないのに馬ば鹿かにするな」とか言っちゃったからか？

　その言葉に嘘うそは無いけどさー。

　そういえばかなり昔、幼よう稚ち園えんの時だったかな？　ある女の子がいて、今の雫みたいに俺が褒ほめるとすぐに乗り気になっちゃう子がいたなあー。

　どんな内容だったかはあまりに遠い記憶すぎて全然思い出せないけど。

　まあそれは置いといて、

　確かに雫の声はイイ。すんなり耳に入ってくる、曇くもりの無い声だった。正直トレーニングすれば声優になれる可能性が無いわけではないと思う……が。

「へ、へー……い、いいんじゃないか？　向いてそうだぞ」

　それとなく肯こう定ていしてやると、雫はなんだか嬉しそうにボードにマーカーを走らせる。

『トレーニングの成果を見て』

「成果？　べつにいいけど、何をやるんだ？」

『発音する時の口の形が正しいか見て』

「か、かたち？」

　いやもうそこは普通にしゃべろうよ。声でお仕事するんでしょ？

　でも意外とそういうの大切なのか？　まあそれに関しては俺の方が素人しろうとだから何も言えないか。テキスト見た見ないの違ちがいだけだけど。

「よ、よし来い」

　何が来いだよ。と自分でも思った。そもそも何が正しいのかも分からんのだから。

　そんな俺でも彼女は何の疑いもない様子。俺は雫の真向かいの席に座り、彼女がそれを始めるのを待つ。

　雫は茶器とテキストを横にどけて場所を作ると準備に入った。

　両手をテーブルの上に置き、立ち上がる。

　足は爪つま先さき立だち。

　上半身を前に傾かたむけて顎を上げる。

　両目を閉じて、唇を僅わずかに窄すぼませる。

　そのままの状態を保ちながら少しずつ俺の顔に向かって自分の顔を近付けてゆき──

　────ってこれボイトレじゃねえぇぇぇぇぇぇっ!?

　目を瞑つぶった雫の顔は微かすかに上気しているし、口元は微かに震ふるえているし、

　これは明らかに…………キ、キスの体勢!?

　体の中にある厄やつ介かいな体質がむくむくと目覚め始める。

　なんか、めまいがしてきたかも？　とか思い始めた時だった。

　ガンッ!!

　真横から何かを叩き付けたような大きな音がして、それに驚おどろいた俺と雫は互たがいに身を離はなした。

　窓の方を見やると、そこにはまるで踏ふみ潰つぶされたカエルのようにガラス窓に貼はり付ついている人物がいたのだ。

　見覚えのある赤みがかった金きん髪ぱつツインテールと制服。

　それは間ま違ちがいなく知ち己きの人間だった。

「ひっ、姫ひめ!?」

　彼女は頬をぴったりと窓に密着させて恐おそろしい形相で俺達のことを睨にらんでいた。せっかくの美人が台無しだ。

　そうそう姫がなんでこの場所を知ってるかって言うと、この前のカラオケ騒そう動どうの帰りに俺がここでバイトしてるってことがバレちゃったからなんだ。だから彼女だけでなくギルドメンバーはみんな知ってる。

　で、話を戻もどすけど窓から剥はがれ落おちた姫はものすごい勢いで店の入口へと走り、ドアベルを激しく打ち鳴らしながら店内へ乱入してきた。

「ちょっとぉ!?　今なにしてたのよ！」

　肩でゼェハァと息をしている彼女。髪は少しはねているが相変わらずの完かん璧ぺき美人である。

『えっとボイストレーニングです』

「んなわけないでしょ！　なんか言い方が白々しいし！　それにあんた普段あたしに丁てい寧ねい語ご使わないでしょ！」

　ここで俺も「でもボイトレだったんだよ」と言っても信じてはもらえないだろう。実際どう見てもそうじゃなかったし。

「そもそもなんでボイストレーニング？　そんなのやる必要あるわけ？」

「ああそれはね、雫が声──」

　言いかけたところで、ちっちゃな手が俺のシャツの裾すそを引っ張った。

　見れば雫が「言わないで」とばかりに恥ずかしそうに目で訴うつたえている。別に隠かくさなくてもいいじゃないかと思うが、嫌がってるものを無理に言う必要もない。

「ええっと、せ、せ、ぜっ、ぜんそく！　ああそうだ、雫が最近ぜんそく気味だっていうんで喉のどを鍛きたえているらしいんだよ。それでボイトレを……」

「ぜんそくねえ……ふーん」

　俺の咄とつ嗟さの言い訳に姫はなんだか納なつ得とくいかない様子だったが、なぜだかそれ以上は詮せん索さくはしてこなかった。

　彼女はそのまま雫の真向かいの席に腰こし掛かけて一人落ち着いてしまった。

「それよりこれにちょっと名前書いてくれる？」

　姫は着席早々、どこからかクリップボードに挟はさまれた一枚の紙を差し出してきた。どうやらこれが目的でここにやってきたようだ。

「なにこれ？」

「ギルドメンバーのリアルでの住所録作ろうと思って。ほら、あったら何かと便利でしょ？」

「住所録ねえ……」

「ここの一番上辺りに書いてくれる？　ああ、もうちょっと左。そう、その辺」

　あんまり気が進まなかったが、彼女に言われるがまま示された場所にペン先を当てて、そのなんのへんてつもない白い紙に名前を書いた。続けて住所を書こうとしたら、

「ああ、それだけでいいわ。あとはこっちでなんとかするから」

「は？　なんとかするってどういう意味？」

「えっ!?　い、いや、なっなんでもないわよ！　こっちの話」

　すごく怪あやしい。ものすごーく怪しい。

　そもそも住所録作るとか言っておいて住所書かないとかどうなの。

　何かとてつもなく嫌な予感がして手元の紙に今一度目を落とす。すると良く見ればこの紙、一枚ではないように見える。

「さっ、早くこっちに返しなさいよ」

　俺がそのことに気づいたのを察知したのか姫は慌あわててクリップボードを奪うばい取とろうとする。

　直感で「こいつは渡わたしちゃいけない」そう思った俺はさっと腕を引いて、伸のびてきた姫の手をかわした後、一枚目の紙をめくった。

　下から出てきたのは何かの書類。

　しかも一枚目の紙は複写式のカーボン紙になっていたようで一番左上の辺りに先ほど俺が書いた名前とその横になぜか姫の本名である九く條じよう妃き梨りという名前が並んで書かれていた。

　当然視線はそのまま上の方にある書類名に行くわけで、そこには────

【婚こん姻いん届とどけ】

「はいっ!?　てうわあっ！」

　確認もままならぬ内に奪われちまった。

「ねえ今、婚こん姻いんってそこに！」

「は？　なんのこと？」

「確かに書いてあった！　婚姻届って書いてあった！」

　俺がいくら言い張っても彼女は頬を朱しゆに染めてしらばっくれるだけ。

「まあいいさ、どうせ俺と姫の年齢じゃあ提出しても受理されないもんねー」

「ふん、これはしっかり保存しておいて、その時が来たら然しかるべき場所に出せばいいだけよ」

「やっぱ婚姻届なんじゃん!!」

「はっ!?」

　しまった。つい口走ってしまった。という顔をする姫。

　案外簡単に引ひっ掛かかるんだなあ。

「こ、これはあれよ！　誓せい約やく書しよみたいなもの！　ギルメンをたくさん勧かん誘ゆうした人が騎き士し様さまと結婚できるっていう案が白紙に戻っちゃったでしょ？　なら他のみんなより少しでも有利な条件を整えておきたいと思うのは普通じゃない？」

「普通じゃねえよ！　どう有利なんだよ！」

「えっ……とそれは、ほっ、ほら、もしオンであたしと結婚しないと、オフでこれを提出しちゃうわよーって脅きよう迫はくできるでしょ？」

「なんと卑ひ劣れつな！」

　どっちに転んでも俺にとっては修しゆ羅らの道だった！

　姫まで騎士様との結婚アピールかよ。

　でもなんだか腑ふに落ちないぞ？

　うーん……。

　とりあえず憤ふん慨がいした俺は盛大に無視され、姫は勝かち誇ほこったような笑みを湛たたえながら持っていたバッグに婚姻届をしまい込もうとする。

「ふふふ、いくらでも吠ほえるといいわ。切り札はすでにあたしに手の中にほわちゃぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　突とつ如じよ、姫が悲鳴を上げて立ち上がった。

　一いつ瞬しゆん何が起きたのか分からなかったが、見ればテーブル上に置いてあったティーポットが倒たおれていて、流れ出した熱々のミルクティーが姫のスカートに滴したたり落おちていたのだ。

「あっつ！」

　姫はスカートの裾をつまみ上げてヒラヒラとしているが、これが目の毒だった。

「これ、おろしたてでまだ一度も使ってないから」

　そう言って俺は持っていた新品の台だい布ぶ巾きんを急いで姫に手て渡わたす。

「えっ!?　ああ、慧けい太たにしては気が利きくじゃない。使ってあげるわよ」

　素す直なおじゃない。というかいちいち面めん倒どう臭くさい性格だな。

　てか今、慧太って呼んだ？

　大体姫はオフでは騎士様って呼んでたよなあ。なんで急に？　別に構わないけどどんな心境の変化だろう？

　そんな中、一連のやり取りを見ていた雫はちょっとムッと……というかうらやましそうな顔をしてこちらを見ていた。それに気づいた姫は、早さつ速そく怒いかりをぶつけた。

「雫！　あんたわざと倒したでしょ」

　どうやらティーポットは彼女の仕し業わざらしい。しかし原因を作った当の本人はそこで憮ぶ然ぜんとしているだけ。

　そりゃあ火傷やけどするほど熱いわけじゃないけど、やり過ぎだと思うぞ。

　そこで雫はサッとボードを掲げた。

『標的ターゲツトは姫ではなかった。不運にも巻き込んでしまっただけ』

「は？　標的？　なによそれ」

　眉み間けんにしわを寄せた姫がそう尋たずねると、雫は静かに指差した。

　細くてしなやかな指の先にあったのはミルクティーでべっちょべちょに濡ぬれ、茶色くなった婚姻届だった。

「あああああっ!?　ちょっこれ、どうしてくれんのよ！　早く何か拭ふくもの拭くもの！　あぁもう、これでいいわって破れたあぁぁぁぁうぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　完全に水分が染しみ込こんでぐでぐでになっていたところに、さっき渡した台布巾でゴシゴシと強くこすったもんだから婚姻届はあっさり千切れてしまった。

　姫が焦あせって修復しようとすればするほど婚姻届は消しゴムのかすのように細かくボロボロになって床ゆかにこぼれ落ちてゆく。

『任務ミツシヨンコ完了ンプリート』

「なにがミッションコンプリートよ！　せっかくうまくいったと思ったのに台無しじゃない。あれ役所でもらってくるの結構恥ずかしいんだからね？」

　ああ、普ふ通つうにもらいにいったんだ……まあそりゃそうなんだろうけど。

　姫は思いの外ほかがっくりと項うな垂だれていた。

　そういえば彼女は婚姻届のことばかり気に掛けていたけど、自分自身はまだミルクティーにまみれたままだ。

　良く見れば茶色い飛沫しぶきがシャツの方にまで飛び散ってしまっている。まさかそれで風か邪ぜを引くなんてことはないだろうけど、このままじゃさぞかし不快だろうと思う。シミにもなるしね。

　そこで俺の提案。

「あのさバックルームにバイト用の制服があるんだけど、良かったら乾かわくまでそれ着てる？　洗せん濯たく機きも乾かん燥そう機きもあるから濡れたやつも洗えるしさ」

「えっ……う、うん」

　姫は一いつ瞬しゆん驚おどろいたような顔を見せたが、珍めずらしく素直に頷いた。

「雫、俺おれ達たちちょっと外すけどお客が来たら教えて。すぐ出るからさ」

　そう頼んだ時の雫の表情は不ふ機き嫌げんな中に寂さびしさが混じっていたようだった。

　でも今はこっちが先決。

　俺と姫はそそくさと店の奥へと向かった。







　バックルームと言ってもそこは普通の民家と変わらない造りで、マスターが主にゲームや休きゆう憩けいをする為ための座ざ敷しき（四よ畳じよう半はん）と小さな風ふ呂ろ場ばと脱だつ衣い所じよ、それにちょっとした押おし入いれがあるだけ。特に目立って面おも白しろいものがあるわけじゃあない。

　俺はクローゼット兼けん押し入れからビニールにくるまれたままの制服を取り出す。

　女子バイトの為に用意されているものだが店の開店以来、俺以外にバイトなんてこなかったらしいから未使用だ。

　そんな制服を、ちょっと姫にはサイズが小さいかなあーと思いつつも、他ほかに無いのでそのまま彼女に渡す。

「はいこれ。着き替がえは風呂場のとこの脱衣所でお願い。洗濯機もそこにあるから適当に使ってね」

「……うん」

　さっきから素直すぎる姫に違い和わ感かんを感じながらも見送った。

　数分後、どんなおっとりさんでも十分に着替え終わる時間を待って俺は脱衣所のドアをノックする。

　ここで慎しん重ちようになるのは色んなラブコメで予習済みだから。大体こういうのは不用意にドアを開けてしまって着替え中の女の子と鉢はち合あわせって展開がセオリーなんだよね。

　まさか、そんなヘマはやらないよ？

　俺は例の体質持ちなこともあるから尚なお更さらこういう事にはアンテナが働くし。

　故ゆえに完璧だ。

「もう着替え終わった？　開けていい？」

「い、いいわよ」

　最後にもう一度口頭で確かく認にんしてドアを開ける。

　中から現れた姫の姿に俺は息をのんだ。

　そこに立っていたのは一人の可か愛わいらしいメイドさんだったのだ。

　白いブラウスと黒を基調にしたオーソドックスなメイド服。金髪の頭にはちょこんとヘッドドレスが載っている。

　ビニールに入ったままで広げて確認なんかしたことなかったから、まさか中身がこんなフリフリのメイド服だなんて思ってもみなかった。

　てゆうかこんな制服用意しちゃってるマスターは何考えてんだ？　メイド喫きつ茶さにでもするつもりだったのか??

　まっ、まさか……自分で着るつもりで!?

　ブルブルブルうぅーっ、嫌いやな妄もう想そうをしてしまった。

　にしてもそのメイド服は姫に良く似合っていた。彼女にはやはりそれは少し小さめだったらしくブラウスの前ボタンの辺りとかぱっつんぱっつんだったが、それでも似合っていた。でも俺が感じた事とは正反対に彼女は両手で体を包つつみ込こみ、恥ずかしそうにしている。

「慧太はこういうのが趣しゆ味みなのね……」

「いや趣味とかじゃなくて！　俺もこんな制服とは思ってもみなかったし、他意はないんだよ、他意は」

「いいのよ、分かってるわ。どうしてもあたしにこれを着せたかったんでしょ？」

「そんなこと一言も言ってないだろが」
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「あなたの考えてることなんてお見通しよ。これは好機とばかりにあたしをこんな薄うす暗ぐらくて人ひと気けの無い場所に連れ込んで……こんな趣味丸出しのコスプレ衣装を着せて……それで、その……りょ、りょりょ、りょうじょくしようと考えてるんでしょ！」

「りょ、りょうじょく!?　何を言い出すんだ急に、考えてるわけないだろ！」

「いいえ、その目は獲え物ものを狩かる獣けものの目だわ」

「良く分かるな。普段から野生動物でも観察してんのかよ！」

「あたしがそう言うんだからそうなの！」

「んな無む茶ちや苦く茶ちやな……」

　俺は思う。彼女はさっきから文句をたれているくせに、体をくねくねとさせて恥じらっているのは何なんだろうか？　と。

　それとこれは前々から感じていたことなんだけど、どうして姫はこう、エロ方向に被ひ害がい妄もう想そうが激しいんだろうね？

「とっ、とにかく獲物を狩って喰くらい、己おのれの欲望を満たすという行こう為いは動物としての本能なのよ。だから仕方ないと言えばそうなの」

「何を言って……？」

「そうよ仕方ないのよ。少しぐらい触さわっても、そっ、それは本能にもとづくものなの。そんなわけだから……ちょ、ちょっとくらいなら……いいわよ？」

　そう言って姫はボタンがぱっつぱつではち切れそうになっている胸をそっと反らしてみせた。

「おぶっ!?　どういうわけだよ！　俺はそんなの全く求めちゃいねえ！」

「え、そうなの？」

「だからさっきから言ってるじゃないか。どんな妄想が働いてんだ」

　きょとんとしてしまった姫。その気のゆるみがいけなかったんだろうな。

　彼女がふぅーと息を吐いた瞬間、

　ぷつん

　と音がして、ぱつぱつだった胸前のボタンが弾はじけ飛とんだのだ。

　当然のようにブラウスの隙すき間まから覗のぞいたのは薄うす水みず色いろのブラとそれに包まれている白い膨ふくらみ。

「ひっ!?」

　状じよう況きようを把は握あくした姫の顔がまるでメーターのように下から赤く染まって行く。

　でも俺には全すべてのそういった出来事を冷静に見ている余よ裕ゆうなんてこれっぽっちもなかった。

　アレが一気に来てしまったのだ。

　念には念を入れて気を付けていたのに、ここにきて不ふ意い討うちすぎるだろ！

　いつものように体の芯しんを突つき抜ぬけるような熱い感覚がやってくる。

　というわけで俺は今日もまた、真っ白な世界に誘いざなわれた。
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「なんとか間に合った……」

　週末が明けて登校日。

　俺はいつもは利用しないバス停前で肩で息をしていた。

　なんで今日に限ってバスなのかというと、先日まで登下校に使っていた自転車が不運にもチェーンが切れるという事態に陥おちいり、まだ修理してなかったからだ。

　危あやうく遅ち刻こくしそうになり家から走ってきたが、なんとか大だい丈じよう夫ぶそうだ。

　それにしても昨日は散々だった。

　バックルームで盛大にぶっ倒れた時の物音でマスターに見つかり、そのまま奥おく座ざ敷しきに運ばれて介かい抱ほうを受けたところまではまだマシだった。

　目を覚ましてみれば俺が脱衣所に姫を連れ込んでメイド服を着せた上、襲おそう、というプレイを強要したってことになぜかなっていて、その事でマスターと雫にいじられたりした。

　姫も否定すればいいのにしないし、どうなってんの!?

　というわけで壮そう絶ぜつに恥ずかしい思いをしただけだった。

　これだから現実リアルは嫌きらいなんだ。

　そうだ、そうだよ。俺はとっくの昔に現実リアルに失望してたはずなんだ。それを忘れてた。

　ああ学校も行かず、バイトもせず、ゲームの中にひきこもりたい！

　あそこはまだ俺の中では楽園エデンであるはずなのだから。（ネカマであれば）

　とは言っても現実は非情で、ゼクスは月ごとの定額課金で金がかかるし、そうするとバイトもしなければいけないし、必然的に現実リアルと関かかわらなくてはならない。

　はあ……世せ知ち辛がらい世の中だ。

　そんなことを考えている内に現実に背中を押されるようにバスがやってきた。

　南みなみ浦うら河が駅経由、浦うら河が学園行きである。

　そいつに重い足をせっついて乗り込む。

　先さき程ほども言った通り普段はバスを利用しない人間なのだが、乗ると決まって座すわる場所がある。それは運転手さんの後ろの席。そこはタイヤの上らしく足あし下もとが出っ張っている。自分でも良く分からないが、なぜかココが好きなのだ。

　時間帯が時間帯だけにそこが空いていればの話だけど、と思いながらその席を見る。

　案の定誰かに座られていた。

　他の席も全て埋うまっており、そのほとんどが我わが校こうの生徒だった。仕方ないので俺はお気に入りの席の前の吊つり革かわにつかまる。すると、

「鷺さぎ宮みやくん、おはよー」

　と、いきなり声をかけられた。

　それは目の前の座席に座っていた女子からの挨あい拶さつだった。あんまり不意にだったんで目を丸くしていると、その女の子は気を使ってくれたのか「今日はいい天気だね」と当あたり障さわりのない話題を振ふってきた。

　俺は彼女を知っている。クラスメイトの工く藤どう美み咲さきだ。

　手入れの行き届いた巻まき髪がみと嫌いや味みにならないくらいのナチュラルメイク。同じ制服でも彼女が着ていると何が違うのかは分からないが別の服のように見えるから不思議だ。俺とは一生無む縁えんの──まあ端たん的てきに言えばリア充じゆうな側の人間だ。

　そんな彼女がなんでオタの俺なんかに声をかけてくるのかがいまだに分からない。

　今日だけじゃない。

　入学式を終えた時からずっとだ。必ずと言っていいほど毎日のように俺の前に現れては不用意に接近しようとしてくる。これが俺の体質的に非常に困る。

　さっきから彼女はずっと笑え顔がおを向けてきていて、このまま何も話さないのも気まずすぎる状況。

　なので俺は恐る恐る聞いてみた。

「い、いつもこのバスなの？」

「ううん、いつもは自転車通だよ」

「あー……そうなんだ」

　こんな感じで会話は弾はずまない。これがリア充と俺みたいなネトゲひきこもりとの格差。

「鷺宮くん今日はバスだっていうから美咲もバスにしてみたんだ」

「はい？　な、なんでそんなこと知ってんの？」

「だっていつもの自転車、チェーンが壊こわれちゃってるんだよね。だからでしょ」

「ええっ!?　だから何でそんなことまで知ってんだよ！」

「鷺宮くんのことならなんでも知ってるよ。この前下校の時、聖せい女じよ校のテニスコートんとこで突とつ然ぜん壊こわれちゃったんだよね。そういえば入学式の次の日が大雨で、あの時もこうして一いつ緒しよにバスに乗ったよね。あ、昨日の夕食のカレー、あれは美味おいしかったねー、トマトが利いてて」

　チェーンが切れた事も、大雨の事も、昨日の夕食がカレーだった事も全部本当にあった事実。でもどれもこれも彼女がその現場に居合わせた事実は無い。なのに彼女はまるで一緒に経験したことのように語る。

　特にうちのカレーはフルーティさを出すためにいつもトマト入れてるんだよね。

　なんでその味まで知ってるの？　怖すぎるっしょ！

　俺は微ほほ笑えむ彼女を見ながら背筋にひんやりとしたものを感じた。

「まさか……今までずっとどこかで俺のこと見てた？」

「はは、まさか。偶ぐう然ぜん見かけただけだよ」

「はは、なんだー偶然かー」

「ああこの座席、鷺宮くんのお気に入りだよね。ちゃんと確保しといたよ。ハイどうぞ」

「ハイどうもって、全然偶然じゃねええええええっ！」

　しかも反射的に座っちゃったじゃないか。それに、

　……ぬくい。

　なんとも言えない彼女の体温が背もたれとかお尻しりの辺りに残っていて──

　て、そうじゃねえよ。

　俺の行動や習性が何もかも彼女に筒つつ抜ぬけなことが酷ひどく恐ろしかった。これじゃあ俺が好きな回転寿ず司しの寿司ネタベスト３も普通に当てられちゃってもおかしくないレベル。

　いや、違うな。それ以上。

　たとえば昨日俺が家のトイレで使ったトイレットペーパーのメートル数まで把握してるレベルだ。

　学校でやたらと俺に接近してくるけど、ただそれだけだと思っていた。でも実際には学校外でも俺のことをどこかでひっそり見ていたのだ。少なくとも入学式後から今現在まで。それに俺が気づかなかっただけ。

　いわゆるこれは、ストーカーってやつなのか？

「工藤さん」

「美咲って呼んでよ」

「うえっ？　みっ、みさき!?」

「なんなら〝みさみさ〟でもいいよ」

「いえ、美咲さんでお願いします。で、まさかとは思うけど……もしかして美咲さんてス、ストーカーさんですか？」

「ん？」

「え、いや……」

　これはまずった。

　ストーカーにストーカーか？　って聞いてまともに答えが返ってくるはずもない。自覚症しよう状じようだってあるのかどうだか分からないんだから。

　というかなんで俺おれ？　俺なんかストーキングしても何の得にもなんないぞ？　まだミクドナルドのクーポンの方がお得なくらいだ。ネギバーガーうめえ。

　それに彼女、最近学校でも様子がおかしい。

　特にこの前カラオケで彼女に会って以来、ちょっと雰ふん囲い気きが変わったように思う。

　なんていうかテンションが高くなったというか、前にも増して積極的に関わってくるようになった感じ。

　なんでここにきて急に？

　彼女の中で何があったっていうんだろう？

　なんだか落ち着かない気持ちに支配され始めたその時、天の助けかバスが目的地に到とう着ちやくした。

　俺は他の生徒を押おし退のけるように急いでバスを降り、校門に向かって早足で進む。

　なんかもう彼女の近くにいることが不安で堪たまらなかったからだ。

「鷺宮くん、待ってよー」

　そんな甘あまったるい声が背中から聞こえてきたが振ふり向むかず、ただ前だけを見て歩く。

　教室にさえ入ってしまえば他人の目もあるし、美咲さんも美咲さんで例のよくつるんでる女おんな友とも達だちの手前もあるだろうから学校内ではとりあえずは安全だ。

　俺は登校中の生せい徒と達たちの波をすり抜ぬけ、校門の手前に差さし掛かかった。

　そこで門横の茂しげみの中にこちらをじっと観察している生き物を発見する。

　長くて白い耳が二つ、枝葉の間から伸びている。それはぐるぐるほっぺと惚とぼけた瞳ひとみの漏ろう電でんネズミ。

【ゴロチュウ】だ。

　俺はそのゴロチュウパーカーに見覚えがあった。というかありすぎた。

　フード下にある黒くて大きな瞳と目がばっちし合う。

　完全に俺に気づいているはずなのに、彼女はそこにジッとしたまま。

　それを見ているとなんだか放っておけないような気がして、足は自然と茂みの方へ向いていた。

　俺が近付くと彼女は茂みに頭を引っ込める。それで隠れたつもりなんだろうけど耳だけは外に出ていた。

「やっぱ雫にはゴロチュウが似合ってるな」

　皮肉を込めた意味でそんなふうに言ってみただけなんだが、茂みからにゅっと顔半分だけ出した彼女の頬ほおはほのかに赤らんでいた。

「で、こんな所で特定領域エネミーエク守護者スクルーダーが油売ってていいのか？」

『闇やみの者が領域侵しん犯ぱんしていないか巡じゆん視し中ちゆう』

　茂みの中からそう書かれたホワイトボードが出てきた。

　いつもの雫である。

　特定領域エネミーエク守護者スクルーダーという名のひきこもりである彼女は、テリトリーである喫茶ロープレと自宅以外ではこうしてゴロチュウパーカーを着ていないと外出できないのだ。

「巡視中ねえ……」

　不自然極きわまりない言い訳にジト目を向ける俺。

　しばしの間の後、

　その状況に耐たえきれなくなったのか、雫の方から動いた。

『奇き遇ぐうだね』

「そうか？」

『必然だね』

「ぶっちゃけたのは評価するが、いまいち納得しがたいのはなぜだ！」

　これ以上ストーカーじみた存在が増えるのも困りものである。

「で、ホントはなんのつもりでここに？」

『声優になる為の第一歩を踏み出すところだった』

「ん？　なんだって？」

　そこで雫は長ーい文を書き始めた。

『学校へ復帰→慧太と登校する毎日→きゃっきゃっウフフ→高校卒業→慧太と結けつ婚こん→声優』

「ちょっまて！　色々おかしいから！　なんでその流れで突とつ然ぜん声優になってんだよ!?　それとさり気なく入れ込んであるけど結婚てなんだ結婚て！」

『イエイ』

「イエイじゃねえ！　微び妙みような誤ご魔ま化かしかたすんな！　まあ結婚のことは不本意だがひとまず置いといてやる。で声優だけど途と中ちゆうなんか抜けてない？　普通、養成所とかそういう所に通ったりするんじゃないの？」

『大だい丈じよう夫ぶ、才能あるから』

「変な自信家キター」

『才能を発はつ掘くつした人↓』

「ハイ、俺のせいね」

『というわけで再登校』

　そんなふうに雫は軽く言ってみせるが、体は正直だった。

　彼女の小さな体が小刻みに震ふるえていたのだ。

　別に寒いとかじゃあない。今は夏だし。

　それは多分、眼前にある学校を目まの当あたりにしての反応なのだろうと思う。

　本来ならば雫は俺と同じ学校の生徒で隣となりのクラスのはずなんだけど、それが今では不登校＆ひきこもりになっちまっている。

　そうなったのも恐らく彼女の持つミラクルロリボイスに関係があるんじゃないかと俺は思っている。外見からは想像もつかないアニメ声。それに対する周囲の反応。それが彼女を畏い縮しゆくさせ、トラウマ化しちゃってるんじゃないのかな？

　俺は先日のカラオケの時のことを思い出す。クラスメイトに笑われて、今にも泣なき崩くずれそうになっていた彼女の横顔、それがしっかりと脳のう裏りに刻まれている。

「ほんとに大丈夫なの？」

　俺は本気で心配になってそう尋ねた。別にそんなにすぐに復帰しなくったって徐じよ々じよに慣らしていけばいいと思うし、本当に無理なら行かなくったっていいんだから。

『なんのこと？』

「震えてるじゃないか。手とかぷるぷると」

『ホワッツ？　ワタシ、ワカリマセェーン』

「いやね、そんな日本語がカタコトな外国人風に書いても誤魔化せないから」

『正直に言うとヤバイ』

「え？」

『呼吸とかヤバイ』

「な、なに？　呼吸？」

　見れば雫の顔はいつの間にか蒼そう白はくになっていて、胸むな元もとを押さえながら苦しそうにしている。過呼吸気味な感じだ。

　あまりに突然で俺は焦った。

「お、おい！　大丈夫か!?」

『みっ、右みぎ眼めが……封ふう印いんされし力が疼うずく』

「は??」

　彼かの女じよは前まえ屈かがみになりながら片手でホワイトボードを掲かかげていた。

『遂ついに覚かく醒せいの時が来たようだ』

「おい……」

『か、体が、ＤＧ細さい胞ぼうに蝕むしばまれてゆく』

「もうええっちゅうねん！」

　顔を上げた雫の表情は普ふ段だんと変わらぬ相そう貌ぼうと顔色に戻もどっていた。

　まったく……心配して損した。

　まあ今に始まったことじゃない……か。

　でも本当にびっくりして不安な気持ちになったのは確か。一応念を押しといたほうがいいかな。

「とにかく無理はするなよ」

　そう言うと雫は黙だまったまま俺を見み詰つめる。心なしか頬の辺りが赤いようにも見えるが気のせいだろう。

　そういえば彼女、登校するつもりでここに来たってことはそのゴロチュウの下はちゃんと制服着てるんだろうか？

　とかなんとか、そんな事をなんとなーく考えていた時分だった。

「やっと追いついたー。鷺宮くん一人でどんどん先に行っちゃうんだもん、美咲へとへとだよー」

　それはさっきまでバスで一緒だった美咲さん。今はその笑顔が不気味に映る。

　そんな彼女は追いつくなり俺の隣にいるゴロチュウの存在に気づいた。

　目を合わせた二人は一瞬の沈ちん黙もく。

　美咲さんは雫が同じ学校の生徒だと知っているし、この前のカラオケの時も一緒にいた。だから面識が無いわけじゃないのに、

「鷺宮くん早くいこ。遅刻しちゃうよ」

　と、雫を丸無視で俺の腕うでをつかんで引っ張り始めた。

「えっ、おっ!?　ちょ、ちょっと！」

　美咲さん、意外に力持ちで俺はずるずると校門に向かって引きずられて行く。

　というか、躊躇ためらいもなく急に腕をつかまれたりとかすると非常に困るんですが！　体質的に！

　雫はというとドナドナされて行く俺のことを不安げに見詰めながら、ちょこちょこと追いかけてくる。でも校門から先へはどうしても足を踏ふみ入いれられないようで、門柱にすがりながら悲しげな瞳を向けてくる。

「ちょっと美咲さん、待ってって！　俺はまだ雫と話が──」

「しずく？　どこにいるのそんな人？　美咲分からない。ていうか早くいこ」

「そんなわけないっしょ！　今めちゃくちゃ目合わせてたし！」

　そんな感じで校門近くで引っ張り合いをやってると、登校中の生徒に「なんだなんだ？　痴ち話わ喧げん嘩かか？」という痛い視線を向けられる。

　そこへ人波の中から見知った顔が現れた。

　長い髪かみを後ろで一つに束ねた黒くろ縁ぶち眼鏡、手には指抜き革かわグローブのいつものスタイル。

　鴨かも河がわ京きよう也や、俺の唯ゆい一いつのオタ友だ。

　その彼かれが俺達三人の様子を見るなり、

「やあやあ慧太氏、おはようでありまっとぐぉれはあああああ!?」

　とおかしな声を上げた。

「これはもしや修しゆ羅ら場ばですか!?　リアルな修羅場ですよね!?　なんてこった……慧太氏がいつの間にかギャルゲーばりのモテモテになっていたなんて。うらやましいですなあ……こんちくしょおぉぉぉぉっ！」

　京也は俺、雫、美咲さんを順に見回した後、両手で頭を抱かかえて苦く悩のうの声を漏もらす。

「ぐおぉぉぉぉぉ」

「お、おいっ、落ち着けって」
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「しかもそこの子はどういうわけですか！」

「へ？」

　京也が指差したのは門柱にすがっている雫だった。

「僕ぼくはようじょを好みます。僕はようじょを好みます」

「二回言わなくていいから！」

「よっ、よっ、ようじょ、ようじょで満足？　よっ、よっ、ようじょ、ようじょで満足？　メェーン」

「うるせえーよ!!」

　それで京也はふと静かになり、ゆっくりと顔を上げる。

　その表情は虚きよ無むに笑っていた。

「クックックッ……慧太氏、僕は、僕は…………」

「えっ、きょ、京也さん？」

「……久しぶりにキレちまったよ」

「キレるの早くないすか!?」

「フッ、裏切り者にはそれ相応の罰ばつが必要ですな。ここはコレで僕の怒いかりの対価としましょうぞ。ピキーン」

　京也が含ふくみ笑わらいながらリュックから取り出したのは【トトカルこのはちゃん】のフィギュアだった。それは俺が〝俺の嫁よめ一号〟として公言している彼女だ。

　そんな俺の嫁を京也は興奮しながら自身の口元へと持ってゆく。

「おまっ……まさか」

「リア充な慧太氏にはもう、このはちゃんは必要なかとです」

「なんで博はか多た弁べん!?」

　とか突っ込んでる場合じゃなかった。このままじゃ、このはちゃんのファーストキスが京也に奪われちまう。

「さっせっるっかぁーっ！」

　俺は最悪の事態を阻そ止しする為に京也につかみかかった。でも俺のもう片方の腕はしっかりと美咲さんにつかまれたままだということをすっかり忘れていた。

「のわっ!?」

「きゃっ!?」

　京也の魔の手から辛かろうじてこのはちゃんを奪だつ還かんしたものの、俺が無む理り矢や理り引っ張ったせいで美咲さんは体勢を崩して俺の上にのしかかってきた。

　そのまま地面に大だい転てん倒とう。

　普通ならここで「いてて……」となるところだが、全然痛くなかった。それよりも上からのしかかってくるものの方が気になっちゃったから。

　柔やわらかくて適度な大きさの何かに顔を両側から挟はさみ込こまれていて…………

　うん、これはもう嫌な予感しかしない！

　柔らかクッションからなんとか抜ぬけ出でると、二つの丘きゆう陵りようの向こうに嬉うれしいような恥はずかしいような複雑な表情をした美咲さんの顔があって、

「きゃう～ん♪」

　とか唸うなってた。

　もうその後のことは説明するまでもないよね？

　昨日に引き続き俺の目の前はホワイトアウト。

　チーン。

　後から聞いた話では、美咲さんに怪け我がはなかったらしい。

　雫もそのまま帰ったそうだ。

　だけど……もうやだ、こんな現実リアル。

　俺はゼクスの中にずっとひきこもっていたい気持ちが増しただけだった。
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［件　名］勧かん誘ゆう活動

［差出人］ユーグ［kishisama666@motmail.co.jp］

［宛　先］慧太［wan_U-x-U@pocomo.co.jp］

《今日はギルドメンバーの勧誘、頑がん張ばろうね。

　なにしろ僕ぼく達たちの幸せな未来がかかってるんだから。

　あ、幸せといえば、

　僕がここでこうして今も幸せな気持ちでいられるのは君のおかげ。

　あの時の〝約束〟

　それが僕を支えてる。

　だから今度は僕が君を幸せにする番。

　君のことが好きだよ。

　────大好き》




　一日の授業を終えて家に帰ってくると、そんなメールが届いていたことに今いま更さらながら気づいた。

〝約束〟ってなんだ？

　俺はいつの間にか何かのフラグを立ててしまったんだろうか？

　ただただ不安が募つのるばかりだった。







＃03【カリスマがカリスマすぎてヤバイ】







　◆　オンライン　◆

「おかしい、どうして上手うまくいかないのだろうか」

　いつもの獣使いビーストテイマー装備に身を包んでいた雫しずくは腕を組んで難しい顔をしていた。

　ここは王都フィルムスの中央広場。

　今晩もまた我がギルドは騎士様と〝特別な挙式〟をするという不純な動機でメンバー勧誘を行っていた。

　俺は手伝う気はさらさら無いので、もっぱら見ているだけ。

　早さつ速そくメンバーはそれぞれが持ち寄ったアイデアをもとに勧誘をしてみたのだが、これがことごとく失敗。現在は手て詰づまりの状態だった。

　それもそのはず、集団でターゲットとなるプレイヤーを取り囲んではまるで恐きよう喝かつまがいの言動。そんなことをしていれば誰だれもギルドに入りたがらないのも当然だった。

　リエルでログインしていた俺は半ば呆あきれ気ぎ味みに言う。

「そりゃあそうでしょ。あれじゃあＰＫプレイヤーキル集団か何かと勘かん違ちがいされてもおかしくないし」

「なんだケチを付けるのか？　おっぱい星人のくせに」

「おっ、おぱおぱ!?　って突然何言い出すんだっ！」

　俺は誰かに聞かれていないか慌あわてて周囲を見回したが、当然その場にいたギルドメンバーには筒抜けだった。

「なあにそれ？　なんの話？」

　さっそく盗賊シーフ姿の姫ひめが食い付いてくる。

「なんだリエルもリコッタと同じ宇宙人だったのにゃ？」

「まあＳＡＧＡサガの名作シューティング、ファソタジーゾーンですね？」

　若じやつ干かん二名が見けん当とう違ちがいな方向に行っているようだが、それはそれで良し。

　しかし雫は俺と美み咲さきさんとの間に起きた事故の詳しよう細さいを尚なおも語ろうとしていた。

「それは今朝の出来事だったのだが──」

「どわぁぁぁぁっとそそそそんなことはどうでもいいでしょが！　今はほら、メンバーの勧誘をするんでしょ？」

　心にも無いことを言って誤魔化す。他ほかに軌き道どう修正する事こと柄がらが思い付かなかったんだからしょうがないじゃん。

「でもーどうしたらいいでしょう？　みなさんなかなかお話を聞いてくれませんしー」

　暗器を忍しのばせたメイド服姿のましゅーが言った。

　お？　とりあえず軌道修正成功。

「それはほら、もう少し愛あい想そを良くするとかさー……」

「愛想だと？」

　俺の提案がそんなに変なことだったのか、雫は苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をした。

　そりゃまあ、俺は人に愛想良くしろとか言えたような人間じゃあないけどさ。

「ふん、しょせん愛想なんてのは偽いつわりの仮面のようなものだ。なにしろ本当の自分をニコニコした仮面で隠かくしているのだからな。ちなみに初対面でヘラヘラ笑って近付いてくる奴やつは大たい抵てい中身は悪人だ」

「すごい偏へん見けんキター！　てか全部がそういう人ってわけじゃないでしょが！」

「ということは、そういう人間もいるってことじゃないのか？」

「あのねえ、それって揚あげ足あし取り……」

「じゃあなにか？　愛想良く笑顔で友達になりましょうって口に出して近付いてきた人間と実際に本当の友達になったことある奴がいるのか？」

「い、いや……それはなさそう……だけど、そういうことを言ってるんじゃなくてさ！　愛想いいほうが切きっ掛かけは作りやすいんじゃない？　ってこと」

「ふん、彼かれ氏し彼かの女じよを作る切っ掛けの代名詞的存在に合コンとやらがあるが、あれは愛想仮面をかぶった人間しかいないぞ？　みんながみんな素すを隠していい顔するから悪い男や女を見み抜ぬけずにあとで後こう悔かいするのだ。そんな腐くさった因習は早々に取とり締しまるべきだな」

「合コンって……雫は行ったことあるの？」

「あるわけないだろ」

「いやそんな真顔で言われても……」

「リエルや騎き士し様さまや慧けい太たとならやってもいいが……」

「それ出席者多そうに見えるけど二人しかないじゃん！　というか、自分が愛想良くできないもんだから、うらやましいだけでしょ？　結局」

「……まあ、そんなわけだから愛想なんてのはろくなものじゃないってことだ」

「勝手に締めた!?」

　都合の悪いこと無視して無理やり結論づけやがったな？

「それに私達は本当のフレンドやギルメンを探しているわけではない。ぶっちゃけ頭数だけ揃そろえばいいだけだしな」

「ぶっちゃけすぎ！」

　でもメンバーは雫の言ったことに納なつ得とくしちゃってる様子。

　あーあ……。

　今はじゃあどうしようかという感じで、

「「「「う～ん……」」」」

　と俺を除いた全員が頭を垂れて唸っている。

　それにしたって、この前散々作戦会議とかしてたくせに結局何も勧誘方法が進化してないってのはどういうことだろう？

　多分致ち命めい的てきにその方向に対しての才能とかセンスがないんだろうな。

　もうメンバー勧誘とかいいんじゃないの？　やめようよー。

　とか一人心の中だけで愚ぐ痴ちっていたその時だった。

「あの、山さん賊ぞく砦とりでのオーク討とう伐ばつクエなんですけどパーティいかがですか？」

「え？」

　突然リエルの俺に話しかけてきたのは青銅の鎧よろいを身につけた戦士ウオーリアーと思おぼしき男アバターだった。

　いきなりの事で返事に戸と惑まどっていると今度は背中から声がかかる。

「すみませーん、レアモンスター狩がりＰＴパーテイなんですが、回復役が不足してて……良かったらいかがですかー？」

　そこから更さらに立て続けに声がかかる。

「迷めい宮きゆう坑こう道どう探たん索さくなんですけど一緒に行きませんか？」

「彫ちよう金きんの素材集めなんですが一緒にやりませんか？」

「ヌシ狙ねらいなんですが一緒に釣つりしませんか？」

「見抜きさせてもらってもいいですか？」

　そんな感じでいつの間にか俺の周りに人ひと集だかりができていた。

　しかもなぜか男アバターばかり。

　メンバーはそんな俺の状況をぽかーんとした表情で見ている。

　それが時間が経たつうちに憧あこがれや羨せん望ぼう、そして嫉しつ妬とへとものすごい速さで移り変わっていった。

「なんだこれは……」

　雫は眉まゆ尻じりをひくひくとさせてなんだか不ふ機き嫌げんそう。

　俺は慌てて声をかけてきてくれた人達に丁てい重ちように断りを入れ、ようやく全員がその場から立ち去ったのを見計らってからメンバーのもとへと戻る。

「ふぅー……焦あせったー」

「焦ったーじゃないわよ！」

　姫がぷりぷりしている。

「あんた……ソロでいる時はいつもそんな感じなの？」

「そんな感じって？」

「それは……その、いつも今みたいに誘さそわれるのか……ってことよ」

「え、うん。大体そんな感じだけど？」

「「「「だ、大体って……」」」」

　メンバー全員が驚きよう愕がくの目で俺を見ている。

　え？　な、なになに??

「そんなふうに誘われたことないわよ……あたし」

「馬ば鹿かな、私達はこれでもパーティ希望のマーカーを出しているのだぞ？」

「えっ、まさかリエルは希望出してないのに誘われているのかにゃ」

「そ、そうみたいですねー……大人気ですねー……」

　って感じのヒソヒソ声が彼かの女じよ達たちの間から聞こえてくる。

「ああ……そういうことね。いや、これはほら聖職者クレリツクって回復系の魔ま法ほうが使えるから、それで重宝されてるだけだよ。あとは見た目が可か愛わいいから……かな？」

　最後のは冗じよう談だんだけど。

　そう言うと、姫が口を尖とがらせる。

「ちょっと、自分で可愛いとか言わないでよ。確かに可愛いけど」

「え、なに？」

「な、なんでもないわよ!?　あたしの方が可愛いって言ったの！」

「あ、そう」

　そんなやり取りをしていると、今まで黙り込んでいた雫がポンと手の上で拳こぶしを叩たたいた。

「これは使えるな」

　嫌いやな予感がした。

「ここはリエ」

「お断りします」

「まだ何も言ってないだろ」

「どうせ無理やりパーティ組ませて、そこでギルド勧誘してこいとかそんな感じでしょ」

「リエルにしては勘かんがいいな」

「〝にしては〟は余計でしょ！　それにギルドランク上げてもこっちにはなんのメリットも無いんだから。やらないよ？　絶対やらないんだから」

「ポエム」

「うっ……」

　ボソリと呟つぶやかれた三文字に心臓を突つかれる。それは言わずもがなメルルーナちゃんのことを詠うたった恥ずかしい詩集ならぬ……死集。

「微び力りよくながらお手伝いさせていただきます」

　そんなわけで俺は多くのプレイヤーが行き交う中央広場の真ん真ん中に放ほうり出だされることとなった。

　ただ俺一人に任せておくのも効率が悪いということで、メンバー全員バラバラに散開してそれぞれで勧誘活動を行った後、成果を持って再びここに集合ってことになっている。

　まとまっても駄だ目めだったんだからバラになったところで先日と同じ結果なのは目に見えている。

　俺も俺で本気でやる気は無いので、とりあえずやってるフリでもしとこーっと。

　早速ふらふらと広場を何の目的もなく歩く。雫達は違ちがう場所で勧誘をしているのか、近くに姿は見受けられない。

　てことは、もうちょっとサボっても大丈夫か。

　そう思ったが最後、俺の足は広場で出張鍛冶かじ屋やをやっているプレイヤーさんの所へと向いていた。丁度今使っている杖ワンドがへたってきたところで、前々から鍛きたえ直なおしてもらおうと思ってたのだ。

　東あずま屋やのような軒のき下したで鍛冶師ブラツクスミスと思しきプレイヤーが刀を並べて商売をしている。とりあえずいくらでできるか聞いてみようと口を開きかけた時だった。

「君、可愛いね」

　突然、後ろからそんなふうに声をかけられた。

　またか……そう思いながら振ふり向むく。

　目の前の立っていたのは二人組の男アバターだった。

　一人はライトアーマーをまとったチャラい感じの剣士ソードマン。

　もう一人はローブを着込んだ目付きの悪い魔道士ソーサラー。

　共に装備品の感じからレベル40前後だと思われる。サーバー内では中の上クラスのレベルだ。

　二人の顔を見ながら俺は「ああ」と納得してしまった。

　人を見た目で判断するのは良くないことだけど、ネカマ経験が長い俺から見るとこういうのは大体ナンパ目的なことが多いんだよね。

　実際、話し始めたらやっぱりそんな感じだった。

「ねえ君、学生？　高校生？」

　いきなり剣士ソードマンの方が不ぶ躾しつけに尋たずねてきた。

「はあ……まあ」

　めんどーなのに引ひっ掛かかっちゃったなあと思いつつ適当に返事する。

　すると剣士ソードマンの視線は俺の頭上にあるアバターネームへと向いていた。

「へー、リエルちゃんって言うのかー。ねえリエルちゃんはリアルでは女の人？」

　なんというストレートさ！　むしろここまでくると潔いさぎよさすら感じる。

「あのーネトゲでリアルの性別聞くのはマナー違い反はんだと思うんですよー」

「あれ？　リエルちゃんて身持ち堅かたい人？　まあいんだけど。でもそういうふうに言う子って大体リアルでは女の子なことが多いんだよねー」

　剣士ソードマンはヘラヘラ笑っている。

　特に興味は無いが、なんかむかついたので一応仕返しとばかりに俺も彼らのネームを確かめてみた。ちなみに剣士ソードマンの方は、

【Ψ喰羅雨怒クラウドΨ】

　魔道士ソーサラーの方は、

【☆ＭＡＳＡＣＨＩ★】

　ってネーム。

　喰羅雨怒クラウドって……どうなのよ？　ヤンキーじゃないんだからさ。

　それに〝Ψ〟ってなんだよ、痛すぎんだろ。

　もう一人の方もなんでそれローマ字にしちゃったの。マサシさんなんだろうけど、それじゃあマサチだって！

　痛ネームに頭を抱えている間も彼らは必死だ。特に喰羅雨怒クラウドが。

「ねえどこ住んでんの？　リアルで遊ばない？　俺日本国内ならどこでも行っちゃうよ？」

「それはちょっと……」

「じゃあさ、俺らと狩り行かない？　超ちよう穴あな場ばな狩かり場ば知ってんのよ。経験値とかがっぽりだよ。ほら俺ら結構強いし、安全に狩れると思うよ」

「いやいいです。やることあるんで」

「やること？」

　そこで彼はあざとく横目で鍛冶屋の存在に気づく。

「なんだそういうこと。なら俺いいの持ってるよ。プレゼントしちゃうからさ、俺らのギルドハウスに行こうよ」

　なんで剣士ソードマンの彼が後衛職しか使わないような武器を貯ため込こんでるのか？　その辺からしてすごく怪あやしい。

　最初からずっと無言だったＭＡＳＡＣＨＩマサチも、いつの間にか俺が逃にげられないように背後に回り込んで行く手を阻はばんでいた。

　そろそろ本当に面めん倒どう臭くさくなってきたのでさっさと逃げてしまおうと考えていたのに……どうすんだよこれ。

　ちょっと困った感じになってきちゃった、そんな時、

「ちょっとあんた達、うちのリエルになにしてんのよ！」

　聞き慣れた声が近くで上がった。鮮あざやかな金きん髪ぱつが揺ゆれ、エルフ耳がピンと立つ。

　そう、姫だった。

　どうやら近くで勧誘活動をしていたっぽい。

「なんだ、あんた」

　喰羅雨怒クラウドが訝いぶかしげな顔で姫を見る。

「あたしに話しかけないでくれる？　腐ふ臭しゆうが飛び散るでしょ、このゴミ虫っ!!」

「ゴ、ゴ……ゴミ虫!?　ってお前から話しかけてきたんだろうが！」

「ゴミ虫にゴミ虫って言って何が悪いのよ！」

　ああ、なに喧けん嘩か売ってんだよ。

　ほら彼、なんか青筋立ち始めちゃったじゃない。

「ちっ……初対面の人間に対してそうとう口が悪いようだけど、あんたリエルちゃんのなんなのさ？」

「ギルドのメンバーよ。なにか悪い？」

「へっ、それだけじゃないだろ？」

「な、なんのこと？」

「さっきうちのリエルって言っただろ。それはギルメンって意味だけじゃないだろ。明らかに言い方が自分の所有物って感じで独どく占せん欲よくが丸出しに聞こえんだよ」

「……なっ」

　姫の顔が紅潮する。

「俺には分かるぜ？　お前、ネカマだろ？　リアルのリエルちゃん狙ってんだろ？　汚ねぇよなあ、そうやって正義のヒーロー面して取り入ろうとしてんだろ？　そこへ行くと俺らは至し極ごく健全だぜー？」

　彼は連れの魔道士ソーサラーを見た後、俺に目配せしてくる。

　なんだよ、こっちみんな。

　対する姫は何か言いたそうにしているが、上手く言葉が出てこない様子。それどころかうっすらと涙なみださえ浮うかべているように見える。

「あ、あたしは……あたしは……」

「ほら図星だ。なあ、あああん？」

「ひっ……!?」

　喰羅雨怒クラウドは姫の顔を下からのぞき込むようにして圧力をかける。その怒ど気きに気け圧おされたのか彼女は足をカタカタと震わせていた。

　これはさすがに放っておくことはできない。だからと言って彼らと正面からやり合っても埒らちが明かないだろう。

　なら当初の予定通り、隙すきを突いてとっとと逃げてしまおう。

　俺はまあなんとかするとして、姫は盗賊シーフのスキル【遁走エスケープ】を使えばあっさり撒まくことができるだろうし。

　そんなわけで俺は見えない場所から姫の手をそっとつかんだ。

　彼女は一いつ瞬しゆん「はっ」となったようだが、すぐに意図を理解してくれたのか顔を赤くしていた。

　──赤くしていた。

　────赤くしていた？

　って違うだろ！

　もーうっ、察しが悪いなあ……。

　仕方がないので目をパチパチさせてウインクで合図を送ってみる。だが更に顔が熟れたトマトのようになっていくだけだった。

　もうダメだこりゃ。

　そんなふうに半ば諦あきらめ気味になっていた時、急に周囲の空気がピリッとしたものに入いれ替かわった。周りで雑談していたプレイヤーも思わず会話を止めたほど。

「トラブルが発生しているのはこちらで宜よろしいかな？」

　穏おだやかな中に強さを感じる通った声。

　その声の主はいつの間にか俺おれ達たちの間に立っていた。

　足あし下もとから頭の先まですっぽりと鎧と兜かぶとで覆おおわれ表情の分からないアバター。

　その特とく殊しゆな装備からそれがすぐにＧＭゲームマスターだと分かった。周りにいた誰かが俺達のやり取りを聞いていて通報してくれたのだろう。

　ふぅ……助かったー。

　俺は安あん堵どの息を吐はく。

　そのＧＭさんの頭上には【ノイエヴェルト】というネームがあった。それが彼の名前。

　運営側のゲーム管理者的な存在であるＧＭはプレイヤー間で起こるトラブルに出動しては問題を解決するのが主な仕事だ。

　そんなノイエさんは喰羅雨怒クラウド達たちの前に立ちはだかり、

「広場にいるプレイヤー数名から強ごう引いんなギルド勧誘をしている者がいるとの報告があった。君達二人に話があるのでご同行願おうか」

　とか言い出した。

　強引なギルド勧誘……。

　胸に手を当てるとなぜかその言葉が痛く身に突つき刺ささる。

　もしかして……

　それって俺達のことじゃね？

　やっべー……とか思いながらも、言い出すことができない。

　ノイエさんも完全に奴らがその当事者だと思っちゃってるし。

　隣にいる姫は自分達の事だとは自覚がないようできょとんとしている。それがまた彼らが疑われる要因を作ってしまっていた。

　当然、喰羅雨怒クラウド達は、

「ギルド勧誘？　ちげーよ、そんなん知らねえって！　俺達はただそこの子に声をかけただけだっつーの」

　と反論。しかしもうノイエさんの中では犯人確定って感じで聞く耳持たない。

「それを勧誘と言うのではないか？」

「はああん!?」

「まあいい、話は別の場所で聞こう。同行を拒きよ否ひする場合はアカウント停止処分を含めたペナルティが科せられる可能性がある。宜しいか？」

「ぐっ……わ、わーったよ」

「では二十秒後に強制移動する。この間ログアウトは行わないように。その際に生じたデータ損失は当方は責任を負わない」

「細かいことはいいから、はやくしてくれ」

　観念したのか喰羅雨怒クラウド達は素す直なおに応じることにしたようだ。

　ご愁しゆう傷しよう様さまと言いたい。

　恐おそらく彼らは説教部屋と呼ばれるこの世界と隔かく絶ぜつされたエリアに飛ばされた後、ＧＭさん達何人かに取り囲まれて数時間お叱りをもらうことになる。

　俺達にしてみれば助かったのだが、素直に喜べない複雑な気持ち。

　間もなくして転移を示す鮮やかな白光が彼らを包つつみ込こむ。

　そこでノイエが一言俺達に告げる。

「それでは良いゼクスヴェルトライフを」

　彼らの姿が完全に消える間ま際ぎわ、喰羅雨怒クラウドが悔くやしそうに姫を睨にらんでいたのが印象的だった。

　なにはともあれ、なんとかなった……のか？

　落ち着いた所で俺は姫に向き直る。

「えっと、まあ……姫が割って入ってくれたことは嬉うれしかっ──」

「手」

「ん？」

　そう言われて初めてまだ手を繋つないだままだったことに気が付いた。

「ああっ、ご、ごめん」

　と言って手を離はなす。

「えっ!?　い、いやそうじゃなくて、もっと繋いでたかっただけで……」

「へ？」

「なっ、なんでもない！　そんな事よりあの状じよう況きようの最中であたしを口説き落とそうなんてどんだけなのよ！　あんたがリエルの姿じゃなかったら犯罪だったわ！」

「どうしたらそういうふうに受け取れるのかなあー」

　やれやれと思いながら、そこで先さき程ほどの姫の表情を思い出す。

　喰羅雨怒クラウドにネカマじゃないのかと言われて悲しそうな目をしたあの時の表情だ。

　やっぱちょっとショックだったんじゃないのかなあーと思ってフォローしようと俺は試みた。

「あのさ、さっきの事なんだけど、えーと……」

　口に出してみたものの、どうも言い出しにくい。逆に傷口に塩を塗ぬるような行こう為いかもしれないからだ。

　姫は吊つり目がちな瞳で俺を訝しげに見ている。

「なによ？」

「えっと、だからその……姫がさ、ネ、ネカマなんじゃないかって言われてショック受けてるんじゃないかと思ってさ……」

「はん、そんな事？　別に気にしちゃいないわよ」

「え？」

「それってアレでしょ？　あたしがその辺の女より女らしいって証しよう拠こじゃない。大体ネカマって男が理想としている女を演じているから、実際の女の子よりも女の子っぽいのよねー。ということはネカマに見られるってだけで、あたしはすごく女の子っぽいってことになるわけじゃない？」

「え、いや、そ、そうかなー……」

「まあ見てなさい。あたしの体の中から溢あふれ出でる本物の美び貌ぼうでギルドメンバーをたくさん連れてきてあげるわっはっはっはー」

　なんかわざとらしい高笑いをしながら姫は広場の人ひと混ごみに消えて行った。

　また苦情が出なきゃいいけど……。







　姫と別れたあと、俺は一いつ旦たんギルドハウスへ戻もどることにした。なんか疲つかれちゃったしね。　広場から離れ、商業区を抜ぬけ、居住区街に入る。

　それはもうすぐでギルドハウスだという所だった。ハウスに向かう細い一本道。そこに差さし掛かかった時、不意に脇わきから人ひと影かげが飛び出してきたのだ。

　ぶつかりそうになって避よけるが、向こうもまた自分と同じ方向に避ける。それを繰くり返かえすこと三回。

　お互たがいに遠えん慮りよする親切心からこういうことになることは結構あるが、これはちょっと違う。まるでわざと俺を通せんぼしているようにしか思えない。

　いや実際そうなのか。

　ったく……と思いながら迷めい惑わくなそいつの面を拝んでやろうと顔を上げた。

　だけど相手の姿を視界に入れた途と端たん、俺は硬こう直ちよくしてしまった。

　目の前で恥じらうようにして俺を見上げているのは幼い女の子だったのだ。

　小学校中学年くらいの背せ丈たけと見かけ。サイドを短く結ゆった髪で、フリフリがたくさん付いたパープルピンクの服に、同色のランドセルのようなものを背せ負おっている。手には不思議な形のステッキを持っていた。

　有あり体ていに言えばアニメで言うところの〝魔法少女〟の格好である。でもただの魔法少女じゃ俺もここまで緊きん張ちようしたりしない。

　俺はこの子を知っている。

　プリントアウトされたスクリーンショットを穴が空くほど何度も見返したんだから。

　そう、彼女は俺がゼクスを始めた切っ掛けでもあり、憧れの存在。

「メ、メメメ、メルルーナちゃん!?」

「はいっ☆　そうですよ。メルルーナです。リエルさん」

　ぷるぷる震ふるえる手で失礼に指差す俺に対して、彼女は曇くもりのない満面の笑え顔がおで答えてくれる。それでも落ち着かない俺に対して、彼女は「てへっ」と舌を出して照てれ臭くさそうにしていた。

　て、天使だ！　天使が降臨なすった！

　うおぉぉぉぉっ、俺の穢けがれた目では眩まぶしすぎて潰れてしまうぅぅぅっ！

　衛生兵メデイツク！　衛生兵メーデイイイイツク!!

　彼女の名前はメルルーナ。ゼクス上ではカリスマプレイヤーとされている人物だ。

　何がカリスマかというと、彼女はβベータテストからのプレイヤーでテスト期間中にその類たぐい希まれなるゲームの才能を見み出いだされ、ソフト会社側にスカウトされたのだ。

　分かり易やすく言うならゲーム会社専属のアイドルプレイヤーみたいなもの。

　でも俺はカリスマだとかアイドルだとかそういう理由で彼女に憧れているわけじゃーない。

　彼女の姿が俺おれの嫁よめ一号であるトトカルこのはちゃんにそっくりだからだ。

　二次元世界の嫁が目の前に現実のような存在感で現れたらどうするよ？

　これが有う頂ちよう天てんにならないわけがないだろ？

　ようはそういうことだ。

　中の人が男だろうが女だろうが関係ない。俺はこのメルルーナちゃんを見ているだけで幸せなんだから。

　そう、このちっこ可愛さがなんとも……

　って言っとくけど俺は決してロリコンじゃないよ？

　彼女のことはゼクスを始めて以来、遠目でしか見たことがなくて、もちろん面識なんてない。そんな彼女が明らかにここで俺を待ち構えていたような節がある。

　でもなんで？

「あのー……何か？」

「はいっ☆　リエルさんにご用があってきました」

「用事？」

　ゼクスのアイドルである彼女が万単位にいるゼクスユーザーの中で、ただの一プレイヤーでしかない俺に何の用があるというのだろうか？

　そんなふうに思っていると、彼女はちっちゃな頭を必死に下げて謝あやまり始はじめた。

「いきなりでごめんなさいっ、おどろいちゃいました？　そうですよね普ふ通つうおどろきますよね」

「えっ……いや、驚おどろいたことは驚いたけど別に嫌な意味じゃなくて、嬉しい驚きだから」

「そうですか？　それは安心しました。そう言ってもらえると嬉しいですっ」
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　なんて純じゆん朴ぼくで素直な子なんだ！

　ええ子やー、中身も俺の思った通りのええ子やー。

　そんなふうにホクホクとしていると、彼女は恥ずかしそうに俺のことを横目で見ながら、

「それでですね、リエルさんにお願いしたい事がありまして。ここでは人目があるのでその……」

　そう言ってきまりが悪そうに視線で路地裏を示してくる。どうやらそこで詳くわしい話がしたいらしい。

　にしてもこれはどういう展開だ？

　まさかこのまま人目の付かない所に連れ込まれてムフフ……とか俺のメルルーナちゃんに限って有り得ないし、暗い所に行った途端、急に性格が変わってカツアゲされちゃうってわけでもないだろう。

　とにかく付いて行ってみないことには何も始まらない。だから俺は頷うなずいた。

　それでメルルーナちゃんは俺が納得したと悟さとったのか、ゆっくりと路地裏の方へ歩き出した。

　ちっこ可愛いおつむを見ながら後に続く。彼女はこんな可愛らしい魔法少女のような装備をしているけど、これでも職業ジヨブは死霊使いネクロマンサーなのだ。メルルーナファンだから良く知っている。

　彼女の頭の横でふわふわ浮いている死霊（青白い炎ほのおをまとった髑髏しやれこうべ）とか、ドクロのデザインが施ほどこされているステッキとかを見ればそんな感じがしなくもない。

　死霊使いネクロマンサーといえばクラスチェンジ後の上位ハイクラス職業ジヨブなわけだからレベルも結構高いはず。

　そんなわけで建物と建物の隙すき間まに延のびる路地が袋ふくろ小こう路じになっている場所まで辿たどり着つくと、メルルーナちゃんは足を止めてこちらに振ふり向むいた。

「率そつ直ちよくに言います」

「え？　あ、はいっ」

　いきなり本題に入られたんで身構えてなかった。

　ただ彼女の透すき通とおるような白い肌はだを持つ顔が、カァァッと朱しゆに染まっていくのだけは分かった。

　そしてその小さな唇くちびるから出たのは──

「私と一いつ緒しよにヴァチャ充じゆうになって下さいっ!!」

「へ？　ヴァ……ヴァチャ??」

　何を言ってるのか分からねえ！

　ヴァチャ充。

　彼女が意を決して言い放ったのはそんな言葉だった。

「えーっと……ヴァチャ充って、リア充の逆でヴァーチャルが充じゆう実じつってことだよね？」

　そこで彼女の表情がパーッと明るくなる。

「はいそうですっ☆　リエルさんならすぐに分かると思いましたっ」

「それは褒ほめられてるのかな……」

「そうですよ？　リエルさんは誰よりもヴァチャ充のことを分かってます。そしてリアルのことを嫌きらっています」

「……え？」

　なんか今の胸にズキンってきたよ？

　確かに俺はリアルのことがあまり好きじゃない。こんな体質があるせいで女の子とはまともに接することはできないし、最近じゃあ空気の読めない人達がやたらと俺に接近してくるしで、前よりも逝いってしまう頻ひん度どがかなり上がってきてる。

　そもそも俺はそんなリアルが嫌だからヴァーチャルの世界に居場所を求めたんだ。

　で、彼女はそんなヴァーチャル世界でヴァチャ充になると？

「なんで自分がリアルを嫌ってるって知ってるの？」

「目で分かります。大体死んだ魚のような目をしています」

「…………」

「ああああっ、そうじゃなくて！　特に深い意味はありませんっ」

「フォローはいいよ……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです！　私も死んでますから！　ほ、ほら、見て下さい。リエルさんと同じ目をしてるでしょ？」

　俺はメルルーナちゃんの円つぶらな瞳ひとみをのぞき込んだ。

　とっても綺き麗れいな瞳だった。

「とっ、とにかく、私とリエルさんは同じなのです！　私もリアルに失望した人間なんですから」

「えっ？　メルルーナちゃんも？　ちょと意外だなー」

「そうなんですよ。私、リアルがすごく嫌いで、もう消えて無くなっちゃえばいいのにぃーって思うほど失望してるんです。それで同じ考えを持つリエルさんに協力してもらおうって思って今日お会いしにやってきたんです。リエルさんなら必ず理解してくれると思います」

「協力って？」

「はい、これです」

　そう言って彼かの女じよはあるアイテムを差し出してきた。

「鍵かぎ？」

　俺は受け取ったそれを満まん遍べんなく見回してみる。

　結構重じゆう厚こうな作り。金色で装そう飾しよくっぽいものは無く、手で持つ部分がハート形をしている。

　でもそれだけで、ただの鍵だ。

「何かレアな宝箱とかの鍵かな？」

「いいえ、それは【暁天の鍵デイブレイク・キー】といいます」

「暁天の鍵デイブレイク・キー　？　聞いたことないなー」

「はい、公式には登録されていないアイテムですから」

「それって……」

「ゼクスのプログラム上にはあるけれど、一いつ般ぱんのプレイヤーが触ふれられる場所には無いということです。使われなかった幻まぼろしのアイテムという感じですね」

「なんでそんなの持ってるの？」

「えっ!?　いや、それはその……ほら、アイドルプレイヤーみたいなのをやっていると開発の人と仲良くなったりして、そういう噂うわさを耳にしてて……。それでバグだったのか、なんなのか、冒ぼう険けん中ちゆうにたまたま運良く見つけちゃったというか……」

　微び妙みように胡う散さん臭くさい理由ではあったが、現物がここにあるっていう事だけは事実だった。

「それでですね、このアイテムには対ついになるものが存在して【逢魔時の錠前ピリオド・ロツク】っていうんですが、それとその暁天の鍵デイブレイク・キーを合わせるとヴァチャ充になれるんだそうです」

「はい??」

「ヴァチャ充になれるんだそうです！」

「…………」

　なんだろうなー……うちのメンバーとは違ってメルルーナちゃんだけはまともな神経の持ち主だと思ってたんだけど、気のせいだったのかなー……。

　ああ、もしかしてアレか！

　手の平に〝人〟って文字を三回書いて飲むと緊張しないとか、伝説の樹きの下で告白するとそのカップルは永遠に幸せになれるとか、そーゆうまじないの類たぐいの話ね。

　それなら純な心を持ったメルルーナちゃん（俺の中設定）の行動として納得できる。

「なのでその逢魔時の錠前ピリオド・ロツク探しに協力して欲ほしいんです」

「探すって……そのなんとかロックとかもちゃんと存在するかどうか分からないんでしょ？」

「大丈夫です。必ずあります。私はそう確信しています」

「いやそうは言っても……」

「その鍵はリエルさんにお預けしておきます。大事なアイテムをお渡わたしするのもリエルさんへの信しん頼らいの証あかしと考えて下さい」

「いっ、いやまだ協力するとは……」

「一緒にヴァチャ充になりましょ？」

　彼女は鍵を持った俺の手を両手で包み込むようにしてくる。伝わる感覚はほのかに温かく、見み詰つめ返してくる瞳は真しん剣けんなものだった。

　とても断れる雰ふん囲い気きじゃーない。

　まあ幻のアイテムがどんなものであれ、彼女の純じゆん粋すいな思いに協力してあげるのも悪くはない。

　というか逆に嬉うれしい。

　だってそれを口実にまた彼女に会えるんだから（邪よこしま）。

　それに彼女の真しん摯しな気持ちがそうさせるのか、こうして手と手を取り合っていても不純な気持ちにはまったくならないし、もちろん女性耐性不全症候群ＦＥＤＳだって反応しない。

　これは────

　メルルーナちゃんとだったら本当にヴァチャ充になれるかもしれない!?

「わかった。協力するよ」

「ほんとですかっ!?　ありがとうございますっ☆」

　握にぎられた手がギュッと強くなり、嬉しそうに揺れる。

「でもこれ本当に預かっちゃってていいの？　大事なものなんでしょ？」

「いえそれはリエルさんが持っていて下さい。本来の目的以外も様々な恩おん恵けいが得られますから。それにそれは〝騎士様〟であるあなたが持つに相応ふさわしい────」

「えっ……」

　今なんて言った？

　きっ、騎士様だって??

　彼女の口から出るはずもない言葉が飛び出して俺は唖あ然ぜんとする。

　なんでギルドメンバーしか知らない事実を、

　俺が騎士様だってことを、

　彼女が知ってるんだ??

「なんでその事を……？」

　と言いかけた時だった。

「ああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　通りからこちらに向かって大声を上げた人物がいたのだ。

　アホ毛付きの銀ぎん髪ぱつと猫ねこ耳みみを逆立てて、向けた指先をワナワナとさせている。

　リコッタだ。

　彼女の後ろからぞろぞろと現れたのは毎度の顔ぶれ、我わがギルドのメンバー達だった。彼女達も俺とメルルーナの姿を発見するなり顔をしかめる。

　まあこんな場所で手を握り、見つめ合ってる二人がいたら何かあると思うのが普ふ通つうなわけで……。

「そんな暗がりで二人っきりで何してるにゃ！」

　リコッタが真っ先にこちらに駆かけ寄よってくる。その後に雫、姫、ましゅーと続く。

　メルルーナちゃんはというと、急に焦りだして、

「じゃあまた連れん絡らくしますっ。それとこの事は二人だけの秘密でお願いしますねっ☆」

　とだけ言い残して小さくウインクした。

　そこからはまるで逃げ出すようにリコッタ達とすれ違い、通りへ向かって駆けて行ってしまった。

　入れ替わるように袋小路に入ってきたギルメン達はいつの間にか俺のことを取り囲んでいて────

　姫が厳しい目付きで、

「あの女と何してたのよ」

　と言い。ましゅーがもそもそとしながら、

「こうゆう所で、女の子と二人っきりなのはいけないと思いますー」

　と言い。雫が真ま面じ目めな顔で、

「何の話をしていたんだ？」

　と聞いてきた。

　だから俺はつい、「ヴァチャ充になろうって話を……」と口走りそうになったが、あのウインクを思い出して喉のど元もとで押おし止とどめた。

「どうせろくでもない事を吹ふき込こみにきたのだろう」

「そうね、あの女がやりそうなことよ」

「まったく油断も隙もないにゃ」

「やっぱりいけないと思いますー」

　四人はそれぞれ勝手に納なつ得とくしているようだが……それはどれもメルルーナちゃんを知っているかのような口調。

　もちろんカリスマでアイドルな彼女だから、ゼクスをやっている人間なら誰だれもが知っていて普通。でもその言動はもっと近しい関係であるような言い方に聞こえる。

　俺は近くにいた雫に聞いてみた。

「ねえ、みんなメルルーナちゃんの知り合いなの？」

「ハ？　ソンナワケナイダロ（棒読み）」

「思いっ切り動どう揺ようしてるじゃない！」

「ぐっ……」

　珍めずらしく雫は言いい淀よどむ。

　そして彼女は他のメンバーに目配せをした。

　それはまるでこれからしゃべる事の内容について全員の許可を取った感じ。

　雫は俺の前に向き直り、

「実は……騎士様はメルルーナからもらったものなのだ」

「は？」

「だから、騎士様はメルルーナからもらったものだと言っている。だが彼女とは騎士様のやり取りをしただけで、それ以上の事は知らない。ちなみに騎士様は私達が育てたアバターだと言ったが、譲ゆずり受うけた時からレベルはカンストしていた」

「はいいぃぃぃぃ!?　ど、どういうこと??」

　俺が困こん惑わくしていると横から姫ひめが説明してくれた。

「あたし達が初めてのオフ会を開こうって時にリエルのことで困ってて、ちょうどそこにあの子が現れて騎士様を譲ってくれたのよね。まあその時からすっごく胡散臭かったんだけど。でもそれ以外いい方法思い付かなかったし、飛び付いちゃったのよねー」

　なるほど、だからメルルーナちゃんは俺が今の騎士様だってことを知ってたのか。

　でも何を思って彼女はそんな事を??

「まああたし達にとってはリエルが騎士様でログインできるようにさえなれば、細かい事は別にどーでもいんだけど」

「そういう問題!?」

「リコッタはリエルが最近騎士様でログインできないのは絶対メルルーナの仕し業わざだと思うにゃー。雫はどう思うにゃ？」

「うむ、その辺のところは今度出会った時に激しく問とい詰つめてみる必要があるな」

「うふふ、そうですねー。激しく♪　激しく♪」

　ちょっと、ましゅーさんが怖こわい。

　俺が彼女の微び笑しようにぞわぞわきていると、ふと雫が聞いてくる。

「それでリエルはどうしてこんな所にいるんだ？　勧かん誘ゆうはどうした？」

「えっ」

「どうせちょっとぐらいサボっても分からないだろうとかそんな感じなのだろ？　どうやら恥はずかしポエム日記をご本人様（メルルーナ）の前で読み上げねばならない時がきたようだ」

「ぶほっ!?　ま、まずいって！　それは最高にまずいｗｗｗｗｗ」

「ふふ、そうされたくなければ、その可愛らしい唇を私の耳元に付け「雫ちゃん、たべちゃいたい♡」と十回唱えるがいい」

「ちょ、ちょっと!?　なにどさくさに紛まぎれて言い出すのよ！　それならあたしもそのポエムをエリア公開チャットで読みまくるわよ」

「なんでそうなんのぉぉっ!!」

　雫に続いて姫までおかしなことになってるよ！

　でも良く考えたらここまでされるいわれはないよな。

「あのさ……さっきからこっちばっか責めるけど、みんなすごくお早いお帰りだったよね？　勧誘の成果はどうだったの？」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「はあはあ、なるほどね」

　黙だまり込こむメンバーにジト目を向ける俺。

　まあそんなもんだろうね。

　なんか久しぶりに話の主導権を握っちゃったなー。

　ちょっとした優ゆう越えつ感かんに浸ひたっていたそんな時だった。

　目の前に立つ彼女らの体からだ越ごしに何かが映った。

　路地を辿った通りの先。

　建物の陰かげに半身を隠かくし、こちらの様子をニコニコしながら見詰めている少女がいたのだ。

　ピンクのお団子頭に無職ワークレスの初期装備。そして僅わずかに緊張気味な面おも持もち。

　そんな彼女に見覚えがある。

　えーっと確か、まり緒お（笑）だったかな？

　中央広場で露店バザーの品を薙なぎ倒たおしていた操作音おん痴ちのあの少女だ。

　てか、（笑）はいらんので勝手に省くとする。

　で、こんな所でなにやってんだ？

　というか明らかに俺達を見張っている雰囲気だよな？　あれは。

「どうかしましたー？」

　俺の視線に気づいたましゅーが聞いてくる。

「いやさ、ここ最近みんなのことを遠くから見ている子がいて……今もそこに……」

　と指を差して場所を教えるも、当のまり緒の姿はそこには無かった。

　どこ行った？　と視線で辺りを捜してみると、

　笑いながら通りの向こうにある家の壁かべに頭をぶつけて痛がってる姿を発見。悶もだえ苦しみながらそのままどこかへと消えて行ってしまった。

　なにやってんだ……あいつは……。

　もちろんみんなは、

「えっ、どこどこ？」

　って感じになるわけで……。

「誰もいないじゃないか」

「誰もいないじゃない」

「誰もいないにゃん」

「誰もいませんねー」

「……」

　そんなわけで今日も夜が更ふけてゆくのでありました。




　　　　　×　×　×




［件　名］カリスマ氏ね

［差出人］ユーグ［kishisama666@motmail.co.jp］

［宛　先］慧太［wan_U-x-U@pocomo.co.jp］

《やあ僕ぼくだよ。

　カリスマだか、アイドルだか、

　そんな人間が君の周りをうろちょろとしているみたいだけれど、

　君にとってのアイドルは僕だからね？

　それは忘れないで欲しい》







＃04【現実リアルが生きづらくてヤバイ２】







　◇　オフライン　◇

　カーテンの隙間から淡あわい日の光が差し込み、爽さわやかなスズメの鳴き声で起こされる心地ここちのよい朝。

　それが理想の形ではあるが、実際の朝はそうはいかない。

　なにしろ毎晩遅おそくまでオンラインの世界に浸りきっているわけで、ログアウトした後は死んだように爆ばく睡すいする。

　目覚ましがスヌーズ機能で何度鳴ろうが、学校が遅ち刻こく寸前の時間になろうが、まったく起きられる気がしない。起こしてくれる人間もいないので、毎回スリリングな朝を迎むかえることになるのが常になっていた。

　今朝もうつらうつらした意識の中で、そろそろヤバイ時間だなあと感じつつも体が動かない、そんな時間を迎えていた。

　でも何かがおかしい。

　いつもと違ちがうような気がしてならない。

　たとえば俺の鼻をくすぐる柔やわらかい毛と、シャンプーのような香かおり。

　懐ふところの辺りに感じる俺とは別の熱源を持った温ぬくもり。

　これはもしや────

　俺は慌あわてて薄うす掛がけを払はらい除のけ、勢い良く半身を起こす。

　残されたベッドの上に転がっていたのは最近出戻ってきた我が妹、

　鷺さぎ宮みや理り央おことリコッタだった。

「のわっ!?　おまっ、そこで何やってんだ！」

「ん……？　んんーっ……うにゃぁ～」

　彼女は眠ねむそうに顔を手でこすり、まるで猫のように伸びをして起き上がる。髪かみの毛けは相変わらずオンと同様の銀髪で、猫耳カチューシャも健在である。

　寝ねてる時くらい取ればいいのに……ってそんなこと言ってる場合じゃねえ！

「ああ、騎き士し様さまおはようにゃ」

「おは……てかリアルでも騎士様とか言うのやめてくれないか？」

「でもリエルたんて感じでもにゃいしー」

「普通でいいだろ普通で。〝お兄ちゃん〟とか〝あんちゃん〟とか〝お兄様〟とか色々あるだろ」

「じゃあ……〝けいたん〟って呼ぶにゃ」

「俺の話聞いてねえだろっ！」

「だってお兄ちゃんって言葉を口にすると、自動的にリコッタが妹ってことににゃっちゃうから……」

「だからお前は俺の実の妹だって言ってるだろが！　これは紛れもない事実だ。なぜそのレールから外れたがる？」

「じゃあ〝にぃ〟って呼ぶなら許してくれにゅ？」

「なんか猫の鳴き声みたいになってるが、ギリギリＯＫ……かな？　というか、ここまで長々と話してて忘れそうになったけど、なんでここにお前が寝てんだよ」

「なんでって……覚えてにゃいの？」

「……へっ？」

「ひっ、酷ひどいにゃん。ぐすん……。昨晩の燃え上がるような熱い夜のことをにぃは何も覚えていないにゃんて……リコッタ初めてだったにょにぃ……」

「え…………えええええええええええええぇぇぇぇぇぇぇっっっ!?」

　なになに？　なんにも覚えてないよ俺？
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　まさかそんな、この俺が実の妹に手を出すなんてことがあるわけない。

　リコッタはうるうるとした瞳で俺のことを見つめている。肩かた紐ひもが落ちたキャミソール、短パンからは白くて長い足が伸びていてベッドの上に投げ出されている。それが妙みように艶なまめかしい。

「うおぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ、俺はとうとう無意識とはいえ犯罪級の情事に手を出してしまったのかぁぁぁぁって、あれ？　なんかおかしいぞ？　もし俺にそんな状況が訪おとずれていたのなら思いっ切り失神しているはずだぞ？　行為自体が成り立たないはずだ」

「にゅふふふふ……それはいくらでも手はあるにゃん。たとえば気を失っている間にとか……」

「まっ……まさか!?」

　俺は焦あせって自分の寝ね巻まきのズボンを引っ張ってパンツを確かく認にんする。いやパンツを確認したから何が分かるってわけでもないが……。

「うにゃあっ!?　にゃにゃ、にゃにしてるにゃん!?」

「ん？」

　パンツから顔を上げたらリコッタが両手で顔を覆ってオドオドとしている。ついでにいうと顔は真っ赤だ。ちょっと隙間からトランクスがチラ見えしただけでこの戸と惑まどいよう。こんな奴やつがまさかそんなはずはない。

　そういえばこの銀ぎん髪ぱつ猫ねこ娘むすめ、押しはやたらと強いくせに、ここぞという所では妙に弱いんだよなあと思い出す。

　この前たまたま着き替がえに遭そう遇ぐうしちゃった時だって本気で恥ずかしがってたもんなあ。

　とりあえず犯罪者にならずに済んで安心した。

「ほら、もうしまったから大丈夫だって」

「ほっ、ほんとかにゃ？」

　リコッタは指の隙間からこちらを恐る恐るのぞき見ている。それでやっと落ち着けると確認できたのか、手を下ろしてふぅーっと息を吐いた。

　そんな彼女に俺は言う。

「もうそんな洒しや落れにならない冗じよう談だんはやめてくれよな」

　それが勘かんに障さわったのかリコッタはぷんぷんと頬ほおを膨ふくらませる。

「冗談じゃないにゃ。既き成せい事実を作ってにぃと結けつ婚こんするんにゃから」

「そりゃあゼクスでのことだろ。既成事実とか関係ないだろ」

「何を言ってるのにゃ？　オンで結婚するならオフでも結婚するのは当たり前にゃ」

「んなわけねえ！」

「それがニャニャ星人のしきたりにゃりよ」

「都合のいい時だけ宇宙人設定出すな！　それ禁止！」

「うええええええええっ!?」

「だから驚きすぎだっつーの」

「そ、それを禁止されるとちょっと困るにゃりよぉ……」

「お前にはそれくらいの禁止事じ項こうがあった方がいいの！　なんならネットも禁止！」

「えええええええええええええええええええええっ!?」

　リコッタは銀髪の頭を抱かかえて泣なき喚わめいた。しかもものすごく動揺している。

「そ、それはさすがに無理にゃりよ……にぃ堪かん忍にんしてぇ、堪忍してぇなぁー」

「お前はどこの人だ！　てか、気になってたんだが、いつもどこからアクセスしてんだよ」

「ん……？　リコッタの部屋にゃりよ？　ＰＣはもともとあったし、ＥＳＧだけ持ってきたにゃり」

「なるほど。ならお前の部屋に繋つながる回線をカットしとくか」

「!?」

　リコッタの口が「がっ」と口にした状態で固まった。

　ちょっと心配になってきたぞ。

「そ、そんなにショックなのか……？　まあ禁止って言っても？　守る守らないはお前の自由だってことに気づかない辺りが、また理央らしいというかなんというか……」

「はっ!?　だ、だましたにゃりね！　酷いにゃん、酷いにゃん！　そんなにぃには猫耳アタァァァック！」

　と言って彼女は自分の猫耳を俺の鼻の辺りでこしょこしょとやりだした。

「くすぐったい！　かゆい！　てか、く、くしゃみが……へぶし!!」

　そしてなぜか彼女もつられるように可か愛わいらしいくしゃみをした。

「へぷち」

「なんで!?」

「うぃー、今ので目が覚めたにゃん。散々話をそらされて危あやうく本題を忘れるところだったにゃん」

　そこで急にリコッタの表情が真剣なものに変わった。

「色々考えたけれど仕方がないにゃりね……。こっ、こうなれば実力行使しかないにゃん」

　そう言って彼女は白くて細い肩かたをむき出しにし、火ほ照てった顔で俺にすり寄ってくる。

「え、な、なに??　なにしてんの!?　ちょ、ちょちょちょ！」

　彼女の細い指が俺の胸むな元もとを這はい、首周りにまとわりつく。

　当然、俺の中のアレがふつふつと沸ふつ騰とうするお湯のように反応を始める。

　毎度のことだがピーンチ！

　と、そこで俺は良いアイデアを思い付く。

　ここでさっきの純情っぷりを逆利用してやればいいのだ。

　そうすれば彼女は「きゃー」とか言って逃にげ出だすに違いない。

　あ、でもここで一つ問題が。

　こんな所でズボンを下ろし、実の妹に向かってパンツを見せつけるなんていう行為はいくらなんでもハードルが高すぎる。

　変態だー!!　変態だー!!

　と俺の頭の中に住んでいる常識人が指を差して非難してるし。

　むむむむむむ……と事を決めかねていたその時、

「に、にぃ……お覚かく悟ごしてくだひゃいっ!!」

「おわっ!?」

　思い切ったリコッタがその体重を全すべて俺に預けてきたのだ。のしかかられた俺は背後にあったタンスに背中をぶつける。

　お覚悟！　とか俺、命取られちゃうの？

　なんか言こと葉ば尻じりも噛かんじゃってるし、お得意の猫語も忘れてる。彼女は彼女で相当緊張しているようだった。

　しかしここで起死回生の手を思い付く。

　背中に当たったのがタンスだったことがラッキーだった。俺は片手で引き出しの中を探さぐり、トランクスをしこたま手づかみにして花はな咲さか爺じいさんよろしくリコッタに向かって放ったのだ。

　別に花は咲さいたりしない。花はな柄がらのパンツはあったが……。

　とか上手うまいこと言ってる場合じゃない！

　結論。

　効果はてきめんだった。

　リコッタはパンツの花はな吹雪ふぶきを目にした途端、

「にぃの……ぱぱぱぱぱぱぱ、ぱん…………あぱぱぱぱぱぱぱぱぱっ」

　とか言って錯さく乱らんし始めたのだ。

　これは今がチャンス！　とばかりに必要な荷物だけをかき集めて部屋を出る。

　時間的にもすでに遅刻ぎりぎり。

　リビングで急いで着き替がえて、朝食も取らずに家を出た。

　もちろん彼女を置いて。




　　　　　×　×　×




　愛車が修理完かん了りようしたので久しぶりに自転車登校。

　いつものように地域の有名お嬢じよう様さま学校【聖ルクレース女学院高校】、略して聖女校のテニスコート前を通る。俺の学校に行くには必ず通らなければならない道だ。

　その道すがらでの事。

　おっと、前方約二十メートル。

　聖女校の生徒と思おぼしき人物が自転車道にはみ出して仁に王おう立だちしているぞ？

　危ないなあ。歩行者はちゃんと歩道を歩かないと。

　でもこのまま行くとその子にぶつかっちゃうので、俺はちょっとだけ車道にはみ出て横を通り過ぎ────

「って、いってぇっ!?」

　突とつ然ぜん後頭部に何かが当たって跳はね返かえり、路ろ肩かたに転がる。

　それは黄色いテニスボールだった。

「ちょっと、なんで無視すんのよ！　絶対わざとでしょ！」

　苛いら立だちの声が背中に突つき刺ささった。

　仕方なく自転車を止め振ふり向むくと、そこには制服を着た少女がむくれ顔でこちらを睨にらんでいた。

　無論、それは先さき程ほど仁王立ちして行く手を塞ふさいでいた人物だ。というか姫だ。

「なんていうか、また面めん倒どうなことになるのはこりごりというか……」

「はあ？　せっかくあんたが登校する時間に合わせたのに！」

「合わせた？」

「……っ!?　そ、そうよ、合わせたのよ！　そうしないとあんたまたフェンスに張り付いて、イヤらしい目でうちの生徒のアンダースコートを舐なめ回まわすように覗のぞこうとするでしょ？」

「俺がいつそんなことしたよ!?」

「だから見張りよ、見張り！　けっ、けっして登下校の慧けい太たに毎日出会えるからとかそんなんじゃないんだからねっ？　絶対に！　………………はっ!?」

「えーと……それは」

「変に勘ぐると殺すわよ？」

「……サーセン」

　本気で通学路変えたくなってくるが、この道を通らずには行けないしなー。

　これから毎日ビクビクしながら登下校しなきゃならんのかと思うと気が滅め入いってくる。

「で、あの子はなんなのよ？」

「あの子？」

　姫が俺の後方をあんまり嬉しくなさそうな目で見た。それに促うながされるように振り向く。

　すると俺の後方十メートル。電信柱の陰に自転車と共にたたずむ巻まき髪がみの少女がいたのだ。

　この雰囲気、このシチュエーション、最近どこかで遭遇したような気がするが……今はそんなことはどうでもよかった。

　その子はクラスメイトでストーカー疑ぎ惑わくが現在俺の中で急きゆう上じよう昇しよう中ちゆうの美み咲さきさんだった。

「げっ……」

　彼女は俺の顔を見るなり、ニコッと微ほほ笑えみ返かえしてくる。

　もしや……今もストーキングされていた!?

　今まで気づかなかっただけで、まさかずっとこうやって俺は見張られていたのか??

「いやあの子……美咲さんて言うんだけど、俺と同じクラスでさ。そのー……」

「おはよっ、鷺宮くん」

「ひゃおっ!?」

　尾び行こうがバレたことで開き直ったのか、美咲さんは俺の隣となりまでやってきて、腕うでと腕が触れ合うほどまで寄ってくる。それを見た姫は目を細めて彼女をにらみ返す。

　姫が何かを言う前に美咲さんの方が先に口を開いた。

「この子、鷺宮くんにアイスクリームを貢みついでた子だよね？」

「本人が目の前にいるのに、なぜ俺に聞く！　ていうか、それも見てたの!?」

「み、貢いでっ……!?」

　姫は小刻みに震えているが、美咲さんは完全無視で続ける。

「鷺宮くんのことは何でも知ってるって言ったじゃない。今朝だって実の妹の前でズボン下ろしてパンツを見せつけてたよねー」

「どどどどどどどどどどどうしてそれを!?」

「なっ……!?　そ、そそそれ本当なの!?　あんたって人は……」

　姫は顔を真っ赤にしながら俺を指差し、まさに「変態だー!!」のポーズ。

「い、いや、ちょっと誇こ張ちよう入ってるっていうか、基本的に間ま違ちがってはいないんだけれど……」

「やったのね？」

「……ハイ」

「ちなみに言うとその後、大量のパンツを花咲爺さんのように──」

「ねえ何がしたいの!?　俺を社会的に抹まつ殺さつしたいの!?」

　いやほんと、美咲さんのストーキング能力（？）のすさまじさにはビビる。

　でも俺のことをこんな事細かく探って一体何がしたいんだろうと思う。しかも風評被ひ害がいはなはだしい発言を吹いて。

　そこでその美咲さんが、

「こんな感じの変態さんなんで近付かない方がいいよ？」

　と真顔で言った。

　俺も「えっ？」だが、姫も「えっ？」である。

　尚なおも彼女は続ける。

「鷺宮くん学校では小さな女の子がいやらしいことしてる薄うすっぺらい本を読んでたりするロリコンだし、魔ま法ほうようじょ？　そんな感じの名前の子がエロエロな格好でプリントされてる抱だき枕まくらを毎日ちゅっちゅっしてるし、変態さんの中でもかなりハイレベルな変態さんなんだよ？」

「……」

　ようじょじゃねえ、少女だ！　トトカルこのはちゃんだ！　とは言い返せない。

　全部本当の事だしね……。

　なんだか悲しくなってきたなあ……。

　そんな時だ。姫を見る美咲さんの目付きが変わったのだ。

「こんな感じで鷺宮くんは大変危険な変態さんなので、今後も美咲が付きっきりで監かん視しするから安心してね。だからあなたは金こん輪りん際ざい、鷺宮くんには近付かないでね。危ないから。それじゃあ永遠にさようなら」

　そう言って美咲さんは俺の手を取り引っ張る。

「ちょ、ちょちょっと!?　美咲さん!?」

　困惑する俺の声で茫ぼう漠ばくとしていた姫の意識がようやく現実に戻もどってきたようだった。

「待ちなさいよ！」

「まだなにか？」

　聞き返した美咲さんの目は正直怖かった。

　なんていうか視し殺さつされちゃうかもしれない、そんな感じ。

　姫もそれには多少怯ひるんだようで、一歩後ろに退きかけたが寸前で持ち直す。

「け、慧太は、あなたが言うほどそんなに変態じゃないわよ」

　弁護してくれるんですかい？　姫ひめ様さま！

「そりゃあちょっと……たまにあたしを見る目が殺気立ってたり、血の気が多かったり、フゥーッフゥーッてケダモノみたいな声を出すことがあるけど……」

　ないないない！　それはあんたの妄もう想そうだろ！

「でも、基本はとってもいい奴なんだから」

　彼女の口から珍しくお褒めの言葉を聞いて少しキュンとしちゃう俺。

「そんなことないよ。この前だってたくさんの生徒に見られちゃうような校門の前で美咲、胸を揉もみしだかれちゃったんだよ？」

「も、もみ……しだくぅぅっ!?」

　姫は頭を仰のけ反ぞらせて卒倒しそうになっている。

「ば、ばかっ、何を言い出すんだ!?　あれは完全に事故だっただろっ!!」

「事故をよそおった意図的な犯罪だよね」

「よそおってねえぇぇ!!」

　そこでフラフラしていた姫が体勢を立て直す。その表情は微かすかに笑っていた。

　あれ？　立ち直りがいつもより早いぞ？

「ふっ……何を言い出すかと思えば。慧太にとってはその程度のこと挨あい拶さつ代わりに過ぎないのよ。なにしろ「おはよう」って言っただけで五人は孕はらませるような淫いん獣じゆうなんですからね」

「な、なんだってっ!?」

「俺はどんな生き物なんだよ!?　そしてなんで真に受けてんの、美咲さん！」

「よって慧太に胸を揉みしだかれたぐらいじゃ犯罪にならないのっ。だから監視なんて必要ないわ」

　姫は胸を張って自信満々に言い切った。

　俺どんな特権持ってんの？

　しかし美咲さんはそれでも引き下がらなかった。

「でも鷺宮くんは……過去にそんなこと戯ざれ言ごとにしかならないような、取り返しの付かないことを美咲にしたんだよ？」

　いつも朗ほがらかにしているその表情が珍しく赤く染まる。

　俺は焦った。

　まさか……あの時の事をしゃべる気じゃないだろうな？

　高校入学式のあの日、俺が女性耐性不全症候群ＦＥＤＳを自覚する切きっ掛かけとなったあの事件のことだ。

「な、なに？　取り返しの付かないことってなによ？」

　ああ、ほら姫が気になりだしちゃったじゃないか。

「なんでもない、なんでもない、大した事じゃないよ」

「大した事ない!?」

　後ろを向いたら美咲さんが驚きよう愕がくの表情でぷるぷると震ふるえていた。

「えっ、いや、そういう意味じゃなくて！　大した事あるんだけどさ」

「「どっちなの!!」」

　こんな通りの端はしで二人に問い詰められること小一時間。

　そんなわけで、その日は盛大に遅刻したのだった。
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　週末。今日も喫きつ茶さロープレでバイトだ。

　店に到とう着ちやくすると、決まり事のようにマスターからバトンタッチで店番をする。

　もうなんかね、反論すんのも面倒になってきたし、文句は一言だけにしといた。

　店内にお客は一人もおらず、今日も暇ひまな一日が待ってそうだ。

　そんな中、一時間もすると最初の客がやってきた。常連である近所のおじさんやおばさんとは違う華はなやかな存在。

　それは、ましゅーだった。

　今日の彼女はお似合いのノースリーブシャツにフリフリの付いたスカートという出いで立たち。とても主婦には見えない十六歳さい。

　この店で俺がバイトしているってことがギルメンにバレてしまっている今、ましゅーやはなからここの常連である雫しずく以外のメンバーも代わる代わるここに顔を出すようになっていた。

　俺は彼女を窓まど際ぎわの席へと通し、水を出す。

「何か飲みます？」

「えと、じゃあアイスココアで」

　俺はさっと品物を用意し、サービスで焼き菓子を付けてあげた。

「で、今日はどうしたんですか？」

「えへへー、実はちょっと騎士様……じゃなかったリエルちゃん……でもないし」

「慧太でいいよ」

　ましゅーはポッと顔を赤らめ、

「慧太さん……」

　なにか堪たん能のうしているようだ。

「それで俺に何か？」

「ええっと……慧太さんにちょっと選んでもらいたいものがありましてー」

「選ぶ？」

　そこで彼女は持っていた紙かみ袋ぶくろの中身をテーブルの上に盛大にぶちまけた。

　バラバラーっと小冊子が山を作る。

　俺はその一冊を手に取ってみた。

　表紙にはポップなアニメ調の絵で────

　もつれ合う上半身裸はだかの男二人が描えがかれていた。

「こ、これは…………」

　なんか見てはならぬものを見てしまった背徳感に襲おそわれる。

「もしかしてこれ全部……そっち系の同人誌!?」

「はいー♪　今池いけ袋ぶくろに行って買ってきた帰りなんですーへへへ」

　へへへ……って！　まあ彼女が真性腐ふ女じよ子しだってことは分かっていたが、それをここで大公開されたところで俺はどんな反応をしたらいいのだろうか？

　とりあえず無難に……

「へー……やっぱりましゅーはこういうのが好きなんだね」

「いいえ、そんなことないですよ？」

「えええっ??　いやだってほら……」

「あのですね、うちの旦だん那な様さまがこーゆうのが好きで──」

　そういやましゅーはリアル主婦だった。夫はなにやら男にしか興味がない人って前に聞いたことがあったなー。

「──それでこうやって定期的に同人誌購こう入にゆうを頼たのまれるのです」

「ああそうなんだ、ははは……」

　でもこういうのって腐女子にターゲット置いてるから、いわゆる薔薇ばらな人には内容的にどうなんだろうか？　でもまあ人の趣しゆ味みってのは人の数だけ色々あるからなあ……詮せん索さくしないでおこうっと。怖いから。

「それでですね、この中からビビッとくる最高のものを一冊、慧太さんに選んで欲しいのですー」

「選ぶ？　俺が？」

　なんで？　意味がわかんないよ？

「そうです。その一冊を旦那様に献けん上じようするのですー」

「け、けんじょう??　ましゅーの旦だん那なさんってお殿との様さまか何か？」

「ふふっ、慧太さん面おも白しろいこと言わないで下さい。今の時代お殿様なんかいませんよー」

「あ、ああははは……そ、それもそうだね」

「でも……似たようなものかもしれません」

「えっ？」

「いえ、な、なんでも」

　ましゅーの顔が一いつ瞬しゆんだけ寂さびしさに滲にじんだように見えたが気のせいだろうか？

「それより慧太さん、選ぶ前からなんですけど、なかなかいいのをチョイスしましたねー」

「えっ、これ？」

　ましゅーが指し摘てきしてきたのは、彼女がザザーッと同人誌をぶちまけた時に俺が何気なく拾い上げた一冊。そういやずっと手に持ったままだった。

「わたしもそれに目を付けていたんですよー」

　俺は改めて手にある冊子の表紙を見る。そこにはさっき言ったように上半身裸の男二人がもつれ合いながら無む駄だに瞳をキラッキラッさせている。しかしよく見るとその二人は大分年配のおじさんに見えた。こんなのが好きな人もいるのかーとか思いながら、

「結構、歳としいったキャラクターなんだね。これ原作あんの？」

　もちろん俺はこういったものにまったく興味はない。だから何気なく普通に聞いただけだった。なのに……なのにだ。

　ましゅーは獲え物ものが食い付いた釣つり竿ざおを慌てて引っ張り上げる釣り人のような反応をしたのだ。補足すると目を輝かがやかせて。

「ああっそれはですね、【老後の年金術師】という原作がありまして、簡単にあらすじを言うと、保険料をきちんと納めてきたアルお爺じいちゃんが、いよいよ年金受給の時を迎えたその日、お役所の陰いん謀ぼうから全く納めてないことにされちゃって、それに怒おこったエド兄さんが弟アルの為ために立ち上がるというお話です。キャッチコピーは〝失われた弟の年金を取とり戻もどせ！〟です。ちなみにエド兄さんの方は保険料払ってません」

　払ってねえのかよ！

　てか、これアニメ版なら見たことあるな俺。でもそんな話だったっけ？　それにあまりに絵が違いすぎて分かんなかったよ……とかじゃなくて！　なんで急に饒じよう舌ぜつになってん
の!?

　こうしてる間も、

「その設定をベースにですね、アル爺とエド爺が熱い夜を過ごす一日がこれには描かれているのですよー。もうっ、じじい萌もえにはたまらない一冊です」

　とか独りでしゃべってるし、顔はほのかに上気してるし、いつもより若じやつ干かん口調が早口な感じだしで、ましゅーじゃないみたいだよ？

　なんだかノってきちゃった感のある彼女は、こっちがなんも言ってないのにテーブルの上からとある一冊を探り出して俺に突き付けてきた。

「これっ！　これなんかも大変おすすめです！　【気道戦史ガンガム】俗ぞくにファーストガンガムと呼ばれるものですが、その中から〝ガソキャノン×ガソタンク〟本です」

「ガンガムなら俺も知ってるけど……それってロボじゃないか？」

「はい、見ての通りガソキャノンが攻せめでガソタンクが受けですね」

「いやそういう事を言ってるんじゃなくて……もっと根本的な……」

《ガソタンク準備はいいかい？　さあ俺の２４０㎜ダブルショルダーキャノンをお見み舞まいするＺＥ☆》

《ダメッ、ダメだよっ。そんな大きい砲ほう塔とうじゃ僕のロングノズルランチャーがもたないよ。そ、それにガソキャノン02が見てるっ》

《いいじゃないか、見せつけてやろうＺＥ☆　俺おれ達たちの合体をよ！　ほらイクＺＥＥＥＥＥＥｅｅｅ☆》
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《ああっ、ああっ、キャタピラがーっ！　キャタピラがーっ!!　キャタ……キ……》

「と、クライマックスシーンをチョイスしましたが、こんな感じですごくときめいちゃう内容になってますー」

　ちょっ何言い出すの!?　ましゅーさん!?

　もうＢＬとか通とおり越こして、高次元すぎて俺には分かんねえよ。

　しかしここまでで思ったことがある。

　すごーく大事なことだ。

　俺はそれをあえて口にした。

「……あのさ、ましゅー」

「はい？」

「本当はこういうの好きなんでしょ？」

「ふぇっ!?　そ、そんなことないですよ、そんなこと」

　ましゅーは顔を赤く染めて分かり易やすく動揺している。今いま頃ごろになって自分が何を口走ってたのか気づいたんだろーな。

「旦那さんの為とか言ってたけど、それはましゅーが嘘うそを言ってるようには聞こえなかった。でも真実は────ましゅーもこういうのが好きなんだよね？」

「そ、それは……その…………ハイ」

　白状した。

　俺はマスターの姿と、店内にましゅー以外の客がいないことを一応確認してから向かいの席に座すわった。ちょっと落ち着いて話そうと思ったからだ。

「別に隠さなくてもいいのに」

「で、でも、こうゆう趣味持ってたら慧太さんに……その……嫌きらわれるんじゃないかって」

「そんなんで嫌ったりはしないよ。俺みたいな夏冬のオタ祭りに毎回参加してる人間からすれば特段珍しいもんでもないし」

「け、け、慧太さん、オタ祭り毎回行ってるんですか!?」

　ましゅーは急にパァァァッと明るい笑え顔がおになった。

「えっ、そ、そうだけど……なんかいまさらな感じがするけど知らなかった？」

「わー！　なら今年の夏、一いつ緒しよに行きましょ？」

「べ、べつに構わないけど」

「わーい、やったのですー」

　ましゅーはまるで子供のように喜んでいた。

　さて、本題に戻ろうか。

「で、この中から旦那さん向けに選ばなくちゃいけないんだっけ？　でも俺そっち系には詳くわしくないからなー。むしろましゅーが選んだ方がいいんじゃない？」

「それはその……慧太さんの趣しゆ向こうを知りたいというか……」

　なんかモソモソ言ってて聞き取れない。

「え？　なに？」

「な、なんでもないです。じゃ、じゃあ……実際に本と同じシチュエーションを試ためしてみて慧太さんがグッとくるものにしましょう」

「それはどういう意味でせう……っうぉほっ!?」

　向かいに座っていたましゅーは突然立ち上がり、なぜか俺の隣に座ってくる。しかもお尻しりの辺りに力を入れてギュッと詰めてきた。

　そして彼女はテーブルの上からある一冊を取り上げ、何かしゃべり出した。

「わたし思うんです。男同士の友情っていいなあって。少年ヅャンプ系の作品ってそういうの多いじゃないですか。男と男の関係って常に純じゆん粋すいなんですよ？　これが男と女になるとどうしても邪よこしまなものが混じってしまうんですよね。だからわたし、男同士のように純粋に分かり合いたいんです。慧太さんと」

「はい？　何を仰おつしやってるので??」

「わたしが男だったらいんですが、それは仕方ありません。演技でカバーします」

「カバーって！」

　そこでましゅーの目と表情がカチッと切きり替かわった。まるで宝たから塚づかの男役のように。

「慧太君、僕と結婚しよう」

「いきなりか！　てか友情を再現するなら別にＢＬ本じゃなくていいでしょ！　はなから参考書間違ってるよ!?」

「ほら、この本の通りの台詞せりふを言って」

　彼女が手にある同人誌を目線で指し示してくる。

「えーなになに？　ああ、うれしいな。俺おれもそう思っていたところだよって言えるかぁぁぁぁぁぁぁっ!!　というかどんな本なんだこれは!?」

「さあ、君の答えを聞かせてくれ」

　ましゅーは顔を寄せて俺に迫せまってくる。鼻先同士が触ふれ合あいそうに近く、吐と息いきもはっきりと感じ合える距きよ離りだ。積極的なのも演技なんだろうか。

　それにしたって声は作っているが、見た目はどうあったって女の子にしか見えない。

「さあさあ」

　身を乗り出して問とい詰つめてくる彼女。

　俺は体を仰け反らせる。

　や、やべえ……。

　そこで俺は思いも寄らないことを口にしてしまう。

「君とは結婚できない。なぜなら生理的に受け付けないから」

「せ……せいりてきにっ!?　そ、そんな……」

「いっ!?　いやいやいやいや!!　今のは俺じゃないから!!」

　覆おおい被かぶさるましゅーの背後からにゅっと現れたホワイトボード。

　そこには俺が言った台詞せりふのまんまが書かれていた。

　そいつが目に入った途と端たん、思わずそこに書かれている文字を音読しちゃったのだ。

　ましゅーはというと、それがあまりにショックな言葉だったのか宝塚モードが完全にスイッチオフになって、あわあわと狼狽うろたえ始はじめた。

　ボードを掲かかげた人物についてはもう説明するまでもない。

「おい、それはちょっと言い過ぎじゃないか？」

　俺はテーブル横に立っているゴロチュウ姿の雫にそう言った。

　あれ？　店の中でもそれ着るようになったのか？　とか思ったけど今はそのことを言ってる場合じゃない。

『本能的に無理ということ』

「誰も詳しい説明求めてないから！」

『率そつ直ちよくに言うとセクロスが無理』

「ブーーーーーーッ!?　何を言い出すんだ！　やめなさい！　それ早くしまいなさい！」

　そこで今までショックでテーブルに伏ふしていたましゅーがむっくりと起き上がった。

　微び妙みように涙なみだ目めである。

　そんな彼女が、

「セクロスって何ですかー？　慧太さんは生理的にわたしとそれが出来ないっていうんですかー？」

　とか言い出した。

「いや、そうじゃなくて!!　ていうか、その話は止やめようよ、ねっ？　ねっ？」

「慧太さんとわたしで出来ないことなんかありません。大だい丈じよう夫ぶです。ですからそのセクロスとかいうのを教えて下さい。わたしが努力しますから」

「そういう問題じゃなくてさ！」

「早いほうがいいです。今すぐここでやりましょう」

「こっ、ここでっ!?」

　俺とましゅーがそんなやり取りをしている中で一人取り残された感のある雫。彼女はそんな状じよう況きようを不満に思ったのか、ムッとした表情を浮うかべている。

　その不ふ機き嫌げんな顔のまま掲げられたボードにはこう書かれていた。

『チュートリアルはこちらです←』

「え？　雫ちゃんがやり方教えてくれるんですかー？」

　興味示しちゃったヨ!!

　彼女は手招きする雫のもとへとふらふらとついて行く。

　そのまま二人で店内の端っこの方まで行き、そこで雫がましゅーの耳元にヒソヒソと耳打ちを始めた。

　珍めずらしく肉声でしゃべってる雫に興味が湧わいたが、ここからじゃなーんも聞こえない。

　まあ、聞こえても困るんだけど。

　伝わってきたのは話を聞いていたましゅーが突とつ然ぜん爆ばく発はつしたように真っ赤になったことだ。

　その後、席に戻ってきた彼かの女じよはふにゃふにゃの茹ゆでダコみたいになってしまっていたし、雫も何かをやり遂とげた感のある顔（でも赤い）になっていたしで────

　なんなんだこれ??

　その後の微妙な空気の中に俺は溶とけ込こみ切きれず、ただバイトに没ぼつ頭とうするフリをするしかないのだった。




　　　　　×　×　×




　騎士様の結婚相手を決めることから始まった騒そう動どうが、完全にリアルにまで波は及きゆうしちゃってる。しかもリアルでも本気で結婚したいと宣のたまうユーグの存在もある。

　俺はこれからどうやって……。

　全員にユーグの疑いがあるのだけど、今は誰がユーグだとかはどうでもいい話。

　そんな事よりも、このままじゃ俺は現実リアルで安心して生きて行けない。

　この先、この特異体質に悩なやまされながらビクビクして生きる生活なんてイヤだー。

　そこで思い出されるのはメルルーナちゃんの言葉。

「一緒にヴァチャ充じゆうになりましょ？」

　それが本当に叶かなうというのなら、その幻まぼろしのアイテムとやらを探してみる価値もある。

　でも、んなわけないよなぁ～。

　そもそもヴァチャ充になるって抽ちゆう象しよう的てきすぎて意味が分かんないし。

　そんな俺の不安をよそに、携けい帯たいにメールが届く。




［件　名］警告

［差出人］ユーグ［kishisama666@motmail.co.jp］

［宛　先］慧太［wan_U-x-U@pocomo.co.jp］

《今日は僕からの忠告だよ。

　あんまり他ほかの女の子とイチャイチャしないで欲ほしいな。

　そんな君を見ているとどうしても耐たえられなくなって、イライラしてきちゃうんだ。

　僕は事を穏おん便びんに進めたいと思っているからね。

　だからその辺のところ分かって貰もらえると嬉うれしいな。

　じゃあまた》




　俺は溜ため息いきしか出なかった。







＃05【ストーカーがはりきりすぎてヤバイ】







　◆　オンライン　◆

「やはり人気取りは大切だと思うのだ」

　ギルドハウスにメンバーが集まるなり、雫しずくがそう言った。

「あのメルルーナとかいうちんくしゃが周りからカリスマだのアイドルだのと持ち上げられてチヤホヤされている要因はなんだと思う？」

「えーっと、それはメルルーナちゃん個人の人間性とかそういう──」

「片腹痛い。あれは奴が装備している防具が大変レアであるからにすぎないのだ。なので彼女に群がるプレイヤーは天然記念物のオオサンショウウオがご近所にやってきましたよ？的なものを興味本位で見にやってきた愚ぐ鈍どんな輩やからにすぎないのだ」

「どんな例えだよっ」

　俺の突っ込みは華か麗れいにスルーされ、

「そういうわけだから我わがギルドはこれよりレア装備を手に入れる旅に出る！」

　とかなんとかリーダーが発言した良く分からない理由で、俺達は今とある森の入口に立っていた。

　雫が言うにはレア装備見たさに寄ってきたプレイヤーをメンバーに引き込む作戦らしいが、なにかが根本的に間違っているような気がしてならない。

　まあ、方向性が間違ってる内は俺としてはとっても安心できるわけで。

「それで、そのレアな装備がここで手にはいるのですかー？」

　怪け訝げんな表情でましゅーが言った。彼女がそうなるのも無理はない。ここはニューゲーム開始地点である王都からフィールドに出て一番初めに目にすることになる【始まりの森】だからだ。

　この辺一帯には一桁けたレベルのプレイヤーが狩かりを行うような低レベルモンスターしかいないし、大したクエストもイベントも無い。

「こんな所にレア装備があるなんて聞いたことないにゃりよ」

　リコッタが不満の声を漏もらすと、雫は鼻で笑った。

「ふっ、誰だれがここにレア装備があると言った？」

「「「は??」」」

「見よアレを！」

　雫が森の入口付近の地面を指し示す。

　するとそこには彼女の使し役えきモンスターであるすあま（犬の顔をした毛玉ボールみたいな可か愛わいい奴）が雑草の上をその小さな鼻で嗅かぎ回まわっている。

　しばらくすると、

《雫の使役モンスターが〝メコナ茸たけ〟を発見した》

「キノコ？」

　そう、それはキノコだった。

　そのまま食べると魔ま法ほう耐たい性せいがちょっぴり上じよう昇しよう（一定時間）。売っても数Ｇにしかならないし、しょせんはその手のスキルを上げてる人にしか必要のないアイテムだ。

「こんなの料理スキル上げてる人しか取らないんじゃない？　しかも初心者向けでむふぉおぉむしゃむしゃむしゃ……んぐ。って勝手に食わすな！」

　雫はすあまが取ってきたそいつを躊躇ためらいなくダイレクトに俺の口に放ほうり込こんだのだ。

「あ、でもこれちょっと……おいしい」

「だろ？　味の良さもあまり知られていないが、メコナ茸にまつわるお得情報などお前まえ達たちは知らないだろ？」

　雫の問いに俺とメンバーは首を縦に振る。

「メコナ茸はメコナ茸でも通常とは見た目が違うものが存在するのだ。ある一定の確率で出るらしいが、それがなんと一つ十万ＧでＮＰノンプレイヤーＣキヤラクターに売れるという」

「じゅ、じゅうまん!?　結構高額にゃん」

「そう、たった十個で百万Ｇだ」

　嬉き々きとしているリコッタと意い気き揚よう々ようとしている雫。だが俺は疑問に思った。

「お金貯ためてどうするの？　レア装備探しにきたんじゃないの？」

「探すのではない。買うのだ。レア装備を買う」

「買うって……レアっぽくて一番安そうなのでも三百万Ｇくらいはするよ？」

「誰が一いつ般ぱんプレイヤーから買うと言ったのだ。メルルーナから直接買うに決まってるだろ」

「え？」

「市場に出回っているものはレアとは言わないだろ。しかしメルルーナが着ているあの魔法少女装備はゲーム会社側が彼女の為に用意した、いわば一点物。レア中のレアだ」

「でも……それなら尚なお更さらいくらお金積んでも売ってくれないと思うよ？」

「そんなことはないぞ？　あいつは結構お金に弱い。百万Ｇ束で頬ほおを軽く二、三回引っぱたいてやれば、尻尾しつぽを振って装備を差し出してくるだろう」

「んなわけないでしょ」

　それとも雫は〝お金大好き〟とかいうメルルーナちゃんの知られざる一面でも知ってるのだろうか？

　いやいやあんな純心無む垢くな子にそんな属性は似合わない。あるわけない。

「……それにリエルは魔法少女が好きだとか？」

「え、それをどこで？　まあそうなんだけど。トトカルこのはちゃんて知ってる？　あのこのはちゃんの衣装がメルルーナちゃんの装備とそっくりでてうぉほえぇぇぇぇぇ!?」

　なんで俺が突然そんな驚おどろいた声出しちゃったかというと、メンバー全員が一いつ斉せいに地面に這いつくばってメコナ茸を探し始めたからだった。

「な、なにやってんのみんな!?」

　俺の問いに誰だれ一人ひとりとして答えず、ただ黙もく々もくとキノコ探しをしている。

　こ、怖こわい……。

　そこで雫が手を動かしながら全員に告げる。

「ちなみに金のメコナ茸は一つ十万Ｇだが、銀のメコナ茸は五つで十万だからな」

　オモチャの缶かん詰づめもらえるよ??

　もうすでにギルド勧かん誘ゆうとか関係なくなってるでしょ、絶対。

　それにしてもあんまり冒ぼう険けんしない我がギルドにとっては十万Ｇというのは結構な大金だ。それって他ほかのギルドにとってもここは結構な穴場なんじゃないかなあ。

　そのわりには俺達以外のプレイヤーを見かけないんだけど。

　いるのは新規に始めたっぽい新米プレイヤーが野ウサギモンスターやスライムを狩かってる姿くらい。あまり知られてないのかなあ？

　僅わずかな不安を抱きつつ、みんなの様子を見守っていると、ふと視界の端にメコナ茸探しを一いつ旦たん止やめて立ち上がる姫ひめの姿が映った。その表情は珍しく重い。

　そういえば彼女、いつもは雫に対して突っ掛かったり、こういう場面では率そつ先せんしてやる気を出したりするのが毎度の光景だけど、今日は不思議と物静かでいる。

　どうしたんだろう？　お腹なかでも痛いのかなあ？

　なんて思っていたら、

「あたし今日はパス」

　とか言い出した。

「姫ちゃんどうかしたんですか？」

「ちょっと用事があるのよ」

　心配するましゅーの問いかけに姫は素っ気なく答える。そこで雫が手を休め、

「ギルドの全体活動を放ほう棄きするということは、騎士様の隣りん席せきに座る権利ポイントがその分下がるということだぞ？」

「別にいいわよ。後で巻き返すし」

　そんなふうに返されたので雫は「どうぞお好きに」というような表情をしただけで何も言葉を口にしなかった。

　姫が抜ぬけた後もメンバーは黙々とメコナ茸探し。

　その中に居づらいってのもあったが、俺は純粋に姫のことが気になって後を追うことにした。

　だってあんな姫見たことないし、明らかに様子がおかしかった。

「ちょっと姫の様子見てくる」

　メンバーの驚いた視線が背中に残ったが、俺はそうとだけ言い捨てて森の外に小走りに駆かけだしていた。

　移動しながら胸前で手をスライドさせるとステータス画面が宙に現れる。

　すぐにギルドメンバーリストにタブを切り替え、姫の居場所を確かく認にんすると、

　エリア名【カエルラ鍾しよう乳にゆう洞どう穴けつ】の文字。

　それはこの森からそう遠くない場所だが、傾けい斜しやのある入り組んだ道筋の先にあり、そこそこ強いモンスターも闊かつ歩ぽしている。

　姫や俺達ギルドメンバーのレベルからしたら丁度良いくらいの狩り場だが、それでも気を抜くとあっさり死んでしまう場合もある。

　端たん的てきに言うとわざわざソロで行くような場所ではないということだ。

　そんな場所にどんな用事があるっていうんだろうか？

　姫にプライベートチャットで語りかけても反応が返ってこないし、ここはカエルラ鍾乳洞穴まで行くしかなさそうだ。

　手持ちのアイテムはＭＰ回復用のマジックポーションが二個。あとは補助系のアイテムが数個のみ。

　万ばん全ぜんってほどじゃあないけれど、長居しなければこれで大丈夫だろう。

　俺は画面を閉じ、目的地に足を向けた。




　　　　　×　×　×




「さて、問題はどこにいるか……だけど」

　目的の場所、カエルラ鍾乳洞穴に到着した俺は、大きく口を開いた洞ほら穴あなを前に呟つぶやいていた。

　メンバーリストで分かるのはエリア名までだ。この中のどこに姫がいるかは自分の足で探さぐってみなければ分からない。ただ闇やみ雲くもに捜してみても無駄にＨＰを消費するだけだろうし、中は相当暗いから【燭光ライテイング】の魔法も必ひつ須すだろう。となるとＭＰも地味に消費する。

　ある程度見当をつけてから入りたいなあーと思うが、この場所と姫との繋つながりが全然思おもい浮うかばない。

　こんなじめっとした所に何の用事があるんだろうね？

　考えてても分からないし……ま、いっか。

　そんな気持ちで洞穴に足を踏ふみ入いれようとした時だった。

　ポロローンという軽かろやかな音色が上の方から聞こえてくる。

　なんだろう？　と思って見上げると頭上の木の枝の上に一人の男が座っていて、抱かかえているハープを気持ちよさそうに奏かなでていた。

　緑色の短いベストを羽織り、襟えりぐりや袖そでからはフリフリとしたものが飛び出ている高貴且かつ、いかさま臭くさい衣装。髪かみは明るい茶色で無駄に色んな所がカールしている。

　俺はこの吟遊詩人バードの男を知っている。こんな貴族みたいな格好の吟遊詩人バードなんて他ほかにはいないからすぐに分かった。

「京きよう也やかー。なにやってんの？　そんなとこで」

　鴨かも河がわ京也。クラスメイトで俺のオタ友。

　俺がそんなふうに尋たずねると彼かれは不満そうな顔をして枝から飛び降りる。背せ丈たけはリアルよりも高く、顔もイケメンだ。

「本名で呼ばないで頂きたい！　ここはオンラインの世界ですぞ？　リエル氏。僕の名前は【カールフリードリヒ・オジュケナート三世】だと毎回──」

「何度聞いても長すぎるって。呼ぼうと思ったって一回で呼べないよ」

「では短く略して【カールオジサン】と呼んでくれたまえ」

「余計呼びたくないよ！　そこにオジサンまで入れるの必要あるの？　カールでいいよカールで」

「ちなみにチーズ味とかじゃないですよ？」

「しつけええぇ！　ネタがしつけえぇぇ！」

　中身はいつも通りの京也だった。

「おぉーう、それはいけませんねえ、リエル氏」

　京也ことカールは渋しぶい顔をしながら指と首を横に振っていた。

「かりにも可愛らしいようじょのアバターを使用しているのですから、汚きたない言葉を使わないで頂きたい。リエルたんが穢けがれます」

「け、けがれるとか言われても……つい……す、すまん」

「「すまん」じゃないでしょ？　「ごめんなさい……ぐすん……カールオジサンだいちゅ
き♪（目キラキラ）」でしょうが」

「お前の中でリエルはどんなキャラなんだ！　あと「だいちゅき♪」は余計でしょ！」

　カールはもみあげ辺りの髪を指に絡からめながら憤ふん慨がいする俺をニヤニヤ見ている。

　そういえばこのイラッとくるこのニタリ顔、久しぶりに見た気がする。

「あれ？　そういえばゼクスまた再開したの？　ほら最近ログインしてないって言ってたじゃない」

「ああ、ＭＭＯははまりすぎると危険ですからね。それで避さけていたんですが、最近のリアルのリエル氏を見ていて、そのモテっぷりに嫉しつ妬としちまいましてね。こうやって見苦しい醜しゆう態たいを晒さらしながらも舞まい戻もどってきたわけですハイ」

「見事な欲望全開っぷりだね」

「はっはっはっ、それほどでもないですよ」

「ほめてないから」

　はっ倒たおしてええぇ！

「で、こんな所で何してたの？」

「いえ、特段何というわけでもなく地味にレベル上げをば。リエル氏達には大分引ひき離はなされてしまいましたからねえ」

「え、今レベルいくつ？」

「18です」

「それでこの辺とかちょっと危険なんじゃない？」

「大丈夫ですよ。吟遊詩人バードスキルの【誘惑のテンプテーシヨ夜想曲ン・ノクターン】を使えば低レベルモンスターだけ引き寄せられますから。狩るって言っても野ウサギくらいです。まあその代わり経験値は雀すずめの涙ほどですがね」

　それは本当に地味なレベル上げだなあ。

「ピキーン！　そうそうウサギで思い出しました！」

「なに？　突然」

「さきほどリエル氏のとこの、えーっと、白うさ姫氏でしたっけ？　彼女がそこの洞穴に入って行くのを見かけたんですが、その後をコソコソとつけている不ふ審しんなプレイヤーを見かけましてね」

「不審なプレイヤー？　それどんな奴やつだったの？」

「いやーそこまでは。記き憶おくがどうも曖あい昧まいで」

　使えない奴だなあ。

　よくそんなふうに目星をつけたプレイヤーの後をつけては、ソロになったところを人目のつかない場所でＰＫするっていう輩もいる。でも──

　その時ふと思い起こす。

　不審なプレイヤーで記憶にあるのは、中央広場やギルドハウス近くの路地で俺達のことをじっと陰かげからうかがっていたお団子頭の無職ワークレスプレイヤー、まり緒お。

　彼女の姿が一番初めに思い浮かんだ。

　何が目的かは知らないが、俺達に関心があるのは確かだ。

　一つ安心できるのは彼女のレベルでは姫はＰＫできないってこと。そもそも洞穴に入った時点でまり緒自身がやばそうだ。

「まいっか、ちょっと行ってみるよ」

「まあ頑がん張ばって下さい」

「え、何が？」

「いえいえこちらのことです」

　何か違い和わ感かんを感じたが、まあいいか。

「そうですか。行きますか。道中気を付けて下されー」

　木の下で手を振ふって見送るカール。

　そこで彼と別れ、俺は洞穴の中へと向かった。







　内部は闇やみに閉ざされていた。松明たいまつ無しでは見通しがほとんど利きかない。

　なので俺は杖ワンドを持つ右手を掲げ唱える。

「神のお力をここに分わけ与あたえ賜たまえ──　燭光ライテイング」

　軽く呟くと手の平の上に光球が現れ、ふわりと頭上に浮く。

　瞬しゆん時じに半径三十メートル前後の範はん囲いの視界が明確になった。

　ついでに言うとこの魔ま法ほうはＭＰを継けい続ぞく消費するので、ＭＰがすっからかんになる前に帰ってこないと真まっ暗くら闇やみの中を彷徨さまようことになる。

　手持ちのＭＰ回復アイテムは２つ。だが地味な魔法のわりには結構ＭＰ消費が激しいのであんまり悠ゆう長ちようなことはしてられない。時間との勝負だ。

　そんなわけで明るくなった視界を良いことにぐんぐん奥おくに進む。吸血コウモリとか構ってる暇はない。

　でもそれほど危あやぶむことはなかった。

　洞穴の入口から真まっ直すぐ進んで最初の分かれ道。そこであっさり人ひと影かげに遭そう遇ぐうする。

　なにやら行き止まりの方の道の奥で松明の光が揺ゆれているのだ。

「まったく、クズはどこまで行ってもクズね」

　甲かん高だかい声が洞穴内に響ひびく。間違いなく姫の声だ。

　それに彼女だけでなく何人かその場にいるっぽい。

　俺は燭光ライテイングの魔法を解いて岩いわ陰かげに隠かくれ、そっと近付く。

　視界に入ってきたのは姫と二人の男アバター。しかも男アバターの方はどこかで見覚えがある。

　えーと、どこだったっけかなー？　と思い出す前にその思わず吹ふき出だしてしまいそうになるネームの方が先に目に入ってきてしまった。

　Ψ喰羅雨怒クラウドΨ

　☆ＭＡＳＡＣＨＩマサチ★

「ブフッ!!」

「誰だ!?」

　やべっ、マジで吹いちまった！

　仕方がないので俺は岩陰から立ち上がった。

　この前中央広場でからんできた剣士ソードマンと魔道士ソーサラーの姿が明かりの中に浮うかび上あがり、姫の姿もはっきりと捉とらえられる。

「リエル!?　なんで……あんたがここに??」

　彼女は驚きを隠せないようで目を丸くしていた。

　二人の男達は逆に俺の姿を見た途端、険しかった表情を急に和やわらげた。

「なんだ、リエルちゃんじゃん！　ほっほー」

　訂てい正せい。和らげたというより、かなり嬉しそうにしている。キモッ！

「そんな事より、姫ひめ達たちはここで何をしてるの？」

　俺は三人の顔を交こう互ごに見やった。

　姫は気まずそうにしていたが、喰羅雨怒クラウドの方は意気揚々としだし──

「いやさーこの前そこのネカマ野や郎ろうがさー、リエルちゃんとの会話を邪じや魔ましてくれちゃったじゃない？　おかげで俺ら説教部屋でみっちりと叱しかられちゃってよー胸むな糞くそ悪いったらありゃしないじゃん？　ちとムカツクっしょ？　だからちょっと顔貸してもらいたいと思ってさ。幸いネームは覚えてたし、直接メール送ってここに呼び出したってわけ。まさかノコノコと素す直なおにやってくるとは思ってなかったけどな。ひひっ」

　メール??　奴らからそんなもの受け取っていたのか、姫は。

「なんで教えてくれなかったのさ」

　俺は姫に向かって言った。

「だって……リエルに迷めい惑わくがかかっちゃうじゃない。こいつらに突つっ掛かかったのもあたしだし……」

「だからって内ない緒しよにして一人で抱え込むことないでしょ？」

「だって……だって……」

「迷惑っていっても、もともと姫のせいでもなんでもないし」

　そこで姫はなぜかムカムカっときたようで。

「うっ、うるさいわね！　あたしがそうしたかったからそうしたの!!　あんたはそこで黙だまって見てればいいのよ！」

「ほほう、だいぶ威い勢せいがいいじゃないか。やっとネカマが本ほん性しようを現したって感じか？」

　喰羅雨怒クラウドが楽しそうに姫のことを見ている。

「だから、あたしはネカマじゃないって言ってるでしょ！」

「なら、それが本当かどうか試してみようじゃない」

　そこで彼の目付きが変わった。たとえるならば、獲物を目の前にした豹ひようが舌舐なめずりしたような感じ。

　それには姫も何かを感じたようで身構える。

「なっ、なによ？　変なことしたら許さないんだからねっ」

「あれ？　なかなか鋭するどいじゃん。良く分かったね」

　喰羅雨怒クラウドは背後に控ひかえていたＭＡＳＡＣＨＩマサチに目配せする。

　次の瞬しゆん間かん、

「えっ、な、なに!?　う、動けない！」

　姫が焦あせって声を上げた。見えない縄なわのようなもので身動きを封ふうじられてしまったのだ。

「【拘束バインド】!?」

　俺が思わず呟くと、今までまったくしゃべらなかったＭＡＳＡＣＨＩマサチがこちらを見てニヤッと笑う。

　拘束バインド。それは魔法使いウイザード系の職業ジヨブが持つ基本補助魔法の一つで目標の動きを一定時間制止させる効果がある。

　そんな魔法で指一つ動かせなくなった姫に、喰羅雨怒クラウドが愉ゆ悦えつの笑えみを漏らしながらゆっくりと歩み寄る。

「本当はリアルの女の子の方がいいんだけど、まあこの際だから仕方ないよね。神経伝アーテイフイ導体シヤルセンスっつーのも結構良くできてるし、それなりに楽しめるしさー。あとバーチャルの良い所は中身が男でも外見が女の子なら問題ないってことかな？」

　姫も俺も彼がこれから何をしようとしているのか悟さとって蒼そう白はくになった。

　ゼクスの世界は非常に精せい巧こうにできていてリアルとほとんど変わらない。それは見た目もだけれど〝感かん触しよく〟にも言えること。

　ＥＳＧに搭とう載さいされた神経伝アーテイフイ導体シヤルセンスによって多少マイルドではあるが擬ぎ似じ感覚が体に伝わるようになっている。

　そんな最先端の素す晴ばらしい技術を悪用する輩がいるということだ。中には大勢で徒党を組み、計画的に事を行っている悪質な集団の存在も報告されている。

　実際、女性アバターを操あやつっていてハラスメント行こう為いを受けたという報告も多数あり、摘てき発はつを受けたプレイヤーには「しょせんヴァーチャルだから問題無いと思った」とか言った奴もいるらしい。

　この喰羅雨怒クラウドもそんな奴らと同じ類たぐいの人間なんだと確信する。

　まずい。このままじゃ姫が奴の餌え食じきに。助けなきゃ。

　反射的にそう思い、まずは姫にかかった拘束バインドを解く為、俺は【解呪アンチスペル】を唱えた。

　が、何も起きなかった。

　なんでだ？

　すると視界の端に笑みを浮かべるＭＡＳＡＣＨＩマサチの姿が映る。それで理解した。

【封呪シーリング】か！

　いつの間にか魔法を封ふう印いんする魔法、封呪シーリングを唱えていたらしい。その上俺まで拘束バインドをかけられちまった。

「へへっ、こっちが終わったら次はリエルちゃんの番だからね。デザートは最後のお楽しみってわけ」

　身動きが取れなくなってしまった俺に喰羅雨怒クラウドが妖あやしい笑みを向けてくる。

　いらないデザート認にん定ていキター。

「まずはこっちの口うるさいのから頂かないとね」

　彼のターゲットが姫に移る。

「うっさいゴミ虫！　耳元でしゃべらないでよ、臭いから！　それとリエルに手出したら許さないんだからね!!」

「良く吠ほえるねー？　あれか、リエルちゃんの前菜じゃ不満だった？　安心してよ、実は君の方がメインだからさ。ただメインはデザートと違ちがってちょっと痛いかもしれない」

「だから何？　それで脅おどしてるつもり？　メインとかデザートとか発想が低脳すぎるのよね。あんたなんか家でお子様ランチ食べてればいいのよ！」

　たいして変わらない発想で切り返した姫だったが、俺は彼女のある変化の気づいた。

　それは喰羅雨怒クラウドも見み抜ぬいていたようで──

「あれ？　もしかしてお前、びびってる？」

「そ、そんなの、あるわけないでしょ！」

「いやいや、ほら？　目とか涙目だし、良く見たら口元とか震ふるえてね？」

　言われた姫は顔を背そむけようとしたが体が動かず、悔くやしそうに下した唇くちびるを噛かんだ。

「意外に女らしいというか…………もしかして、本当にリアル女子かお前？」

「だ、だからずっとそう言ってるじゃない！」

「なーんだ、それじゃあ俄が然ぜんやる気出てきちゃったじゃん」

　ワニワニといやらしく動く指先が姫に迫る。

「い、いっ、いや………………こないで……」

　これはヤバイ。

　本格的にピンチだ。

　でも俺は拘束バインドにかかってて一ミリたりとも身動きが……ってあれ？

　動くぞ？　なんでだ？

　軽く手を動かしてみたが全然問題無さそうだ。感覚的には魔法効果が持続できずに切れた感じ。姫はまだ動けないってのになんで俺の方が先に？

　そこで俺はちょっと前に口に入れたメコナ茸のことを思い出した。

　あれって確か、ほんの僅かだけど魔法耐性効果があったよな。あれが辛かろうじて持続していて……だから早めに拘束バインドの効果が切れたのかー。

　でも自由になったところでどうしようかと悩む。

　だって俺、レベル27のひ弱な聖職者クレリツクだし、相手の二人は恐おそらくレベル40前後なのでまともにやりあったって太た刀ち打うちできない。

　たとえ同レベルだったとしても攻こう撃げき魔ま法ほうらしい魔法はほぼ無いに等しいし、あとは打だ撃げき技わざしかないが期待できるような腕わん力りよくは無い。

　なんだよ、結局なんもできないんじゃん。情けない……。

　一応アイテム欄らんを確認してみるも先さき程ほどのＭＰ回復アイテムのみ……？

　あ、一つ忘れてた。

　欄の端はしっこで光る金色の鍵かぎ。メルルーナちゃんから預かった暁天の鍵デイブレイク・キーだ。

　確か彼女は、本来の目的以外にも様々な恩おん恵けいが得られるって言ってたな。

　他ほかに手が思い付かないし…………

　試してみる価値はあるか。

　俺はダメもとでそいつを指先でタップした。

　すぐに手の中に現出する鍵。

　そしてそいつを指先に持もち替かえた途端、眼前の空間を四角く切り取るように光の扉とびらが現れた。

「な、なんだ!?」

　喰羅雨怒クラウド達や姫がその目ま映ばゆい光源に気づかないわけがない。みんな何事かとこちらに注目している。

　いや俺だって驚いたよ。なんなのこれ？

　思いっ切り目立っちゃったし、むしろ逆効果!?

　でもまあ扉があったら鍵かぎ穴あなに鍵を差さないわけにはいかないじゃない。それが道理ってもんでしょ？

　だから俺は差した。そして回した。

　そしたら扉が開くどころかそのまま俺の方に迫ってくるじゃないか。

「え、ええええっ!?」

　俺の体はそのまま扉の中へとのみ込まれた。そして耳元にシステムメッセージが聞こえてくる。

《ダイレクトアカウントチェンジを実行します》

「チェンジって!?」

　とか叫さけんだ時には俺の体は扉をすり抜けていた。そして全身に見覚えのある白銀のフルプレートアーマーをまとっていた。

　俺の姿を見た喰羅雨怒クラウドとＭＡＳＡＣＨＩマサチは、口をあんぐりと開けたまま呆ぼう然ぜんとしている。

　姫もまた呆然としていたが、ゆっくりと口を開いた。

「き……騎き士し様さま？」

　騎士様だって？

　俺は咄とつ嗟さに近くにあった鏡のような表面を持つ鍾しよう乳にゆう石せきに自分の姿を映す。

「うわっ、ほんとに騎士様やん！」

　ようするにこの暁天の鍵デイブレイク・キーとかいうアイテムはゲーム中、即そく座ざに違うアカウントに切きり替かえられる機能を有していたというわけだ。

　なんというシステム無視な反則技！　ありえねぇ!!

　でもこれなら行けるかもしれない。

　そう思って俺は喰羅雨怒クラウド達を見み据すえた。

「なんだお前は？　リエルちゃんはどうした？　というかリエルちゃんなのか??」
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　おお混乱しとる混乱しとる。

　俺は面白いものを見るような目でちょっと楽しんでいた。

　そして──

「とりあえず、姫を解放してもらおうか」

「なに寝ね言ごとを……」

　文句を言いかけた喰羅雨怒クラウドをＭＡＳＡＣＨＩマサチが制止する。

「あれはまずい。やめといたほうがいい」

　ＭＡＳＡＣＨＩマサチが初めて口を利いた。

　結構分かってんじゃんＭＡＳＡＣＨＩマサチ。

　次の瞬間、姫の拘束バインドが解かれる。

「おい、ＭＡＳＡＣＨＩマサチなにやってんだよ。せっかくこれからお楽しみだってのに」

　若じやつ干かん分かってないのが一名いるが、まあいい。

　俺は自由になった姫の手を取り、彼らに構わず洞穴の入口を目指す。

「待てよ！　勝手にどこ行く気だ!?」

　なんか喚わめいてるけど無視。全部無視。

　実際彼かれらとやり合って誤って殺しちゃったりしたらＰＫ扱あつかいになっちゃうからね。そしたら所属国からの支し援えんが受けられなくなっちゃうし、お尋たずね者ものはなにかと面めん倒どう臭くさい。

　さっさと退散しよう。そう思って歩調を速めた時だ。

「おい無視すんなよ！」

　大声と共に俺の背中に衝しよう撃げきが走る。鉄と鉄がぶつかり合う音。

　首だけ背後に向けると、喰羅雨怒クラウドが抜いた剣けんで俺の背中に切りつけていた。

　でも痛みも何も感じない。僅かに減ったＨＰもすぐさま回復してフルを保っている。

「な、なんなんだこいつ!?」

　困こん惑わくする喰羅雨怒クラウドにＭＡＳＡＣＨＩマサチが告げる。

「聖騎士パラデインのスキル【自己回復オートヒーリング】だ。その程度のダメージ量じゃ傷一つ負わせられないぞ。それにそいつの装備とか普ふ通つうじゃない。レベルも俺達より遥はるか上だろう。いわゆる廃はい人じん級きゆうってやつだ。かなうわけがない」

　結構冷静に見ているＭＡＳＡＣＨＩマサチ。なんでこんな奴と一いつ緒しよにいるんだろうなー。

「馬ば鹿かか、このまま行かせてかっこがつくかよ」

　変なところにプライドがあるのな？　こういうのは色々と手間がかかって困る。

　でも奴は剣けん振ふり回まわして特とつ攻こうしてくるし、姫に当たったら危ないので俺は仕方なくちょっとだけ相手をすることにした。

　背中にある大剣【光翼の剣ルキシスブレイド】を抜き放ち、振ふり向むきざまにステータス画面を開いて、とあるスキルをタップする。

【瞬神速アクセル】。

　それはサーバー内でも数人しか習得していない言われるレアスキルの一つ。

　途端、体が青い炎ほのおに包まれる。

　自分の動き一つ一つが加速されてゆくのを感じると共に、周囲の時間がゆっくりと流れ出す。俺は姫を守りながら、奴が繰くり出だす切っ先の全すべてを己おのれの剣けん先さきで弾はじき返かえす。

　相手からすれば自分の剣が自ら俺を避けているようにしか見えないはずだ。

　そろそろ奴の顔に疲ひ労ろうが現れ始めた時、俺は相手の剣を地面に叩たたき落おとして懐ふところに入る。

　そして彼の眼前で囁ささやくような一言。

「そろそろ、やめにしといたほうがいいんじゃない？」

　同時に瞬神速アクセル効果が消失。

　呆然と立たち尽つくす腐くされ剣士ソードマン。

　そして連れの魔道士も圧巻とした様子で固まっていた。

　俺と姫はそんな彼らを置いて洞穴の外へと向かうのだった。







　俺達は鍾乳洞穴の入口まで戻もどってきていた。カールと話していたあの場所だ。（すでに彼はいなかったけど）

　日が当たる場所に戻ってきて、ようやく一息吐つけたと思えた直後だった。

　突とつ然ぜん、目の前にあの光の扉が現れて俺の体を通り抜けたのだ。

　手には鍵だけが残り、案の定アバターはリエルに戻っていた。

「なにこれ、制限時間あるの？」

　声質も騎士様のキザっぽい声から丸みのある高い声に変わっていてちょっと戸と惑まどう。

「なんなのそれ？」

「わかんない」

　訝いぶかしげに聞いてくる姫にはそうとしか答えようがない。だって本当のことだし。

　眉まゆをひそめた彼女はそれ以上の追つい及きゆうを諦あきらめたのか、話を違う方向に振ってきた。

「で、なんで来たのよ」

「なんでって……なんか姫の様子がおかしかったし、それに実際そうしてなかったらヤバかったでしょ？」

「そ、それはそうだけど……」

「それに姫がピンチならどこでも助けに行くよ？」

「えっ……」

　姫は急に顔を赤くし、照れを隠すようにうつむいてしまった。そのままの状態で、

「その、来て欲しくなかったけど、来てくれたことには感謝するわ」

「なにそれどっち？」

「あ、あっ、ありがとうって言ってんの！」

「ああ、そういうこと」

「なあに？　不満そうじゃない？　なんならあたしがこの美び脚きやくで踏んであげてもいいのよ？」

「その行為は感謝されてる……の？」

「なっ……もっと先を望むわけ!?　な、なら……ちょっと舐めるくらいならいいわよ？」

「どういう思考が働いたらそうなんの!?」

　ほんと、頭の中をのぞいて確かめてみたい。

「そういえばさ」

「なによ」

「蒸むし返かえすようで悪いけど、どうして一人で解決しようとしたの？　あ、迷惑かけたくないってのは聞いたから、それじゃないやつで理由を」

「はあっ!?」

「だってそれじゃあ納得いかないって心が言ってるんだもん。絶対それ以外に訳があるはず」

「そっ、それを……言わせる気？」

「やっぱあるんだ」

「う……でもそれは……いつもリエルや騎士様に守られっぱなしで……だから、今度はあたしが守る側に立ちたかっただけ。それだけのことよ。特に深い意味はないわ。

　それに……」

　姫は一度言いい淀よどんだが、ポッと頬を赤らめる。

「〝約束〟だから」

　約束？　なんの約束？

　俺、姫となんか約束したっけ？

　でもそれは最近どこかで聞いた言葉。

　そうだ、確かユーグからのメールの中にそんな言葉が出てきた。




《僕ぼくがここでこうして今も幸せな気持ちでいられるのは君のおかげ。

　あの時の〝約束〟

　それが僕を支えてる。

　だから今度は僕が君を幸せにする番。

　君のことが好きだよ。

　────大好き》




　ってことはまさか、姫が──

　見れば姫がとろけるような瞳ひとみで俺のことを見つめていた。顔は上気して、いつものツンとした姫とは少し印象が違う。なんというか彼女の周囲に張はり巡めぐらされていたトゲ付きの殻からが溶け落ちたような感じ。

　その小さな唇が俺に何かを言いたそうに震ふるえている。

「だから……あたしと……け────」

　彼女が大事なことを言いかけたその刹せつ那な、

「ぷぎゃあ!?」

　姫の顔面にふわふわとした毛玉ボールが直ちよく撃げきしたのだ。

　彼女はそのまま尻しり餅もちをついて転てん倒とう。ボールはまるで映像の逆再生のように飛んできた方向へと自分の意志で戻ってゆく。

　戻った先に立っていたのは獣使いビーストテイマー用の短笛を口に添そえている雫だった。

　毛玉ボールもとい、彼女の使役モンスターすあまは、肩かたに乗ると「ふきゅう」と仕事を終えた満足感に鳴いた。

　その間、姫は腰こしをさすりながら立ち上がり、雫を睨にらみ付つける。

「いったあ……なにすんのよっ」

「メンバーリストに騎士様のログイン通知が現れたので、急いで駆け付けたのだ」

「それとあたしにタワシをぶつけることとは関係ないでしょ！」

「また私のすあまをタワシとか言ったな。うさっころ」

「タワシはタワシでしょう？　それ以外になんだっていうのよ？」

「なんだと？」

「なによ？」

「まあまあ二人とも落ち着いて」

　俺がいつものようになだめると、雫と一緒に現れたリコッタとましゅーが、

「あれ？　騎士様はどうしたのにゃ？」

「いつものリエルちゃんですねー？」

　と聞いてきた。それに姫と争あらそっていた雫も加わってくる。

「やはりメンテ中とか不具合だとか言うのは嘘うそだったのだな。ちゃんとログインできていたのをリスト上で確認済みだ」

「いやそれが自分でも良くわかんなくて……」

「なんだ、誤ご魔ま化かすつもりか？」

　はい、半分はそのつもりです。

　でももう半分はこんな反則っぽいアイテムが公おおやけになったらまずそうってのが理由。

　でもそれじゃあ雫は納得いかないようで、

「さあ早く騎士様になって〝私の〟欲望を満たすがいい」

「欲望を満たすがいいって……どうなのその言い方……」

「なにかまずいのか？」

「それは大分まずいにゃりね」

　横からリコッタが言葉を挟はさむ。

「そこは〝私達の〟にゃりよ」

「そういう問題じゃねえ！」
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　久しぶりに男言葉が出てしまった。

　もうね、このままにしておくといつもの調子で俺が大変なことになるから、早めに先手を打っておこうね。

　そう考えた俺は騎士様の話題から遠ざけるようにここで話を別の方向へ持ってゆく。

「それよりメコナ茸探しはどうしたの？　金色のとか銀色のとか見つかったの？」

「見つかったことは見つかった」

「へーすごい」

　そう答える雫は「見つかった」というわりには全然嬉しそうに見えない。

「で、いくつ見つかったの？」

「……」

　なぜか押おし黙だまってしまった雫に代わってましゅーが答えてくれた。

「えーと金が一つですー」

「金!?　すごい！」

「ええ、出た時はみんなで喜んでー……その後もう一つ、もう一つと探してみたのですが、結局それしか出なくて……」

「でもそれって一つで十万Ｇになるんでしょ？　頑張ったじゃない」

「それなんですけど……」

「腐ったのだ」

　黙もくしていた雫が突然しゃべりだした。びびった。

　で、なに？

「腐った？」

　雫は無言で採取したメコナ茸をアイテム欄から取り出す。

　それは目映い黄こ金がね色いろを放って────はおらず、くすんだ紫むらさきみたいな変な色になっていて周囲に羽虫が飛んでいた。

　見ての通り、腐っている。

「臭くさっ！」

「臭い言うな」

「だってほんとに臭におうんだもん」

　オチはこうだ。

　金のメコナ茸を発見した一行は喜び勇んで──というか、もっとたくさん取ってやろうという欲望フルスロットル状態になり捜そう索さくを強化。

　でもそんなに上手うまくことが運ぶはずもなく、結局は最初の一つのみ。

　まあそれでも御おんの字じだと思って確認してみたら、メコナ茸は収しゆう穫かく後五分以内に換かん金きんしないと腐る仕様だったらしく、この有り様というわけ。

　収穫後、町に急いで戻って道具屋のＮＰＣに売りつけるのが正しい方法みたいなんだけど、きっちりとルートを把は握あくしておかないと五分で持って帰るのは至難の業わざだという。

　欲に走って一時間以上も探してたわけだから、そりゃ腐るわな。

　しかもこのイベントは一人一回こっきりらしいから発見者である雫はもう参加できないらしい。

　なんとかを得るものなんとかも得ず、ですかな？

「ぷっ……ぶふふふふふっはあっはっはっはっ、だっさーｗｗｗ」

　姫は雫を指差し、腹を抱えて笑い出した。

「あんた覚えてる？　あの時「メコナ茸にまつわるお得情報などお前達は知らないだろ？」とか得意気に言っちゃってたの。ぶはっ、思い出したらまた笑えてきたははははははっｗ」

　雫はムッとした顔で姫を見ている。

　その手にはいつもの短笛があり、握にぎる力が増したように見えた。

　この後の展開は容易に予想がつく。

　俺は「はぁー……」っと心の中で溜息を吐く。

　毎度のことながら我がギルドは本当に駄だ目め人間ばかりだと思う。（俺も含ふくめ）

　でも、これがまた心地ここちよかったりもするのだから不思議だ。

　そんなわけで、どんなわけで？

　雫と姫の抗こう争そうが勃ぼつ発ぱつしようかという時、

「ん？」

　俺はすぐそこの木こ陰かげに人影を見つけた。

　まあ、あれは例のまり緒だな。

　木の幹からお団子頭が見みえ隠かくれしているから間ま違ちがいない。

　時折チラ見えする彼女の顔は俺おれ達たちの方を見ながらニコニコとしていたが、どうやら木と木の間に挟まって身動きが取れなくなっているっぽい。

　普通にしていればそんなことになるような場所じゃないのだが……

　どんだけゲーム慣れしてないんだ??

　そのまま放っておくわけにもいかず、見るに見かねて助けてやろうと思ったのだが……彼女はすぐ横にあった崖がけに足を滑すべらせ落ちていってしまった。しかも笑え顔がおのままで。

　あそこはそんなに高くないから大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど……

　それにしたって下手すぎだろ！

　一体何がしたいんだか……。
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　◇　オフライン　◇

［件　名］（未記入）

［差出人］ユーグ［kishisama666@motmail.co.jp］

［宛　先］慧けい太た［wan_U-x-U@pocomo.co.jp］

《僕は待ち遠しくて仕方がないんだ。

　オンでもオフでもいつも君と一緒にいられる日々が来ることが。

　その為ために僕は頑張るよ》







＃06【とりあえず色々ヤバイ】







　◇　オフライン　◇

　この前、俺はギルドの雰ふん囲い気きが心地よいなんて言ったりしたが、あれは前言撤てつ回かい。

　それはこの状じよう況きようを抜きにしたらという条件付きで。ってことに変へん更こう！

　今俺は喫きつ茶さロープレでいつもようにバイト中。

　でも今日は開店前からギルメン四人が店前で待っているという事態が発生。店が始まってからも彼女らは一日中じゆう店内に居い座すわり続つづけているのだ。

　一応悪いとは思っているらしく定期的にメニューから注文してくれるが、ならいいってわけでもない。

「あのさ、いい加減他ほかのお客さんに迷惑だからさー」

　と四人が座すわるいつもの窓まど際ぎわの席に、ガトーショコラを四皿持って行きつつ彼女らに囁く俺。すると姫が店内を見回したあと一言。

「お客なんて誰もいないじゃない」

　言ってはならぬ事を言った！

「ご迷惑はおかけしませんのでー」

　ましゅーが優やさしく言うが、すでに迷惑なんですが！

「そんな事よりも、にぃもこっちに座って一緒に食べようにゃん」

　リコッタが俺の腕うでを引っ張り席に座らせようとする。

「俺、仕事中だから！　というか、お前は家で散々顔合わせてるのに、なんでわざわざここにまで来るかなー」

「いつも一緒にいたいと思うのが良い夫ふう婦ふのあり方にゃん」

「いつ夫婦になった！　そしてこれからもそんなことにはならねえ！」

「ふふん、ここ最近色々あってリコッタは確信したにゃりよ。にぃのそれは照てれ隠かくしにゃってことが」

「隠してないから。そもそも照れてないから」

『なら試ためしてみる？』

　雫しずくがモジモジしながら不ふ穏おんを感じさせるボードを掲かかげた。

「え？」

『照れ隠しなのか、どうなのか』

「おい、なにを言い出すんだ……」

「それは面おも白しろいですねー」

「ちょっ、ましゅーさん？　面白い!?　面白がってどうすんの！」

　そこへ姫が割り込んできて、

「ちょっと、あたしも混ぜなさいよ。で、なにをするの？」

　言い出しっぺの雫は、まだ案がまとまってないのかボードにペン先を当てて悩なやんでいる。そこでリコッタがポンと手を叩いた。

「リコッタは名案を思い付いたにゃ」

　そう言って彼女は自分のポシェットからプォッキー（いちご味）の箱を取り出した。細長いプレッツェルにチョコがコーティングしてあるアレだ。

「これをにぃとリコッタが両りよう端はしから食べていって、最後まで食べ切れたら照れてないってことにゃ」

「いやそういうことじゃねえだろ！　って……あれ？」

　シーンとしちゃったんで周りを見み渡わたすと、雫も姫もましゅーもポッと頬ほおを赤らめて呆然としていた。

「ありゃ？　みんなは興味無さそうなのでこれはリコッタだけでいいにゃりね。さあ、にぃはこっち側をどうぞ」

「あああっ、はいはいっ！　あたしもやる！　やるわよっ!!」

『やりますとも』

「わたし、プォッキーのいちご味好きなんですー。だ、だからやりますー」

　突然、堰せきを切ったように全員が名乗りを上げた。

　どんな展開なんだこれ!?

「やらないよ？　俺はやらないからね？　てか、照れてたの隠してました！　それでいいからっ！」

　俺がきっぱり断りを入れると、全員からこいつ空気読めてねーみたいな目で見られる。

　なんでだよ！

　とにかくこのままじゃ生命の危機なので、なんとかしなくちゃならない。

　この際だ、背に腹は替かえられまい。

　俺はカウンターで頬ほお杖づえついて暇ひまそうにしているマスターに助けを求めた。

「マ、マスター、見てないで助けて下さいよ！　この人達絶対おかしいって！　マスターからも何か言ってやって下さい！」

　すると彼女は身を起こして、

「なにそれ面白そうじゃない。私も混ざっていい？」

「ここにきてエターナルフォースブリザードだとおぉぉぉぉっ!?」

　俺、死亡。ＨＰゼロ。

　絶対万ばん死しの魔法を受けて死人のような顔になっていた俺。

　しかしそんな俺とは正反対に、マスターは微ほほ笑えみながらくるりとこちらに背を向ける。

「冗じよう談だんよ」

　そう言い捨てて彼女はいつものように奥おく座ざ敷しきへと消えていった。

　は～……冗談でよかったー……

　とか安心しているうちになんだかメンバーは静かになっていた。

　彼女らはプォッキーを一本ずつ手に持ったところで、つい当初の目的を忘れ──

　もそもそとハムスターのように食べ始めちゃってる！

　甘あまい匂においに誘さそわれて、本能的に口に持っていっちゃったんだろうね。

　まあそれはそれで良かったんだけど……

　俺は今後の私生活にものすごく不安を感じるのだった。







＃??【ヤ￡＊％ば※＄イ】







　店内で慧けい太た達たちが騒さわいでいる声がいまだ引き戸越ごしに聞こえてくる。

　彼らに一言告げて奥座敷に引っ込んだマスターは、慣れた動作で早さつ速そくＰＣの電源を入れ、座ざ卓たくの上に置かれているＥＳＧを頭に被かぶる。

　眼前に浮ういているのは半はん透とう明めいなキーボード。そこに手をかざし、アカウントとパスワードを入力する。

《ＮＯＷ　ＬＯＡＤＩＮＧ》

　無む味み乾かん燥そうな黒い空間の端にシンプルな文字だけが点てん滅めつし始める。

　しばらくすると視界が開け、闇の世界から光が降ふり注そそぐバーチャル世界へと自身の体が誘いざなわれる。

　緑光をまといながら降り立ったのは前にログアウトした場所。

　一本だけ生えた大樹の木陰だった。

　周囲は開けた平原で、小高い丘おかがあり、大樹はその頂上から生えていた。

　マスターは幹に背をもたれかける。

「とりあえずは上手くいったんじゃないの？」

　リアルとは大きく異なる高くて若い声で、幹の反対側にもたれかかる鎧よろいの男に話しかける。

「ひとまずは──というところか」

　男はくぐもった声で答える。

　鎧の男は頭までもが兜かぶとに覆おおわれていて表情が分からない。

　分かるのはそれがＧＭだけが着ることを許された特別な装備であるということ。

　そして彼かれの頭上にはノイエヴェルトというネームがあった。

「あとは女性耐性不全症候群ＦＥＤＳを持つ彼にいかに動いてもらうかだが……」

「それは彼かの女じよ達たちがなんとかしてくれるでしょ」

　マスターは幹に手を当て樹皮をなぞるようにして彼の方へと回り込む。

「フッ、そうなってくれればこちらとしては手間が省けて助かるのだがね？」

　男は兜の中で笑っているようだ。

　そんな彼の前に立つマスター。

「まあそうなるようにするのが私達の仕事なんだけどね」

　二人の間に互たがいに確かく認にんし合あうような沈ちん黙もくが流れる。

　そして、

「すべてはこれから」

　微笑みながらそう囁いた彼女の姿はゼクスヴェルトのカリスマ────

　メルルーナだった。







《Wait till next login!!》







あとがき







　どうも藤谷あるです。おかげさまでここに、

『俺のリアルとネトゲがラブコメに侵蝕され始めてヤバイ』

　２巻をお届けすることができました。ありがとうございます。

　ありがとうございますと言えば、一部の方々の間で、

『ネトラれ』

　という略称で呼んで頂いているようで、作者としては大変嬉うれしい限りです。

（発売当初、某先輩作家さんも『俺ネトラれ』と名付けてくれました）

　とにかくタイトルが長いと扱いにくいんですよね。

　口頭で誰だれかに紹介する時、必ずかみますし、ひどい時はタイトル自体を間違えます。

　書いた人なのにヤバイです。

　そんなわけでありがたく『ネトラれ』を愛用させて頂いてます。




　さて、ここで謝辞です。

　読者様、いつもありがとうございます。皆さんからのメッセージは本当に励みになっております。直接お返事は出来ませんがこの場を借りて御礼申し上げます。これからもどうか応援よろしくお願いいたします。

　メッセージを頂いた方の中には『ネトラれ』を読んでＭＭＯを始めたという方がいらっしゃいました。これも嬉しい出来事です。自分も久しぶりに某ネトゲにログインしたりしていますが、もしかしたらネット世界のどこかでお会いしているかもしれませんね。




　イラストの三嶋さん、スケジュール等お忙しい中、ありがとうございました。今回の書き下ろしキャラの中では美み咲さきさんがお気に入りです。

　白しろ髪かみ教団員の皆様も応援ありがとうございます。

　そして担当さん、編集部の皆様、本作が発売されるまでにご尽力頂いた全ての方々に御礼申し上げます。

　それではまた次巻でお会いしましょう。




平成二十三年十二月吉日
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

藤谷ある先生／三嶋くろね先生
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